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第１話　メランコリック





　クラスメイトの家に遊びに行く。

　普通の高校生にとってはひどく当たり前でポピュラーな行為なんだろうけど、僕こと桜さくら鉄てつ之の介すけの場合は違う。

　引きこもり。ひどく残念なことにそれが僕の職業だ。ＲＰＧ風に言うならジョブ。ゲームのキャラの場合は「勇者」とか「戦士」になるわけだから随ずい分ぶん差がある。いや、将来的に「魔法使い」にだけはジョブチェンジ可能かもしれないが、できればなりたくない。

　家に引きこもっていた期間は約二年。おかげで極度の人見知りになり、ネット上の友人すらゼロ。そして極めつけは勢いで遺書なんか用意してしまう超ネガティブシンキング。

　そんないかんともしがたい思春期ロードをまっしぐらな僕にとって、高校に入ってからクラスメイトの家に遊びに行くなんて行為は夢のまた夢だったのである。

　だがしかし――五月十四日。

　入学式から一ヶ月ほど経ち、もはやゴールデンウィークもすっかり過ぎ去ったとある日曜日。僕はクラスメイトの家というものを初体験していた。

「おー。久しぶりだな、そうちょー」

　やや緊張した足取りで玄関に入ると、出迎えてきたのは幼い声だった。目の前にいたのは、ちっちゃな身体をした女の子。明るい色のショートカットヘアーに、どこか子犬を思わせる愛らしい雰囲気。

　狼かみ谷やカレン。

　そう、ここは僕のクラスメイトである彼女のマイホームであった。

「さ、さあ、早く上がってくれ」

　どこかぎこちない調子で、カレンが僕たちに声をかけた。

　無理もない。たぶんだけど、僕がクラスメイトの家に行くのが初体験なように、カレン自身もクラスメイトを家に呼ぶのは初体験なんだろう。

　不良少女。

　とある理由から、校内では筋金入りの不良として有名なカレンだけど、実際は違う。その正体は僕と同じ人見知りな女の子。そして、高校デビューを目指す新入生だ。

　――高校デビュー。

　それが僕たちの夢であり、僕たちの部活の目的でもある。今日はその部活動の一環。今後の高校デビューに向けてのさらに明確なプランを立てようということで、僕たちはカレンの家で作戦会議をすることになったのだ。

　しかし……。

「なあ、あるみ」

「なんですか、マスター」

　こっそりと隣にいた妹に小声で話しかけると、彼女はいつも通りの無感情な声で僕を「マスター」と呼んできた。

　艶つややかな灰色の髪を二つに結んだツインテールに、迂う闊かつに触ったら壊れてしまいそうな華きや奢しやな体たい躯く、そして熟練の職人が作り上げたような機械人形のように整った顔立ち。

　桜さくらあるみ。

　姿形は人間そっくりだけど、その正体は僕の姉である破天荒でエキセントリックな天才科学者・桜鈴すず音ねが造った生体アンドロイド。その身体には国内最大手と言っても過言じゃない大企業――サーカスインダストリアルの最先端技術が詰め込まれているとか。

　ただ一つ問題があるとすれば、姉さん曰いわくその会社は某有名ゾンビゲームに出てくるアンブレラ社も真まっ青さおのブラック企業だってこと。詳しいことは企業秘密。僕だってできれば知りたくない。なにせあの姉さんの就職先なのだ。それだけでもイメージ最悪である。

　ちなみに、彼女の役目は妹として僕の高校デビューをサポートすること。

　だから当然カレンの家に来るときもついてきたんだけど……。

「正直に答えてくれ。あるみはコレを知ってたのか？」

「マスター。コレというのはなんですか？　もうちょっとストレートに言ってくれないとわかりません」

「ストレート？」

「あ。でも、この前みたいに『なぁなぁあるみ！　女の子の身体の仕組みってどうなってるんだ!?　すっごい気になるからおまえの身体で確かめさせてくれよゲヘへへっ！』と言いだすのはちょっと……」

「……あの、すいません。僕、そんな血迷ったこと言いましたっけ？」

「初めて会ったときに『おまえの身体の仕組みってどうなってるんだ？』って質問してきたじゃないですか」

「だからって誤解を招く言い方するなや！」

　今の言い方だと完かん璧ぺきにド変態じゃん、僕。

　まったく、僕はただ生体アンドロイドの仕組みが知りたかっただけなのに。別に女の子の身体の仕組みなんか……いや、まあ、うん。ちょっとぐらいは気になりますけど。

「話を戻すぞ。おまえはコレを……カレンの家がこんな風だってことを知ってたのか？」

「こんな風というのは？」

「聞き返さなくても、見ればわかるだろ？」

　言って僕はカレンの自宅を見渡す。

　――セレブ。一言で言うならそんな感じである。家の前に来たときからおかしいと思ってたんだ。マンガやアニメの中でしかお目にかかれないような広大な庭と巨大な住居。

　狼かみ谷やカレンの家は、どう見てもセレブなお屋敷だった。

　さっきもカレンが来る前にメイドさんが出迎えてくれたし。本物のメイドとか初めて見たよ。いえ、もちろんその貴重なお姿は脳内画像フォルダーに永久保存しましたけど。

「私もカレンさんの家がここまでブルジョワだとは知りませんでした」

「そうなのか。けど、カレンって割と世間知らずなところがあったしさ。あれは正真正銘のお嬢様で育ちがよかったからなんだな」

「育ちがいい？　あんなにちっちゃいのにですか？　相変わらずマスターは女の子の胸ばかり見ているのですね。いやらしい」

「発育的な意味じゃなくて！」

「ちぃ、覚えた！」

「覚えるな！　そしておまえはそんな名前じゃない。断じて違う」

「ちぃ、散歩！」

「それはテレビ番組だろ!?　……はあっ、なんだかくだらないやり取りをしてたら余計に緊張してきちゃったな……」

「まったく、この程度のカルチャーショックでうろたえるとは」

「そういうおまえは緊張してないのか？」

「私は普段と何も変わりませんよ、パスター」

「パスターって誰だれだよ!?　もしかして僕か!?」

　この妹、実はかなりのショックを受けてるんじゃないか？　まさか兄をイタリア料理みたいな名前で呼ぶとは。アルデンテが似合いそうなニックネームである。

「私だって多少は緊張しています。しかし、それでこそオシャレをしてきたかいがあったというものです」

「まあ、よく似合ってはいるけどさ」

　あるみの服装は五月の雰囲気にベストマッチな爽さわやかワンピース。個人的には、派手すぎない大人しそうな清純さがグッド。

「けど、兄としては中身も大人しくなって欲しいな」

「え？　つまり『服だけじゃなくて胸の方も大人しくなってくれ！　僕は貧乳が好きなんだ！』という意味ですか？」

「違う」

「私は『大人しく』というより『大人』になりたいです……」

「どんだけ胸にコンプレックス抱えてんのおまえ!?」

　確かに、あるみの胸は大人しい。もちろん控えめという意味で。しかし、なんだろう。『大人しい』を『大人』に言いかえるだけで結構意味が変わってしまうというか。日本語って難しいね。ちぃ、覚えた！

「二人とも、さっきから何をブツブツ喋しやべってるんだ？」

　僕とあるみがヒソヒソ密談していると、家主であるカレンが話しかけてきた。

　彼女の服装は不良を意識しているのか、パンクファッション。すごい私服センスだ。というか、これだとパンクっていうよりゴスパンに近い気もするけど……。

「そういえば、今日はひめのんは来ないのか？」

「ああ、姫ひめ宮みや先輩はどうしても外せない用事があるんだってさ」

「ふんっ。この部活はひめのんが作ったくせに、張本人が休んでどうするんだ」

「相変わらずカレンは口が悪いね」

「マスター。悟ってあげてください。カレンさんは姫宮さんが来なくて寂しいんですよ」

「ちょっ、ちょっと待て！　なんでそんな話になってるんだよ！　別にカレンは寂しがってなんかないぞっ！　ないったらないんだからなっ！」

　むーっとカレンは子犬のように唸うなった。

　実際、人見知りのカレンもこの一ヶ月で大分僕やあるみや姫宮先輩に慣れた気がする。同じく人見知りの僕にはわかる。これはすごく大きな一歩なのだ。

「しかし、やはり私たちの部活の名前には納得がいきません」

「あるみ。もしかしてまだ根に持ってるのか？」

「当たり前です。元はと言えば、あのお姫様が勝手に部活名を決めるから……」

「えーっ、いいじゃん。カレンは結構好きだぞ？」

「それはカレンさんが子供だからです」

「な、なんだとーっ!?　もう一回言ってみろ！」

「何度でも言います。あんな名前を好きだなんて、子供だとしか思えません」

「……まあ、確かに子供が好きそうな名前ではあるな」

　言ってから、僕は軽くため息をついた。あるみほどではないけど、僕だって部活名には物申したいところだったのである。

　ロボット研究会。

　略して、ロボ研。

　驚くことにそれが僕たちの部活名だった。

「………」

　いや、誤解しないで欲しい。当然ながら僕たちの活動はロボット造りなんてメカニカルなことではなく、高校デビューを目指すことである。

　しかし、高校デビューを目指すためにはその活動内容を周囲にバラすわけにもいかないので、カモフラージュのための活動内容が必要だった。そして紆う余よ曲きよく折せつあった結果、決まった名前がロボット研究会だったのだ。

　命名者は発ほつ足そく者しやであり部長である姫ひめ宮みや先輩。あの人曰いわく、「もし文化祭などに展示物を出すことになった場合、生体アンドロイドであるあるみさんを出展しましょう」だとか。あの高飛車お姫様が言うと冗談に聞こえないから怖すぎる。

「でも、あるみんってロボなんだよな？」

「カレンさん。何度説明したらわかるのですか。私はロボでなく生体アンドロイドです。子供じゃないんですからちゃんと覚えてください」

「うっ、うるさいなっ！　子供扱いするな！　こう見えても身長だってちゃんと伸びてるんだぞ！」

「ほう。何ミクロンですか？」

「ミクロン単位でじゃなくて！」

「では、いくつですか？」

「聞いて驚け！　なんと三ミリも伸びたんだっ！」

「……へぇー」

「なんだよ!?　そんな悟りきった表情をするな！　カレンはまだまだ成長期だぞっ！」

　屋敷の廊下を歩きながらプンスカ怒るカレン。

　相変わらず犬属性っぽい。シッポと耳があったら絶対似合いそう……とか脳内で妄想をエクスプロージョンさせちゃう僕はもう末期かもしれない。心療内科にでも行こうかな。

「さあ、着いたぞ。ここが……カレンの部屋だ」

　高そうな絵がいくつも飾られた廊下を通って辿たどり着いた白いドアの前で、カレンは緊張した様子で息を吐いた。

　そして、ゆっくりとドアを開けると、そこに広がっていたのは僕の部屋の四倍くらいありそうな大きな部屋。高そうなアンティークっぽい家具の数々と、巨大なキングサイズのベッド……って、ある程度予想はしてたけどやっぱりブルジョワ全開だ。

　うーん、一ヶ月前に姉さんによって無残に破壊された僕の部屋と比べるとなんだか悲しい気持ちになってくる。もっとも、今は別の部屋を自室にしてるけどさ。

「……どうだ？　カレンの部屋、変じゃないかな？」

　ちょっぴり不安げな様子で、カレンはこちらを見つめてきた。

「うん。ステキな部屋だね」

「そ、そうか？　……よかった。この部屋に友だちを呼ぶのは初めてだったから、ちょっと緊張してたんだ」

　褒められたのが嬉うれしかったのか「えへへっ」と微笑ほほえむカレン。

　友だち、か。

　カレンが僕たちのことを素直にそう呼んでくれるのは嬉しい。

　――保護色。

　それが僕のポリシーだ。カメレオンやヒラメやシロクマのごとく、周囲の環境に溶け込む目立たない生活こそが信条だけど、それでも友だちは欲しいしね。

「でも、そのヌイグルミはちょっとインパクトがあるね」

　ベッドの横にあるヌイグルミを指さした。どこか目つきの悪いデザインのヒツジ。ていうかなんでコイツは口から血を吐いてるんだ？　ストレス性の胃潰瘍でも患ってるの？

「ああ。可愛かわいいだろ。沈黙ヒツジっていうんだ」

「へ、へえー……」

　うわぁ、すごいネーミング。沈黙ヒツジって……やはり、モデルはあの映画に出てくるあの博士なのだろうか？　好きな食べ物が人間とかじゃなければいいけど。

「そうちょー。そう言えば、頼んでた本は買ってきてくれたか？」

「あ。うん」

　言って、僕は自分のカバンから本屋のビニールに入った一冊の本を取り出す。この家に来る前に本屋で買い出しをしてくるよう、カレンに頼まれていたのだ。

「おおっ、ありがとうっ」

　僕がカバンからビニールを出した瞬間、カレンはそれをササッと受け取る。その顔は心なしかニヤけている。どうやらよっぽど欲しい本だったみたい。

「カレンさん。本ぐらい自分で買ってきたらどうですか？　わざわざマスターをパシリにしなくても」

「な、なんだよ。友だちなんだから頼みごとぐらいしてもいいだろ？」

「確かにマスターはパシリみたいな顔をしていますが」

「おい、あるみ。あんまり失礼なことを言うなよ」

「では、訂正しましょう。確かに、マスターはパセリみたいな顔をしていますが」

「どんな顔だよそれ!?」

「あ。その顔です。今のマスターはすごくパセリっぽいですよ？」

「どうしておまえは兄を緑りよく黄おう色しよく野菜扱いするのかな！」

「そうだぞ、あるみん。そうちょーはパシリでもパセリでもない。それに、この本はカレンがどうしても欲しかった本で……」

「『可愛い子犬の写真集が出たんだけど、自分で買うのは恥ずかしいから代わりに買ってきて！』とマスターに頼んだんですよね？」

「うわああああああっ！　なんでカレンの恥ずかしい秘密を知ってるんだ!?」

「マスターに教えてもらいました」

「う、嘘うそだっ！　そうちょーがそんなことをするはずが……」

「……ごめん、カレン」

「わぁあああああんこの裏切り者ぉおおおおおっ！」

　高らかに響き渡るシャウト。カレンは羞しゆう恥ち心しんで頬ほおを完熟リンゴよろしく紅潮させた後、「……そうちょー」と恨めしそうに裏切り者の僕をにらんできた。

「秘密って言ったのに……このことは二人だけの秘密って言ったのに……」

「ご、ごめん。本屋で買ってる途中であるみに見つかっちゃって。でも、カレンが子犬の写真集を買っても別に普通じゃないか」

「普通じゃない！　カレンは不良なんだぞ！　不良はイメージが大切なんだ！　こんな可愛かわいいワンちゃんの写真集をレジに持っていけるか！」

「まあ、それも一理あるけどさ」

「しかも、柴犬だぞ？　柴犬の子犬なんて…………はぁぅ♪」

「思いっきりメロメロになってるじゃん」

　ここまで動物愛護主義な不良も珍しいと思う。

　というか、引きこもりの僕に頼まなくても。いや、あるみや姫ひめ宮みや先輩に頼むのは自殺行為だから妥当な人選か。この二人に弱みを握られたら死ぬまでからかわれるに決まってる。



    

  
    
      



    

  
    
      「ううっ……そうちょーのばか……。もう許してやらないからな……」

　エサを取り上げられた子犬みたく、シュンと落ち込むチビオオカミ。うわー、マズい。ここはなんとか僕の株価を上昇させねば……。

「カレンお嬢様」

　と、そんなことを考えていると聞きなれない声とともにドアがノックされた。部屋に入ってきたのはさきほど玄関で僕たちを出迎えてくれた若いメイドさん。彼女の手には人数分の紅茶のカップとチョコレートビスケットが載ったトレイが。

「む」

　トレイを見た瞬間、あるみのツインテールがピクッと揺れた。その瞳ひとみはサバンナで獲え物ものを見つけたチーターのごとく輝いている。ちなみに僕の妹はチョコレートが大好き。

「わあっ、ありがとう！」

　同じく、お菓子を見たお嬢様の目がキラキラとライトアップ。

　そんな主あるじの態度に、メイドさんはにこやかな微笑ほほえみを浮かべながらトレイを部屋にあるテーブルに置くと、「どうぞごゆっくり」とだけ言って部屋から去っていった。

「カレンさん。本の件はとりあえず忘れましょう。今はビスケットの方が気になります」

「むっ。仕方ないな。ほら、そうちょーも早く座ったらどうだ？」

「え？　いいの？」

「………？　何言ってるんだよ。そうちょーはカレンの友だちだろ？」

　言って、カレンは一目散にテーブルについてチョコレートビスケットを頬ほお張ばった。

　どうやら、本の件はあっさり許してくれたらしい。こうなるとチョコレートさまさまである。人見知りの僕だが、あのメイドさんにもお礼を言った方がいいのかもしれない。

「ふむ。これはなかなか……」

　あるみもカリカリと小動物チックにビスケットをかじりながら何やら頷うなずいていた。

「カレンさん。もしやこれは手作りですか？」

「お。よくわかったな」

「このビスケットは焼きたてですからね。もしかして、さきほどのメイドさんが？」

「そうだぞ。あいつの作るビスケットはすっごく美お味いしいんだ」

「確かに、とても美味しいと思います。特にこのチョコレートの食感が……」

　これは後でレシピを聞いておくべきでしょうか？　とあるみは悩んでいた。

　こう見えてもコイツは料理が得意なのだ。我わが家やの家事もすっかり任せきりである。ただ一つ欠点があるとすれば、隠かくし味にやたらとチョコレートを使いたがること。僕の体重と血糖値がシリアスなことになりませんように。

「………」

　けど、たまにはこういうのも悪くないな。爽さわやかなハーブの香りが漂ただよう紅茶を飲みながら僕はそんなことを思った。

　今日は日曜日。学校では高校デビューのために日々努力してる僕たちロボ研メンバーだけど、休日にはこうやってダラダラのんびりするのもいいと思う。どうせなら姫ひめ宮みや先輩も来ればよかったのに。

　そう、こんな日くらいゆっくり休んで――。

「――みたいな感じで。現実から目を逸そらしているんじゃないでしょうね、マスター」

　パヒューッ！　と。

　妹からの容赦のないツッコミに僕は飲みかけの紅茶を思いっきりふき出した。傍はたから見たら毒霧を吐く悪役プロレスラー、グレート・鉄てつ之の介すけの誕生であった。

「図星でしたか。そんなことですからマスターはネガティブシンキングばかりする引きこもりなのです。今の現実から目を逸らしてはいけません。もちろん、カレンさんも」

「うっ……」

　……そうだった。

　僕たちが目指すのは高校デビュー。だから、さっきのあるみの「今の現実」という言葉は、僕たちの高校デビューの現状のことを言っているんだろう。

　――一ヶ月。

　僕たちが高校に入学してからもうすでに一ヶ月が経過していた。もちろん、僕たちは僕たちなりに自分の目指す高校デビューをがんばってきたわけだけど……。

「まずは、カレンさん」

「ひゃうっ!?」

　ビクッと震ふるえるチビオオカミが一匹。まるで裁判所で検察から追及を受ける被告人である。もしくは悪戯いたずらをして飼い主にしかられる哀れな小型犬。

「はっきり言います。カレンさんの目指す『優しい不良としての高校デビュー』は、現時点ではあまり上う手まくいっていませんよね？」

「ち、違うぞ！　カレンは立派に不良をやっている！」

「クラスメイトの私にそんな嘘うそが通用するとでも？」

「カレンは嘘なんか……ううっ……」

　あるみの質問に、カレンは顔を俯うつむかせてしまった。無理もないだろう。あるみと同じく彼女のクラスメイトの僕にもよくわかる。カレンの『優しい不良としての高校デビュー』は上手くいっていなかった。いや、それどころか、今のカレンのポジションは……。

「……マスコットキャラ」

　ボソッと、小声ながらもよく聞こえるイントネーションであるみが呟つぶやいた。

「今のカレンさんのポジションは、せいぜいマスコットキャラがいいところでしょう」

「そっ、そそそそそんなことはないぞっ！　ただ、クラスの女子のみんなに『カレンちゃんは今日も可愛かわいいね～』とか『ねーねー、お菓子食べる？』とか『カレンちゃんマジ天使っ！』とか言われるだけで……」

「前ぜん言げん撤てつ回かいします。カレンさんのポジションはペットです」

「なんでそうなる!?」

「カレンさん、お手」

「しない！　誰だれがお手なんかするか！　大体、なんでカレンのポジションがペットなんだよ!?」

「あれだけみなさんに可愛かわいがられているんだから当然でしょう」

「っ」

　くそぅ……カレンだってこうなるとは思ってなかったんだ……と悔しそうに口くち唇びるを噛かみしめるマスコットキャラ改め、我がクラスの愛あい玩がん動物・狼かみ谷やカレン。

　カレンは本当の不良じゃないけど、彼女は高校デビューを成功させるために『自分が有名な不良である』というウワサを校内に流している。普通ならそんな危険人物にはあまりお近づきになりたくないものだと思うんだけど……うちのクラスの女子は違った。

　なんというか、どいつもコイツも度胸が据すわっているのだ。

　彼女たちは、カレンを不良だと思っていても平気で話しかけてくる。

　それはカレンが目指す『優しい不良としての高校デビュー』にとっては悪くないことだと思うんだけど……あれはマズい。今じゃカレンはうちの女子のアイドル状態である。

「どうするのですか？　このままではあなたが不良だというイメージはどんどん薄れ、みんなに可愛がられるハムスター的存在になってしまいますよ？」

「し、心配するな。今度からあいつらが『お菓子食べる？』って言ってきても、できるだけ食べないようにするから」

「本当ですか？」

「うっ……ぜ、善ぜん処しよします……」

　普段と違う敬語で答えながらも、カレンはちゃっかりビスケットをかじっていた。

　……ダメだ。昨今の政治家が作るマニフェストぐらい説得力ゼロである。このままじゃカレンは餌え付づけされるだろう。不良だってイメージが完かん璧ぺきに消えたら女子たちに芸でも仕込まれるかも。それこそペットよろしく。

「では、とりあえずカレンさんの問題は置いておきましょう。今はもっと重大な問題がありますから」

　言って、あるみはキッと僕の方を見つめてきた。ある特定の性癖をお持ちの方なら「ぶひぃいいいいっ！」とか叫んで狂喜乱舞しちゃうドライな目つきだけど、残念ながら僕はもうちょっとソフトなのが好きなのでガクガク震ふるえることしかできない。

　重大な問題。

　彼女の言う通り、僕はカレンとは比べ物にならない大きなトラブルを抱えていたのだ。

「あっ。そう言えば、そうちょーはどうして先週ずっと学校に来なかったんだ？」

　ぎくり。

「あるみんからは風か邪ぜを引いてるって聞いてたけど、今日うちに来たってことはもう良くなったのか？」

　カレンが心配そうな目つきでこっちを見つめてくる。ああ、思い起こせば今日ここに来たときも「久しぶり」って言われたっけ。

　そう、ゴールデンウィークが終わった後――僕は一週間もの間、学校を休んでいた。その理由は……。

「真実を教えましょう。マスターが風か邪ぜを引いているというのは、私がついた嘘うそです。実際は、マスターが患わずらっている病やまいは風邪よりもよっぽど深刻。場合によっては、死に至る病とも言えるでしょう」

「死に至る病!?　どういうことだ!?　そうちょーは一体どんな病気に罹かかってるんだ！」

「それはですね……」

　あるみは「はぁっ」と大げさにため息をついてから。

「五月病です」

「………」

　明かされた僕の病名に、カレンはぽかんと口を開けていた。すごい。「奥さん。残念ながら旦だん那なさんはガンです」と医師に告げられた主婦みたいなリアクションをしている。

「えーっと、五月病って……あれか？　新生活を迎えた学生やサラリーマンが、ゴールデンウィークで気持ちが中だるみして、そのまま何もする気が起きなくなるっていう……」

「その通りです。一般的な症状は、無気力、不安感、抑よくうつ状態などが挙げられます」

「じゃあ、そうちょーが一週間も学校を休んでたのは……」

「もちろん、学校に行く気が起きなくてずっと家に引きこもっていたからです」

「………」

　カレンは無言のままジトーッとこっちを見つめてきた。

　そして、ボソッと呟つぶやくように、トドメの一言。



「…………ダメ人間」



「うあああああああああああっ」

　あまりに情け容赦のない宣告に、僕は思わずシャウトを上げていた。

「なんか、ちょっとショックだ……。そうちょーがダメ人間なのは知ってたけど、まさかここまで末期だとは思ってなかった……」

「まっ、待ってくれカレン！　これには事情があって……！」

「マスター。中途半端な弁解をするのは見苦しいです。どうせなら『――弁解っ！』と某少年漫画風に熱く叫んだ方が――」

「とりあえずあるみは黙ってろ！」

　というか、どう考えてもその弁解の仕方はカッコ悪いよ。いや、弁解という行為自体そこまでカッコ良いものじゃないのかもしれないが。

　けど――僕だってがんばったんだ。

　僕のポリシーは保護色。そして夢は『フツーの男の子としての高校デビュー』である。しかし、この一ヶ月の高校生活はそんなものとは遠くかけ離れたものだった。

　エロマスター。

　ひどく遺い憾かんなことに、クラス内での僕のあだ名はそれだ。どうしてそんな不名誉なあだ名がついてしまったかは割愛するけど、引きこもりのダメ人間な僕にその名はいささかヘビーだった。

　だって、毎朝登校すると「おはようございます、エロマスターっ！」って男子に敬礼されるんだぜ？　僕は第二次世界大戦時のドイツ軍将校か。

　おまけに、男子はみんな「オススメのエロ本を貸してくれ！」だの、「このギャルゲーはどう攻略したらいいんだ？」みたいな質問をしてくるし。

　極めつけは女子。エロマスターなんて呼ばれてるくせに、自分たちのアイドルであるカレンと仲良くしてるせいなのか、あからさまに僕を敵視してくるのだ。

　この前も「私たちのカレンちゃんを汚すな！」とか「この淫いん獣じゆう野郎っ！」とか言われながら追い回された。僕が将校なら彼女たちは百ひやく戦せん錬れん磨まのレジスタンスである。

　しかし、それでも僕はあきらめずにがんばった。

　人見知りなりに男子たちの様々な要求に精一杯応こたえたし、女子たちの壮絶なレジスタンス運動にも孤軍奮闘で逃げ回った。まあ、ときどきあるみが上う手まく女子の注意を引きつけたりしてくれたから助かったしね。

　きっと――いつかは僕に付きまとう不名誉なイメージも覆くつがえされる。そして僕は自分の夢である『フツーの男の子としての高校デビュー』を成功させるのだ。

「………」

　なんて。

　そんな風に思っていた時期が、僕にもありました。

「要は、マスターの生活習慣はゴールデンウィークで完かん璧ぺきに崩壊したわけですね」

　あるみはやれやれと息を吐いた。

　そう……すべてはあの黄金週間のせいだ。

　連休のせいで、入学したときからずっと張り詰めていた僕の緊張の糸は物の見事に切断されてしまったのである。

　それどころかいつも以上のネガティブシンキングと無気力状態に突入。とてもじゃないが学校に行く気になれない。その結果が――。

「つまりは……こういうことか？」

　重苦しい顔で黙る僕に、カレンが言う。

「そうちょーは、重度の五月病のせいで学校に行けなくなっちゃったと」

「……はい。その通りでございます」

　ドクター・カレンが導き出した的確な診断結果に、ただ頭を下げることしかできなかった。今の僕は大事な取引先との商談を破談させたサラリーマンよりも腰が低い。

「でも、どうするんだ？　今日は五月十四日。日曜日だぞ？」

「ぐっ……」

　カレンの追い討ちに、思わず黙り込む末期の五月病患者Ｔさん（僕）。そう、今日は日曜日。もちろん普通の学生は明日から学校に行って授業を受けなくちゃいけない。

　……わかってるさ。

　さすがにこれ以上引きこもるのはマズいんだ。いくらなんでも風か邪ぜで一週間以上休むのは不自然だし、これ以上僕が休んだら登校拒否だと疑われる可能性も十分あり得る。そうなったら、僕の高校デビューは――。

「心配ありません、マスター」

　と、そこで口を開いたのは桜さくらあるみ。

　妹として僕の高校デビューをサポートするためにやってきた生体アンドロイドであった。

「今日カレンさんの家に来たのは、マスターの五月病を治療するためだったのです」

「え？　そうだったのか？」

　思えば、今日カレンの家に集まることを提案したのはあるみだった。もしかしてコイツは最初から色々考えてたのかな。

　ちなみに、今のところあるみの高校デビューだけは順じゆん風ぷう満まん帆ぱん。

『人間としての高校デビュー』

　そんな目標を掲かかげる彼女だが、みんなもコイツが生体アンドロイドだとは思っていないだろうし、クラスにもいい感じで馴な染じんでいる。羨うらやましい限りだよ。

「そう。すべては五月病を治してマスターの高校デビューを無事に成功させるためです。なので、できればカレンさんにもマスターの治療を手伝って欲しいのですが」

「――わかった。カレンにできることなら何でも言ってくれ」

「……ごめん。四月に銭湯に行ったとき、僕は『一緒に高校デビューをがんばろう』ってカレンに言ったのにさ……」

　一ヶ月前。僕はそう言って、挫くじけかけていた彼女のことを励ました。でも、まさか自分がこんな情けない事態になってしまうなんて……。

「むっ。そんなに気に病むことはないと思うぞ。誰だれだって、予期せぬ壁にぶつかることはある。問題は、どうやってその壁を乗り越えるかだ。それに――カレンはあのときそうちょーが助けてくれて嬉うれしかったぞ？　だから、またこうやって高校デビューを目指す気になれたんだしさ」

「……カレン」

「あっ……でも勘違いするなよっ！　友だちが困ってるときは助ける！　それがカレンの目指す優しい不良なんだ！　だからそうちょーのことも助けてやるんだぞ!?　別にお礼はいらないからなっ！」

「……うん。それでも嬉しいよ。ありがとう」

「っ」

　だ、だからお礼はいらないって言ってるのに……っと、カレンは顔を真まっ赤かにして照れていた。

　……そうだ。

　僕だってがんばらなくちゃならない。

　いくら引きこもりだからっていつまでも五月病に冒おかされてちゃダメだ。今日で――憂ゆう鬱うつな気分なんか吹っ飛ばしてやる……！

「けど、どんな治療をするんだ？」

「簡単な話です。今のマスターには決定的に足りないものがあります。それを補充すればきっと五月病も治るはずです」

「決定的に足りないもの？」

「はい。それは――」

　僕の質問に、あるみはすうっと息を吸ってから、



「妹成分です」



「………」

　コイツ、ひょっとして人工知能がバグってるんじゃないか？　もしくは思考回路がどこかでショートしてるとか。何にしろ、早そう急きゆうにメンテナンスを受けた方がいい。

「私だって、連休中に何もしていなかったわけではありません。マスターの行動をしっかりと観察していました。休みの間、マスターは部屋に引きこもって妹物ゲームをしていましたよね？」

「まあ、そうだけどさ」

「正直あれにはちょっと引きました」

「素直な意見をどうもありがとう！」

「『てっつのてつのすけ出ておいで～！』と部屋の外で歌いたい気分でした」

「なんだその愉ゆ快かいな歌!?」

「マスターのテーマソングです」

「そのテーマソングは嫌すぎる！」

　兄をまっくろくろすけ扱いしやがって！　確かにあの黒くて丸い妖怪にはどこか親近感が湧くけどさ！　引きこもりを部屋の外に連れ出すときに使う手段じゃないだろ！

「では、こう言いましょう。『三分間待ってやる！』」

「完かん璧ぺきに脅迫だな」

「『四十秒で支度しな！』」

「僕だってできれば支度したかったよ！」

「『ヤなヤツ！　ヤなヤツ！　ヤなヤツ！』」

「コンクリートロードはやめた方がいいと思うぜ!?」

　何？　なんでコイツは生体アンドロイドのくせにジ×リが大好きなの？　もしや姉さんの影響か？　ロマンチストな姉さんは『いつかラピュタに出てきたロボットさんを造りたい！』とか言ってたっけ。あの人なら案外造れそうだから恐ろしい。

「話を戻しましょう。マスターがゲームをやる理由。それは妹成分に飢うえているからなのです。だから現実から目を逸そらして、二次元のゲームにのめり込んだのでしょう」

「つまりは、僕の五月病の原因は妹物のゲームのせいでもあるっていうのか？」

「そういうことです。まったく、大人しく現実の妹である私で妹成分を補充しておけばこんなことにはならなかったのに」

「………」

「……マスター？　なぜそこで気まずそうに黙るのですか？」

「い、いや、違うって。別におまえのことを妹として認めてないわけじゃなくてさ」

　本音を言うと、妹成分を現実の妹で補充しろという方が無理な話だと思うのだ。だって……こう言うのもなんだけど、あるみは普通以上に可愛かわいい女の子だし、いきなり妹と同居するってことで最初は大分ドキドキしてたしさ。

「まあ……いいです。とにかく、今日はマスターに現実の妹の素晴らしさを改めて知ってもらいます。そうすれば再び現実に目を向けたくなり、学校にも行けるはずです」

「なあ、あるみん。カレンはそうちょーの妹じゃないんだけど……」

「ノープロブレムです。カレンさんは外見がすごく子供……いえ、妹っぽいですから。しかも……」

「しかも？」

　ちょこんと小動物チックに首を傾かしげながら訊きき返すカレン。

　あるみはそんな彼女に向かって口を開いて、

「私とカレンさん。一ヶ月前の決闘の決着がまだ付いていません」

「決闘って……カレンとあるみんが初めて会った日にしたヤツか？」

　あー、そういやそんなこともあったっけ、とカレンは手を叩たたいていた。

　……マズい。嫌な予感がする。ここだけの話、僕は持ち前のネガティブシンキングのせいか警戒心が人より強いのだ。幼い頃ころから姉さんという名の人ひと型がたトラブル発生装置の猛威にさらされ続けたせいかもしれない。

　決闘。あるみとカレンが初めて会った入学式の日、そんなことをしていた。まあ、すべて姫ひめ宮みや先輩の暇ひまつぶしだった気もするけど。

　あれから一ヶ月。なんだかんだで、勝負はうやむやになってたのに……。

「つまりはどっちがマスターの妹にふさわしいか、妹アピールをして勝敗を決するというわけです」

「ふんっ。面白そうだな。それに、カレンは不良だから誰だれかと勝負するのは大好きだ。いくら相手があるみんだからって手加減はしないぞ？」

「ノープロブレムです。真の妹の力というものを、あなたに教えてあげましょう」

　バチバチと火花を散らすあるみとカレン。ホラー映画に喩たとえるとフランケンシュタインの怪物ｖｓ人狼。わーい、二大モンスター頂上決戦だ。できれば映画館で見たかったよ。

「では、マスター。少し後ろを向いていてください」

「え？　別にいいけど……」

　あるみの申し出に、僕は大人しく立ち上がって後ろを向く。すると、何やらさっきまで見ていた方向から微かすかに服を脱ぐような衣きぬ擦ずれの音が……。

「……あの、あるみ。もしかして、服を着替えてる？」

「はい。ちなみに今私の方を振り向くと天国のような光景を観賞できますが、その場合マスターの魂が本当に天国へ逝いってしまうことになるので注意してください」

「ちょっとは信用してくれ。僕がそんなことをするように見えるか？」

「そ、そそそうですね、マスターに限ってそそそそんなことをするわけががが……」

「あからさまに動揺するのはやめろ！」

　バカにしやがって。もちろん僕は妹の着替えを覗のぞいたりなんかしない。……いや。正直な話、二人きりで暮らしてると何度かそういう衝動に駆られたこともあった。

　しかし、僕は必死に堪こらえた。

　ときには座禅まで組んで心を落ち着かせた。なにせ僕の妹は生体アンドロイド。戦闘能力の高さは折り紙つきなので、着替えを覗くなんて行為は自殺行為以外の何物でもない。だから、今回も心を落ち着かせて……。

「うわー、あるみんの下着って可愛かわいいー」

「あっ、カレンさん、どうして私の下着を奪うのですかっ」

「だって可愛いから」

「か、返してくださいっ、それは私のお気に入りなんですからっ」

「あれ？　でも、これって前にそうちょーに買ってもらったヤツじゃないのか？」

「そ、それは……とにかく。早く返してください」

「うわっ、なんで裸で追いかけてくるんだよ!?」

「あなたが下着を返さないからですっ」

　そっぽを向く僕の後ろでドタバタと桃色トークを交わす妹とクラスメイト。

　……落ち着け、桜さくら鉄てつ之の介すけ。振り向いたらそこで試合終了だ。

　なんだかギリシャ神話のオルフェウスみたい。あの『振り向いたら妻が地獄に戻ってしまう』というお話である。だが、僕のケースはさらに深刻だ。なにせ振り向いた瞬間ノンストップで天国へＧＯ。しかも切符は片道分だけという容赦のなさ。

「マスター。もういいですよ」

　座禅だ。こうなったら座禅を組んで宇宙の真理を手に入れろ。そう、フォースの導きに従うのだ……と、僕の理性が迷走を始めたところで、あるみがオッケーを出した。どうやら無事に着替えが終わったらしい。

　でも、一体どんな服に着替えたんだろう？

　そんなことを考えながら、僕が振り向くと――。

「………っ」

　その光景を見た瞬間、僕は息を飲んだ。

　メイド服である。

　さっき来たメイドさんが着てたのよりも大分スカートが短いタイプ。可愛かわいらしいフリルが大量についたゴスロリチックな衣装を、あるみは身に纏まとっていた。

「似合っていますか？」

　妹はメイド服のスカートを手で摘つまみながらくるくる回転。たぶんあらかじめカバンに入れて持って来ていたんだろう。確かに、すっごい似合ってるけどさ……。

「おまえ、そんなものどこから用意したんだ？」

「前に私が偽にせ物ものの金属バットを借りた演劇部ですよ。このメイド服も演劇に使う小道具の一つだそうです」

「へえー。よくそんなもの貸してくれたな」

「ここだけの話、演劇部には色々と貸しを作っておきましたから」

「……ストップ。貸しって何だ？」

「大丈夫です。ちゃんと利子はトイチにしてありますから」

「全然大丈夫じゃない！」

　大変です神様。妹が僕の知らないところで暗躍しています。まさか演劇部との間にパイプラインを作っていたとは。一体どんな貸しを作ったのかマジ怖いんですけど。

「けど、なんでメイド服に着替えたんだ？」

「わからないのですか？　この完かん璧ぺきな方程式が」

「どんな方程式だよ」

「『妹×ツインテール×メイド服＝破壊力』です」

「少なくとも授業じゃ習わないな！」

「では、今から教えてあげましょう。もちろん、その身体に」

「怖いこと言うなよ!?」

「さよなら……バトーさん……」

「僕はバトーさんじゃねえから！」

　ていうか、さよならって。メイドの破壊力を知るためにはそこまで高い授業料が必要なんだろうか。まあ、コイツの言う通り破壊力は満点な気がするけどさ。今すぐにでもメイド喫茶の内定がもらえそうだ。

　しかし、まさかここまで似合うとは……。

「マスター。今私のメイド姿に見惚れていましたか？」

「!?」

「まったく、マスターは正直でわかりやすいですね。まあ、これも私の妹力のなせる業わざでしょう。……で、でも、あんまり見つめられるのは恥ずかしいのですが……」

　自分で着たくせに、あるみは身体をモジモジさせて恥ずかしがっていた。

　というか、妹力って何？　さっきの妹成分といい、僕の妹は新しい言葉を作るのがお好きなようだ。流行語大賞にでもノミネートされたいのかな。

「さあ、どうしますかカレンさん？　私の妹力はすでに五十三万を超えていますが？」

　ついには宇宙の帝王クラスまでランクアップしてしまったのか、あるみは余裕たっぷりだった。

　しかし、実際今のあるみはかなり可愛かわいい。

　これじゃカレンに勝ち目はないんじゃ……。

「――ふん。ナメるなよ」

　だが、驚くことにカレンは圧倒的な戦力差を見せられても動じていなかった。

「……あるみん。おまえの負けだ。メイド服なんてものを使った時点で、おまえはもう死んでいる」

「なっ……」

　やけに自信たっぷりなカレンのセリフにあるみはガーンとショックを受けていた。

　え？　何このバトルマンガみたいな展開？　というか、そもそもどうしてカレンはここまで余裕なんだろう。ひょっとして何か勝算があるわけ？

「えっと、あれはどこにあったかな……」

　何やら呟つぶやきながら、カレンは自分の部屋のクローゼットの中をゴソゴソと探索。しばらくして、「おっ、あった」という声とともに彼女が取り出したのは……。

「見ろ！　これがカレンの秘密兵器だっ！」

「………」

　その言葉に、沈黙する僕とあるみ。

　キグルミ。カレンのちっちゃな身体にぴったりそうなミニサイズのキグルミである。モデルはたぶん犬だろう。やけに可愛らしいそれを、カレンは誇らしげに掲かかげていた。

「カレンさん。一つ質問させてください」

　いい加減ツッコミたくなったのか、あるみが口を開いた。

「私に『道具を使った時点で負けだ』みたいなことを言ったくせに、自分もしっかり使う気ですか？」

「え？　カレンはそんなこと言ってないぞ。ただ『メイド服を使った時点で負けだ』って言っただけで」

「キグルミとメイド服ではどう考えてもメイド服の方が可愛いと思いますが……」

「ふふんっ。残念ながら、うちのメイドの判断は違うぞ。あいつは言っていた。『妹×ショートヘアー×キグルミ＝接客力』だと」

「その方程式は絶対に間違っていると思います」

　というか、あのメイドさんは一体何者ですか？　とあるみは首を傾かしげていた。うん、それは僕も気になる。しかも、接客力って何？

「なあ、カレン。そのキグルミもメイドさんからもらったのか？」

「そうだぞ。『きっとお嬢様に似合います』って。えーっと……よし、着れたぞ。どうだ？　似合ってるだろ？」

「いや、よく似合ってはいるけど……」

　耳が三角になってる子犬のキグルミ。

　パーカーに似たデザインだからちゃんと顔は見えてるし、デザインが子犬というのも彼女のイメージとベストマッチしてる。こっちもすぐに内定がもらえそうだ。もちろん就職先はサーカスかペットショップか動物園。

　だが……。

「カレンさん。それのどこが妹なのですか。キグルミを着ただけでは妹アピールをしていることにはなりませんよ？」

　そうなのだ。あるみの言う通り、別にキグルミを着たからって妹っぽさは生まれない。まあ、メイド服を着てたあるみも人のことは言えないと思うが。

「だいじょーぶ。ちゃんと、メイドからキグルミの正しい使い方も教おそわっておいたから」

「正しい使い方？」

　訊たずね返すあるみ。問いかけに、カレンはコクンと小さく頷うなずいてからテクテクと僕の前まで歩いてきた。そして、ちょこんと僕のシャツを摘つまんでから……。



「…………お兄ちゃんっ」



「―――」

　――ヤバイ。

　これは、意外と殺傷能力が高いかもしれない。

　思えばカレンは外見だけならすごく妹っぽい。けど、まさか不良少女であるカレンがここまで直球なアピールに出るとは……！

「どうしたの？　お兄ちゃん」

「は、はは。甘く見るなよ。その程度の妹アピールで僕が陥落するわけが……」

「じゃあ延長コースにする？」

「延長コース!?」

「今なら三割引きでオッケーだよ♪」

「誰だれにそんな言葉習ったんだ!?」

　メイドか！　犯人はあのメイドか!?　チクショウ！　これのどこがキグルミの正しい使い方だよ！　そしてあの人の職歴が激しく気になってきたんですけど！

「お兄ちゃん。カレンのキグルミ、似合ってないかな？」

「ぐっ……！」

　なるほど。接客力っていうのはこういうことか。わかりました。十分理解できましたから、そんな飼い主に甘える子犬みたいな口調で僕に話しかけるのはやめてください。

「――ふふ。どうだ、あるみん。そうちょーはカレンの妹テクニックに陥落寸前だぞ。勝つためには、もっと攻撃的な妹アピールをするしかないんじゃないか？」

「くっ……」

　状況は一転。一気に不利な形勢に立たされたあるみが悔しそうに口くち唇びるを噛かみしめた。

　カレンの言葉通り、僕の心は今にも陥落寸前。一生懸命心の中にバリケードを作ってはいるが、それもすぐに突破されそうで……くそっ！　救援は！　救援部隊はまだか!?　このままじゃ戦況は悪くなる一方だぞ！　誰だれか僕の理性のＳＯＳを聞いてくれ！

「……仕方ありません」

　と、そこであるみが覚悟を決めたような表情で呟つぶやいた。

　そして、なぜか自分のスカートの裾すそをちょこっと摘つまんで――。

「………っ!?　ああああるみ！　ななな何してんだよ！」

　目の前の光景に思わず叫ぶ僕。

　なんと――あるみが自分のメイド服のスカートをゆっくりとたくし上げたのだった。露あらわになる真っ白なフトモモ。あと数ミリで危険地帯レツドゾーンに突入である。

「止めないでください、マスター。カレンさんに勝つにはもはやこの方法しかありません」

「いやいや！　やめとけって！　もっと身体を張らない方法があるだろ！」

「身体を張らない方法？　つまり……脱げばいいのですか？」

「なんでそうなる!?」

「私はマスターの妹として造られた生体アンドロイドです。すごく恥ずかしいですし、こんなことをするのはとても嫌ですが、それでも勝つためなら……」

「頼むから兄の話を聞いてくれ！」

　ていうか、脱ぐって何を!?

　そう訊たずねようとしたが……遅かった。驚くことに、あるみはスカートから手を伸ばして――その手をスカートの中に入れたのだった。

「………」

　まさか、脱ぐのは下着？　いやいやいや！　どう考えてもさっきの方法より身体を張ってるから！　もはやＫＡＭＩＫＡＺＥ特攻の域だぞ！

「あうぅっ……」

　だが、あるみの手は下着を下ろそうとしたところでストップ。その顔は耳まで真っ赤になっている。さすがに生体アンドロイドも衆しゆう人じん環かん視しの場で下着を脱ぐのは恥ずかしいっぽい。

　……ああ、よかった。

　今回ばっかりはカレンの勝利だろう。このまま、あるみが敗北を認めてくれれば……。

「ん？」

　なんだろう。何やら、あるみの頭から白い煙が上がっているような……。

「うわっ、あるみ!?」

　そんなことを考えていたら、突然あるみが下着に手をかけたままでバタンッと床にダウンした。彼女は頬ほおを紅潮させ、頭からシューっと白煙を上げている。

「大丈夫か！」

　叫びながら、急いで彼女の元へと向かう僕とカレン。

　この症状は……オーバーヒートか！

　生体アンドロイドであるあるみが持つ一つの欠陥。極度の興奮状態に陥おちいると、稀まれにだが回路がオーバーヒートして気絶フリーズしてしまうことがあるのだ。

　すぐさま、僕は自分のカバンを取りに行ってその中に入っているペットボトルの水を取り出す。この症状を回復させるには頭に水をかけるのが一番手っ取り早い。

「ごめん、あるみ！」

　謝りながらも、バシャッと彼女の頭に水をかけてやる。

　すると、瞬またたく間に白煙は収まり顔色も元に戻ってくれた。

「……なあ、そうちょー。あるみんはもう大丈夫なのか？」

「ああ、たぶんね……」

　ふうっと安あん堵どの一息。念のためにペットボトルの水を常備しておいてよかった。

　普段だったらこれですぐに回復するんだけど、今回は症状が重かったのか、あるみは「うーん」と唸うなったままぐるぐると目を回している。

「………」

　なので、ここは試合結果だけをお伝えしよう。

　桜さくらあるみｖｓ狼かみ谷やカレンの妹アピール対決。

　結果はたぶんノーコンテスト。こんなになるまでがんばったんだ。せめて引き分けにして、あるみの名誉も守ってあげよう。

「……はあっ」

　けれど、試合がノーコンテストになってしまったことで生まれた問題が一つある。

　どうやら僕の五月病は、まだしばらく治らなさそうだ。



    

  
    
      


第２話　ブラックキャット





　突然ですがクイズです。引きこもりが外出しやすい時間帯はいつでしょう？

　答えは深夜。

　歓楽街でもない限り人が少なくて静かだし、暗いから通行人の顔もよくわからない。おまけに引きこもっていると生活習慣が乱れがちなので夜は眠れないことが多いのだ。

　だから、ときにはこうやって夜の街をブラブラしたくなるわけで……。

「ああ、明日から学校か……」

　五月十四日……いや、正確に言えばもう十五日か。

　時刻は深夜〇時すぎ。

　五月病特有のメランコリックな気分に浸ひたりながら、僕は人気のない歩道を歩いていた。

　昼間の妹アピール勝負の後。

　僕たちはカレンのうちで夕食をご馳ち走そうになった。カレンの両親は仕事でいなかったので三人だけのディナーだったけど、普段食べない豪華な料理にビックリした。たぶんフランス料理だと思うけど、一般市民の僕にはメニューの名前すら理解不能である。

　その頃ころにはあるみもすっかりオーバーヒートから回復していたし、夕食を堪たん能のうした僕たちは、カレンと別れて真まっ直すぐに帰宅。

　しかし、いくら豪華な料理でお腹が満たされても現実は変わらない。僕は明日からまた学校に行かなくてはいけないのだ。

　情けないことに、そう考えたら緊張と憂ゆう鬱うつで眠れなくなってしまった。あるみは自分の部屋でとっくに寝ちゃったし、一人で起きててもネガティブな考えばかり浮かんでくる。

　なので、ちょっと気晴らしに深夜の散歩をすることにしたわけである。

「……がんばらなくちゃな」

　憂鬱な自分自身に言い聞かせるように独り言を呟つぶやく。

　僕の夢は『フツーの男の子としての高校デビュー』。いくらなんでも、フツーの高校生は風か邪ぜで七日間も休まないだろう。だから、明日こそは学校に行かなくちゃならない。

『一緒に高校デビューをがんばろう』

　四月。僕はカレンにこう言ったじゃないか。その言葉を思い出せ。あるみや姫ひめ宮みや先輩にも色々助けてもらってるし、いつまでも五月病なんかに負けてられないのだ。

「そう言えば、姫宮先輩は今日来なかったよな」

　誰だれにともなく呟く僕。もし動物図鑑に『引きこもり』という名前の生物が載のったら、『よく独り言を言う』と書いてやりたい。引きこもっていると、かなり独り言が増える。

　けど、姫宮先輩のことは本当に気になっていた。

　ヴァンプ姫宮。

　それが中学校での姫宮先輩のあだ名だった。あの人の性格はわがままで高飛車なお姫様属性で、いつも生徒から『吸血鬼みたいで怖い』と恐れられていたのだ。本人もそのあだ名を気に入ってたのだから余計にタチが悪い。

　理由はわからないけど、姫ひめ宮みや先輩はそんな自分を変えたくて、去年この街に引っ越してきた後で『完かん璧ぺきな優等生としての高校デビュー』を成功させた。

　でも、それには代償があった。

　吸血鬼のお姫様は、自分の本性をずっと隠かくさなくちゃいけなかったのである。

　しかし――僕たちは別だ。

　自分と同じく高校デビューを目指す僕たちには、姫宮先輩は遠慮なく本性を見せてくる。なので、間違いなく部活動を一番エンジョイしてるのはあの人だろう。……いや、毎回吸血鬼の被害に遭あうのは僕なので大変だけど。

　だから、てっきり今日の部活動にも参加すると思ったのに。

　姫宮先輩の実家もカレンに負けず劣らずのセレブだから、あの大きな屋敷に足を踏み入れても緊張することなんてないだろうし……。

「……明日学校で聞けばいいか」

　よし、そうと決めたら今日はもう帰って寝るか。

　それにしても、やっぱり深夜の街の方が引きこもりな僕には居心地がいい気がする。動物図鑑の『引きこもり』の項目に『夜行性』という言葉も足しておこう。

　でも、夜とは違って昼間に一人で出歩くのは地獄だ。喩たとえるなら一人西さい遊ゆう記き。三さん蔵ぞう一行の天てん竺じくへの旅ぐらいハードワークである。助けて孫悟空。この際猪八戒でもいいから。

　今日だってあるみと一緒だったからカレンの家まで辿たどりつけたんだ。前は貧血を起こして倒れたこともあったしね。

「まあ、今日はちょっと明るい夜だけどさ」

　空を見上げると、そこには丸いお月様。

　満月だ。少しだけ赤みのかかった月が僕を見下ろしていた。ホラー映画だったら間違いなく怪物に襲われそうなシチュエーションである。それこそ、吸血鬼なんかに……。

「……帰ろう」

　別に姫宮先輩を思い出して怖くなったわけじゃないが、そろそろ頃ころ合あいである。

　とりあえず、今日は帰って明日に備そなえての睡眠を……。

「きゃっ!?」

　と。

　そんなことを考えながら何気なく曲がり角を曲がったときだった。考えごとをしていたせいか、僕は前から歩いてきた誰だれかに思いっきり正面衝突してしまった。

「あっ……す、すいませんっ」

　反射的に謝る僕。ピンチ。まさかこんな深夜に人と出くわすとは思ってなかった。なんてアンラッキー。この道はかなり人通りが少ないのに……！

「……だ、だだだ大丈夫ですか？」

　相手がぶつかった衝撃で尻しり餅もちをついていたので、勇気を出して話しかける。

　本当は他人と会ったら「ＡＴフィールド全開っ！」みたいな感じで心の壁の中に引きこもりたいんだけど、こういう場合は仕方ない。逃げちゃダメだ、逃げちゃダメだ……。

「え、ええ、大丈夫です」

　僕の声に、打ち付けたお尻しりを摩さすりながら立ち上がる相手。どうやら女性らしい。声も綺き麗れいなソプラノボイスだし……と、そんなことを思いながら僕は夜の暗がりの中で彼女の姿を確認しようとしたが――。

「―――」

　瞬間、絶句した。

　サングラス。

　こんな時間だっていうのに、なんと彼女は黒いサングラスをかけていた。しかも長い黒髪に、着ている服は真っ黒なコート。都市伝説に出てくる殺人鬼みたいな恰かつ好こうである。

「………」

　……怪しい。

　僕の脳内サーキットで恐怖心と警戒心がぐるぐるとレーシングをスタート。マズイマズイマズイ。どう考えてもこんな深夜に全身黒ずくめで出歩く人間は不審者だ。

　というかなぜにサングラスにコートを……ハッ!?　まさか……これが世に聞く露出狂ってヤツだろうか？　いわゆるストリーキング。コートの下はスッポンポンで、人と出会った瞬間に自分の裸体を晒さらすという反社会的ヌーディストである。

　だとしたら、一刻も早く逃げねば。……いや、待てよ。この人は女性だ。だったらいっそのこと、その裸体を正面から受け止めるのも……って、うわあああこの状況で何を考えてるんだ僕は！　早く逃げろって！

「きゃあっ！」

「ひいっ!?」

　突然女の人に悲鳴を上げられて、ビックリする僕。

　ぶつかったときに手放してしまったのか、慌あわてる彼女の目はアスファルトに落ちたスーパーのビニール袋に釘くぎづけ。もしかして、買い物帰りだったのかな？

「ああ……卵が……卵が全部割れてる……。それに、せっかく四割引きで買えた鶏肉のパッケージも破れて……」

　彼女は、ビニール袋の中身を確認しながらひどくショックを受けていた。

　ていうか、卵と鶏肉って。殺人鬼みたいな服を着てる割にはえらく庶民的な買い物内容だ。親おや子こ丼どんでも作るつもりだったんだろうか。けど、なぜこんな深夜に買い物を……。

「……どうしてくれるのですか？」

「え？」

　いきなり、彼女は地獄の底から這はいあがってくるような暗い声を出した。そして、バッとスーパーの袋からこっちに視線を移してから、

「だから、どうしてくれるのかって言っているんです！　あなたのせいで卵と鶏肉が台無しですわ！　しかも鶏肉は四割引きだったのに！　四割引きだったのにっ！」

「なんで二回も言うんですか!?」

「それだけ貴重なものだったということです！　そもそも、どうしてこんな深夜に出歩いてるのかしら？」

「いや、それは……」

「……あっ。も、もしかして……不審者さん？」

「……あの、すいません。露出狂みたいな恰かつ好こうの人に言われたくないんですが」

「露出狂!?　今あなた露出狂と言いましたか!?」

「え？　違うんですか？」

「当たり前です！　わたくしは露出狂などではありませんわっ！」

　失礼なことを言わないでくださる!?　と彼女は顔を真まっ赤かにしてプンスカ怒って……って、ストップストップ。

　……わたくし？

　なんだろう。そんな一人称を使う知り合いが一人いた気がする。よく考えれば、この高飛車なソプラノボイスにもひどく聞き覚えがある。それこそトラウマになるレベルで。

「あの、すいません」

「なんですの？　中途半端な謝罪じゃ許しませんことよ？」

　彼女はまるでどこかの国のお姫様みたいに偉そうな態度を取っていた。

　そんな彼女に、僕は言ってやる。

「もしかして、姫ひめ宮みや先輩ですか？」

「……え？」

　パッと。彼女はサングラスを外してこちらを見つめてくる。

　そして僕の顔を確認した瞬間――サアーッと、彼女の顔から物の見事に血ちの気けが引いた。どうやらかなりビックリしてるみたい。顔色が青信号よりも真まっ青さおである。

「なっ……ななな何を言っているんですの？　人違いじゃありませんこと？　わたくしは姫宮姫ひめ乃のなんて人間は存じませんが？」

「あ。今姫宮先輩のフルネームを言いましたよね？　どうして知ってるんですか？　僕は『姫宮先輩』としか呼んでないのに」

「そ、それは……っ」

「あと、自分のことを『わたくし』なんて呼ぶ人間は姫宮先輩ぐらいしか……」

「違います！　拙せつ者しやは！　拙者はただの旅の者で！」

「今さら一人称を変えても無駄ですよ！」

　ていうか、拙者って。世界からＳＡＭＵＲＡＩと呼ばれる日本人だが、そんなノスタルジックな口調で喋しやべる人間は日光江戸村あたりにしか生息していない絶滅危き惧ぐ種である。

　気になる。

　この露出狂……いや、ちょっとおかしな恰かつ好こうをした女の人は十中八九姫宮先輩だ。

　しかし、なぜにこんな恰好を？　それに、姫ひめ宮みや先輩はセレブな家の令れい嬢じようだったはずだ。そんな彼女が、どうして深夜に一人で買い物をしてるんだ？

「では、拙せつ者しやは用がありますので……」

「あっ！　ちょっと待ってください！」

　逃げようとした姫宮先輩の腕を反射的に捕まえる。ここまで不審な態度をされたらさすがにスルーできない。一応、僕たちは同じ部活のメンバーだしさ。

「きゃっ……どうして手を掴つかむんですの!?」

「あなたが逃げようとするからですよ！」

「ひどい……親にも掴まれたことないのに……」

「それはさすがに嘘うそですよね!?」

「そ、そんなことありませんわっ！　とにかく！　早く手を離してください！」

　強引に僕の手を引き剥はがしてから、呼び止める暇ひまもなく、姫宮先輩はこっちに背を向けてしまった。

　……くそっ。何か引き留とめる方法はないのか？

　今の姫宮先輩は絶対におかしい。

　だが、本人は絶対に自分が姫宮姫ひめ乃のだとは認めようとしないし……。

「………」

　こうなったら仕方ない。

　最終手段を使おう。この方法を実行すれば姫宮先輩は否いやが応おうでも自分が姫宮姫乃だと認めるしかないだろう。ただし、これはかなりリスクの高い方法なので多少の危険は覚悟しなくちゃいけない。良い子はマネしちゃダメですよ。

「……ふうっ」

　一度息を吐いて決心を固める。

　そして大きく息を吸い込んでから、姫宮先輩にギリギリ届くくらいの声で――。



「――――乳ちち姫ひめ」



　その言葉を口にした瞬間。

　歩いていた姫宮先輩が「………っ!?」と勢いよくこちらを振り向いて、

「うわっ!?」

　瞬間、顔面に迫り来る物体を必死で回避する僕。恐ろしいことに、姫宮先輩がビニール袋から取り出した鶏肉パックを僕に向けてスローイングしたのだった。

　そう、乳姫。

　姫宮先輩にとってこの呼び名は禁句なのだ。初めて会ったときにあるみが付けたんだけど、本人も自分の豊満すぎるお胸がコンプレックスだったのか、凄すさまじく嫌がっていた。

　しかし、だからって鶏肉を投げてくるとは。極限まで集中した野球のバッターは投げられたボールの縫ぬい目まで見えることがあるらしいけど、僕だって負けちゃいない。だって見えたもん。パックに張られた「特価！　四割引き！」の文字が。

「鉄てつ之の介すけさん！　見み損そこないましたわ！　まさかあなたまでその不名誉なあだ名でわたくしを呼ぶとは……あら？」

　鶏肉パックをスローイングした姫ひめ宮みや先輩が不思議そうな声をあげた。

「―――」

　そう、鶏肉は当たらなかった。けれど運が悪いことに僕は無事じゃ済まなかった。必死に避けたせいか、ふらつく足元。そしてバランスを崩した僕の身体は……。

「あっ、危ないっ！」

　姫宮先輩の短い悲鳴。咄とつ嗟さの判断だろう。彼女は、ふらついた僕の身体を正面から支えようとして――。



　ぽにょっ♪



「………」

　えーっと、なんだろう。今、某国民的アニメ映画に出てくる魚の子の名前みたいな効果音が聞こえた気が……。



    

  
    
      



    

  
    
      「て、鉄てつ之の介すけさん……」

　続いて聞こえてきたのはなぜか震ふるえている姫ひめ宮みや先輩の声。瞬間――僕は自分の今置かれた状況を理解した。

　ダイブ。

　あろうことか、バランスを崩したせいで受け止めようとしてくれた姫宮先輩の胸に頭から突っ込んでしまったらしい。ちょ、ちょっと待てよ？　じゃあ、さっきの擬音とこの肌に感じる弾力があって柔らかい感触は……。

「っ」

　刹せつ那な――顔をユデダコみたいに真まっ赤かにする姫宮先輩。そして、彼女は高々と手を振り上げた。

「―――」

　――ああ。

　きっとこの状況を映画にするとしたらタイトルは『崖がけの上の鉄之介』になるだろう。だってどう考えてもこのシチュエーションは断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。なぜならこの後の展開は……。

「ふごっ!?」

　バチーンッと、至近距離からの見事なビンタを頬ほおに食らって、僕は崖から真まっ逆さかさまに突き落とされた。



　異性の先輩の部屋で二人きりになる。

　高校生活にとってこれほど刺激的なイベントはない。大人の階段をスキップで登るようなものである。しかも時間が深夜ならなおさら。正直、引きこもりの僕はそんなシチュエーションに置かれることはないと思ってたけど……。

「大丈夫かしら、鉄之介さん」

「……ええ、なんとか」

　言って、僕は姫宮先輩に渡された氷の入った袋を微かすかに痛むホッペタに当てる。

　そう――ここは姫宮先輩の自宅。

　あの街頭ビンタ事件の後、さすがにやりすぎたと思ったのか、姫宮先輩は僕を自分の家まで連れてきて介抱してくれたのだ。わーい、まさかこんなイベントを初体験できるとは……って、あんまり嬉うれしくない。大人の階段どころか天国への階段を上りかけたしね。

「でも、さっきは本当にすいませんでした。事故とはいえ、姫宮先輩にあんなことを……」

「謝らなくても結構です。悪いのはわたくしの方ですわ。あのときは気が動転してしまって……」

「姫宮先輩……」

「どうせ殴なぐるんなら、お腹の方を殴るべきでした」

「その発想はおかしいと思いますけどね！」

　サラッと怖いこと言うなよ。あんたはどこのいじめっ子だ。

「うふふ。大丈夫ですよ。今のは場の空気を和なごませるためのジョークですから」

「和むどころかバキバキに凍りついたような……」

「それにしても、ダイブしたのがわたくしの胸でラッキーでしたわね。これがもしあるみさんの胸だったら、脳に重度の傷害が残って……」

「僕の妹の胸を鈍器扱いするのはやめてください」

「鈍器？　どちらかというと凶器では？」

「どっちでも大して変わりませんから！」

　いや、あるみの胸にダイブするのはエアバッグを装備していない車で衝突事故を起こすくらいデンジャラスな行為な気もするが、あいつの名誉のために黙っておこう。というか、もし僕が言ったことがバレたらプロレスリングデスマッチの刑を執行されかねない。

　それに、今気になるのは……。

「あの、姫ひめ宮みや先輩。ちょっと質問してもいいですか？」

「えっ……ええっ。何かしら？」

　突然の質問にも、姫宮先輩はにこやかに笑って見せた。しかし、よく見るとホッペタが引きつっている。まあ、この状況ならテンパるのも無理はないけど……。

「単刀直入に聞きますね」

　下手に間を作っても仕方がないので、僕はストレートに訊きくことにした。

「どうして、こんな部屋に住んでるんですか？」

「うっ……」

　質問に、姫宮先輩は居心地悪そうに肩をすくめた。

　そう――姫宮先輩の自宅。

　どう見てもアパートの一室である。部屋の広さは六畳ぐらいで、しかも１Ｋ。部屋は綺き麗れいだし、お風ふ呂ろとトイレもついているみたいだけど、建物の古さをリフォームで必死に誤魔化してる感じが伝わってくる。たぶん家賃も安めだろう。

　驚くことに、そんな庶民的数値一〇〇％の部屋が姫宮先輩の自宅だったのだ。

　ちなみに姫宮先輩はさっきまでつけていたカツラとサングラスを取ってコートも脱いでいる。おそらくあのおかしな恰かつ好こうはこの人なりの変装だったんだと思う。

　そして、そんなことをしていたのは自分がここで生活してることを周囲の人間に隠かくすためで――。

「……すいません。誰だれにだって、言いにくいことはありますよね」

「い、いえっ……構いませんわ。遅かれ早かれ、誰かにはバレてしまうだろうと思っていましたから。むしろ、バレるのがあなたで良かったのかも。あるみさんやカレンさんにあまり弱みは見せたくありませんから」

「弱みですか？」

　僕が訊き返すと、姫ひめ宮みや先輩は「そうですわ」とやけに強い口調で呟つぶやいてから、

「鉄てつ之の介すけさん。あなただけには言いましょう。実は今のわたくしは――家出の真っ最中なのです」

「なっ……」

　姫宮先輩が家出？　何かの冗談だろ。ひょっとしてまた僕はからかわれてるんじゃないか？　だって、この人の実家は嘘うそみたいな大富豪だったのに……。

「いえ、家出というよりも――もしかしたら、勘かん当どうに近いのかもしれませんわ。一年ほど前から、わたくしは実家を離れてこのアパートに住んでいるわけですから」

「それって、姫宮先輩がうちの高校に転入してきた頃ころからですか？」

「ええ。実は、それもわたくしが家出をした理由の一つなのです。高校受験のときに、少々お父様と揉もめてしまって……」

「……姫宮先輩のお父さんと？」

　あー、一度だけ姫宮先輩の父親を見たことがある気がする。職業はまったく覚えてないけど、かなり立場のある人とかで、うちの中学校にわざわざ講演に来てたっけ。

　一言でいうなら、厳格そうな人物。

　そう言えば――中学時代に一度だけ、姫宮先輩が「自分の父親が苦手だ」と姉さんに話しているのを聞いてしまった気がする。いや、決して盗み聞きしたわけじゃなくて。二人が僕の家で話をしていたからうっかり耳に入ってしまったのだ。

　正直言って、そのときは「どう考えても相談する相手を間違っていますよ！」と言いたかった。なにせ相談相手はあの姉さん。ブラック企業にヘッドハンティングされるような女である。道端に立ってるお地蔵さまにでも話しかけた方がまだ希望がある。

「わたくしは、お父様が決めた高校に進学する予定でした。ですが、わたくしはそれが嫌で……一度はちゃんと入学したのですが、勝手に転入試験を受けてしまったのです」

「もしかして、それが僕らの通かよう春原すのはら高校？　確かに僕たちの通う高校は前に住んでた地方から大分離れた都会にありますけど……そんなことして大丈夫だったんですか？」

「もちろん、お父様と大ゲンカになりましたわ。それで、『もういい！　勝手にしろ！』と実家の屋敷を追い出されてしまったわけです」

「………」

　お父様が決めた高校。いま姫宮先輩はそう言った。もし親が娘の進学先を勝手に決めたのだとしたら、反抗されても仕方ないのかもしれない。だから姫宮先輩はこんなアパートで一人暮らしをしているのだ。随ずい分ぶん孤独なレジスタンス活動である。

「ちなみに、高校の学費や生活費はどうしてるんですか？」

　今の話から推測すると、たぶん姫宮先輩のお父さんは払ってくれてないと思う。この人はバイトもしてないから収入源はないはずなのに。

「ああ、それなら心配ありませんわ。色々と売れるものがありましたから」

「え？　まさか……身体を？」

「どうしてそういう発想に行きつくのですか！」

「いや、だって売れるものがあったって……」

「誤解ですわ。わたくしはそんなハレンチな行為などしていません」

「ああ、つまりは臓器を……」

「自分の身を削ったわけでもありませんわよ？」

「じゃあ、使用済みの服や下着をネットオークションに？」

「なぜあなたは違法な手段ばかり思いつくんですの!?」

　むーっと不満げに頬ほおを膨らませる姫ひめ宮みや先輩。

　ああ、そうだよな。きっと今のは僕の考えすぎネガテイブシンキング。いくらこの人が吸血鬼みたいに恐ろしくても、さすがに犯罪行為に手を染めるわけが……。



「実は、実家を出るときにお父様の骨こつ董とう品ひんコレクションを少々失敬してきまして」



　思いっきり違法行為だろうがああああああああっ！

　心の中で、僕はそんな風に絶叫していた。

「そんなショックを受けたような顔をしないでください。お父様が税金対策のためにただ無作為に集めていたものを、餞せん別べつ代わりにもらってきただけですから。けど……まさかあんなにいい値段で売れるとは思っていませんでしたわ♪」

「………」

　うわー、さすがはヴァンプ姫宮。ちゃっかりしてやがる。親が親なら子も子だ。まさかそんな方法で生活費を稼かせいでいたとは。恐れ入りました。

「でも、お金には限りがありますからなるべく節約はしていますけどね。勘かん当どうされたと言っても将来的には全額きっちり返すつもりですし」

「さっきも割引きされた商品を買ってましたっけ」

「この近くにあるスーパーは深夜の閉店間際になると売れ残った商品に片っ端から割引シールを張るんですの。そこを狙ねらうんです」

「へえー」

　うーん、なんだかちょっとショック。まさかお姫様属性全開なこの人のプライベートがこんなに質素だったとは。同じ家計を預あずかる身としてあるみとも話が合うかもしれない。

「………」

　けど、なぜだろう。

　今の姫宮先輩はどこか楽しそうに見える。

　今まで僕は姫宮先輩がこんな性格になったのは自由奔放に育てられたせいだと思ってたけど――実際は、きっと籠かごに入れられた鳥みたいに大事に育てられていたんだろう。もしかしたら、その反動でこんな高飛車な性格になってしまったのかな。

　だから、案外今の生活を楽しんでるのかもしれない。

　実家での生活に比べたら生活スペースも狭いだろうし、一人暮らしだから自分の世話は全部自分でやらなくちゃいけない。でも――今の生活には自由がある。そうさ。鳥だってずっと籠かごの中にいるよりは、大空を自由気ままに飛んでいた方が幸せだと思う。

　だから、姫ひめ宮みや先輩もきっと――。

「――けれど。この生活にも不便なところはありますわ」

　唐突に、姫宮先輩はため息を零こぼした。

「わたくしがこんな生活を送っているというのを、学園のみなさんにバラすわけにはいきませんから」

「それは……高校デビューを成功させたからですか？」

「ええ。わたくしは高校では完かん璧ぺきな優等生で深しん窓そうの令れい嬢じようということになっていますわ。だから、そのイメージが壊れてしまうのはあまりよくないと思いますの」

「確かに、こんな生活を送っているって知ったら、みんな驚くでしょうけど……」

　実際、僕だってビックリしたし。せっかくがんばって高校デビューを成功させたんだ。きっとなるべく自分のお姫様なイメージを壊したくないんだろう。

　だからこそ変装して買い物へ行く。お姫様が割引きされた商品を買っているのを誰だれかに見られたらマズいからだ。

　しかし、あの変装は逆に怪しく見えるんじゃないか？　もし警察官が通りかかったら職務質問を通り越して任意同行を求めるレベルだと思う。

「それに……ここでは満足に練習も出来ませんし……」

「練習？」

　不思議に思って訊きき返すと、姫宮先輩は「これのことですわ」と部屋にある棚から黒い革のケースを取り出して、中を開けて見せた。

　入っていたのは――美しいフォルムを持った弦楽器。

　ヴァイオリンだった。

「ああ、そう言えば姫宮先輩はヴァイオリンが得意でしたっけ」

　中学校時代に何度か大会で表彰されたこともあったとか。あいにく演奏自体は聴いたことがないけど、お姫様属性なこの人らしい特技である。

「見ての通り、この部屋は防音が良くありませんので、とてもじゃありませんが楽器は弾けません。ですから暇ひまがあれば学校で練習するようにしているのですが……」

「学校で練習してるんですか？」

「ロボ研の活動がないときは教室を借りて練習をさせてもらっていますわ。他の練習場所は……大学に通かよっているくらいかしら」

「大学？」

「この街からちょっと離れたところにある音大です。わたくしが子供の頃ころにお世話になっていた先生が勤めているんですの。だから、ときどき演奏を見ていただくんです」

「なるほど。プロの先生に見てもらうのは練習になりますね」

「とてもいい先生なんですのよ？　わたくしが子供の頃からずっと憧あこがれていた方で」

「もしかして……男の人ですか？」

「いいえ。女性の方ですわ。すごくお綺き麗れいな方で、演奏もとても輝いていて……わたくし、将来は先生のいる音大に入ってそこでご指導を受けたいと思っていますの」

　姫ひめ宮みや先輩は夢でも語るような口調で告げた。

　どうやらそのヴァイオリンの先生とやらに本気で憧あこがれているらしい。姫宮先輩が憧れるってことはその先生も吸血鬼みたいな人かもしれない。隠かくれて生き血を吸ってるとか。

「すっかり話が脱線してしまいましたが……とにかく、わたくしは自分の私生活をバラすわけにはいきませんの。特に、あるみさんやカレンさんには」

「まあ、わからない話でもないですが」

　ケンカするほど仲が良いと言うが、我がロボ研の女性陣はよくケンカをする。いや、いつも軽い口ゲンカで済むから大おお事ごとにはならないと思うけどさ。……たぶん。

「だから……お願いです、鉄てつ之の介すけさん」

　まるで懇こん願がんするみたいな口調で、姫宮先輩は僕の名前を呼んだ。

「このことは、わたくしとあなた……二人だけの秘密にしてください。そのためなら、わたくしはなんでもしますから」

「な、なんでもって……」

　いやいや、いきなりそんなことを言われましても。まあ、僕のポリシーは保護色。目立たないフツーの高校生活こそが信条だ。だから、答えは自おのずと決まってくるんだけどさ。

「――わかりました。でも、別に何もしなくていいですよ。誰だれにでも知られたくないことはありますし、僕だって他人の秘密くらいは守りますから」

「……そうですか。……よかった」

　ホッと息を吐くお姫様。その姿は普段の高飛車な態度とのギャップがあって、不覚にもちょっと可愛かわいいと思ってしまう。ああ、これでもう少し性格が大人しければ……。

「本当によかった。もしあなたがわたくしのお願いを拒否していたら、強引に口を塞ふさぐしかありませんでしたから」

「………」

　前ぜん言げん撤てつ回かい。もうちょっとどころか性格が真逆にでもなればいいのに。そうすればきっと吸血鬼から真人間に戻れるよ。もしくは胸に杭くいでも打たれて永と久わの眠りについてくれ。

「まあ、わたくしが『なんでもしますから』と言ったときに、鉄之介さんがもし何かおかしな要求をしてきた場合は、口を塞ぐどころじゃありませんでしたけどね。最近は何かと物騒ですし、女の子の一人暮らしはとっても危険ですから」

　一番危険なのはあんたの思考回路だよ！　と叫ぼうとしたけど、さすがにやめておいた。僕だって命は惜しい。ほら、誰だって好き好んで地雷の動作テストの実験体にはなりたくないでしょ？　それに、実際女の子の一人暮らしは危険だし……。

「………」

　……いや、ちょっと待てよ。

　姫ひめ宮みや先輩が一人暮らしをしてる理由はさっきの説明でわかったけど、よく考えてみれば……どうしてこんなに上手く行っているんだろう？

　例たとえば、この部屋。当たり前だが、不動産屋に高校生が一人で行っても家を借りるのは難しい。たぶん誰だれか保証人が必要になる。それは高校に転入するときだって同じはずだ。

　しかし、姫宮先輩はもっか家出中の身。

　だとしたら一体誰がこの人を手助けしたんだろう……。

「鉄てつ之の介すけさん。そう言えば、お時間の方は大丈夫ですの？　もしかしたらあるみさんが心配してるんじゃありませんか？」

「あっ……」

　マズい。すっかり妹のことを忘れていた。ちょっとの散歩のつもりだったのでケータイも持って来てないから、連絡も取れない。

　時刻は深夜一時過ぎ。もし僕がいないことにあるみが気付いたら心配されてるかもしれない。まあ、あの生意気な妹のことだから可能性は低いと思うけどさ。

「ところで、もう風か邪ぜは治ったのですか？」

「え、ええ。まあ……」

「それはよかったですわ。あなたのことだから、てっきり五月病か何かで休んでいるんだと思っていましたから」

　瞬間、僕の背中から脂あぶら汗あせが噴き出した。あ、あはは、そんなわけないじゃないですか……と弁解するので精一杯である。恐るべしヴァンプ姫宮。この人は姉さんと仲が良かったせいで中学時代から僕にからんできたし、行動パターンが読まれているのかも。

「じゃあ、そろそろ僕は帰りますよ」

　何はともあれ。とりあえず今日は帰ってもう寝よう。明日こそは学校に行かなくちゃいけないわけだしね。激しく憂ゆう鬱うつだけど、そろそろ五月病も克こく服ふくしなければ。

　そんなことを思いながら、僕が立ち上がって玄関の方に向かおうとすると――。

「――え？」

　突然――横からドンッと突き飛ばされてしまった。

　バランスを崩した僕は、そのまま柔らかい何かに着地する。ベッドだ。微かすかに女の子の匂においが香るベッドに倒されてしまった。もちろん、そんな奇襲を仕掛けてきたのは――。

「ひ、姫宮先輩？」

　実行犯の名前を呼ぶと、彼女は「うふふ♪」と楽しそうに微笑ほほえんだ。

　そして、ベッドで仰向けに倒れた僕の方へと近づいてくる。

　いつの間にか目と鼻の先くらいに縮まる二人の距離。

　これじゃまるで、姫宮先輩に押し倒されてるみたいな――。

「――あ、」

　……そうか。

　姫ひめ宮みや先輩と僕が結んだ契約。

　彼女は僕の高校デビューを手助けしてくれる代わりに、とある遊びを強要してくるんだった。

「思わぬチャンスでしたわ」

　僕を押し倒しながら、姫宮先輩は優雅に言葉を紡つむぐ。

　それこそ獲え物ものを狙ねらう吸血鬼みたいに。

「まさか――あなたがわたくしの家に来てくれるなんて。最近は逃げられてばかりでしたから、警戒されていると思っていましたのに」

「！」

　うわああああああそう言えばそうだった！

　ゴールデンウィークと五月病。そのせいで随分学校に行っていなかったから気が抜けていたんだろう。僕は姫宮先輩と二人きりになることを極力避けていたのだ。出来ることならこの家にあっさりと足を踏み入れた自分を呪のろってやりたい。

「す、すいません、姫宮先輩。僕はもう帰らないと……」

「あら。もう少しくらい大丈夫じゃありませんこと？　それに、あなたには罰を与えなくてはいけません」

「……罰？」

「だって――あなたのことだから、本当に五月病で授業を欠席していたのでしょう？」

「………っ！」

「やっぱり。そうだと思っていたんです。まったく、せっかく部活を作ったのに部員がこれではいけませんわ。だから、ロボ研の部長としてお仕置きをしてあげなくては」

　やけに物騒な宣告をしてから、姫宮先輩はまるで口づけでもするみたいに僕との距離を詰めてくる。しかし、彼女の狙いは僕の口くち唇びるではなく――首筋。

　吸血鬼ごっこ。

　それが、姫宮先輩が僕に強要してくる遊びだった。子供の頃ころからホラー映画に出てくる吸血鬼のお姫様に憧あこがれていたという彼女は、この遊びが大のお気に入りなのだ。

　最初に被害に遭あったのは入学式の日。

　いや、吸血鬼ごっこと言っても実際は首筋を甘あま噛がみされるだけなんだけど、正直変な性癖に目覚めそうですごく怖い。あれなら血を吸われた方がまだマシなんじゃないか。

　だから僕は姫宮先輩と二人きりになることを避けてきた。

　おかげで二度目の被害に遭うことはなかったんだけど、まさか今日に限って隙すきを見せてしまうとは……！　姫宮先輩からしたらカモがネギと鍋なべとさらにはポン酢まで背負ってやって来たようなものである。

「心配なさらないで。優しくしますから」

「だったら早く僕を解放してください！」

「ダメですわ。わたくしだってずっと我慢していましたのよ？　早くあなたと遊びたくて仕方がなくて……っ」

「相変わらず性癖が歪ゆがみまくりですね！」

「なんとでも言いなさい。では――契約に従い、遊びを始めましょう。言わなくてもわかっていると思いますが、あなたは身動きをしたらダメですからね？」

　言って、ゆっくりと僕の首筋に顔を近づける。小さな口を開いて、真まっ赤かな舌と綺き麗れいな歯を見せつけながら。

「……ああ」

　さよなら、僕の純潔。

　いや、別に犯されるわけじゃないんだけど、精神的にはもはや拷ごう問もんに近い。しかも僕の身体に姫ひめ宮みや先輩のふくよかな胸がぽにょぽにょと当たって……うわああああ心臓に悪いっ。気を抜いたら心しん筋きん梗こう塞そくにでもなっちゃいそうである。

「うふふ、いただきます♪」

　ディナーを前にした吸血鬼みたいに、甘いソプラノボイスで呟つぶやく姫宮先輩。

　……終わった。きっと僕はこのまま大人の階段を一般人とは別のルートで登ることになるんだ。くそっ、こうなったらかねてから考えていた『姫宮姫ひめ乃の被害者の会』の結成を真剣に考慮せねば。ちなみにリーダーは僕。メンバーは随時募集中！

　――と。

　そんな風に、僕が絶望したときだった。



「――姫乃ちゃん。お取込み中のところ悪いんだけど、ちょっといいかしら？」



　聞こえたのは、鈴すずの音ねのように澄んだ大人びた声。

　その声に、吸血鬼になりきっていた姫宮先輩はバッと僕の身体から離れた。そして声のした方向を振り返る。

　つられて僕も見ると、いつの間にか部屋の入口に立っていた一人の女性。

　外見は高校生くらいに見える。クール＆ビューティー。そんなイメージを抱く黒いレディススーツに、最高級の絹きぬみたいにツヤツヤした真まっ直すぐな黒髪と猫みたいに大きな瞳ひとみ。

　黒猫。

　なぜか、僕の頭にはそんな言葉が浮かんでいた。黒髪に黒い服を着ているせいか、彼女のイメージはどこかミステリアスな黒猫だった。

「ねっ、猫ねこ子こさん！　どうしてここに!?」

　突然の侵入者を確認した姫宮先輩が声を上げる。

　どうやらこの人は姫宮先輩のお知り合いらしい。ていうか猫子って、変な名前だな。『鉄てつ之の介すけ』なんて時代錯さく誤ごな名前の僕が言えるセリフじゃないけどさ。

「そんなに怒らないで、姫乃ちゃん。あなたがこの部屋を借りるときに保証人になってあげたのは私じゃない」

「それはそうですが……そもそも、どうやって入ったのですか？　ドアには鍵かぎがかかっていたはずなのに……」

「実は、保証人になったときにこっそり合あい鍵かぎを作っておいたの」

「なっ……プライバシーの侵害ですわ！　大体、どうしてこんな遅い時間に訪ねてくるのですか！」

「ごめんなさい。最近実験続きで、生活習慣が完かん璧ぺきに逆転しちゃってて」

「実験って……あなたは相変わらずですね……」

「そんなに嫌そうな顔しないで。起きてたんだからいいじゃない。でも、まさかお取込み中だとは思っていなかったけど」

　彼女は、まるで品定めでもするような目で僕を見つめてきた。そして意味ありげに「ふぅん」と息を吐いてから。

「そうなの。姫ひめ乃のちゃんはこういう男の子がタイプだったのね」

「なっ……なななな何を言っているんですの!?　鉄てつ之の介すけさんとわたくしはそういう関係ではありませんわっ！」

「でも、さっきはベッドに押し倒していなかった？」

「あ、あれは、その……っ」

「きゃー、姫乃ちゃんったらツンデレー」



    

  
    
      



    

  
    
      「うううううるさいですわっ！　いくら猫ねこ子こさんでもわたくしをからかうのは許しませんわよっ！」

「大丈夫。私だって必要以上の詮せん索さくはしないから。高校生にもなれば、別にそういうことをしてもおかしくないわよね」

「だっ、だから違うと言っていますのに……っ」

　むーっと顔を赤くしながら反論する姫ひめ宮みや先輩。

　うわー、なんだろうこの置き去りにされた感じは。人見知りな性格のせいもあってか、二人の会話にまったく入っていけない。完かん璧ぺきに僕だけアウェー状態である。

「あ。そう言えば、自己紹介がまだだったかしら」

　と、こっちの心境を察したのか、彼女は再び僕の方に視線を向けた。

「はじめまして。私の名前は黒くろ医い猫子。そこにいるお姫様の保護者みたいなものよ」

「保護者？」

「まあ、簡単に説明すると従姉妹いとこ同士なの。ちなみに私の年齢は十九歳」

　クスッと微び笑しようを浮かべる猫子さん。うーん、ちょっと性格はキツそうだけど、それでも常識人っぽい。同じ十九歳だってのに僕の姉さんとは正反対である。

「油断しないでください、鉄てつ之の介すけさん。この方は、それはそれは恐ろしい方で……」

「あら、随ずい分ぶんなセリフね。私はあなたの保護者なのに」

「わたくしだってあなたなんかに保証人を頼みたくはありませんでしたわっ。ですが、親しん戚せき中に断られてしまったから……っ」

「仕方なく私を頼ってきたのよね？　まあ、私は色々と浮いてるから。海外にも行っていたし」

「……海外ですか？」

　疑問に思ったので思わず訊たずねてしまった。

　すると、猫子さんはなんでもないように一言。

「ちょっと、人間観察のために」

「――は？」

「私って、人間を観察するのが大好きなの。それに海外なら色んな実験もできるし。だから、少しだけあっちの大学に留学していたのよ」

「………」

　前ぜん言げん撤てつ回かい。さっきまで抱いていたこの人のイメージはさっさと燃えないゴミにでも出してしまおう。警戒レベルＭＡＸ。趣味が人間観察とか平気で言える時点で大分アブノーマルである。

「ねえ、鉄之介くん？」

　猫子さんは、獲え物ものを見つめる野良猫みたいな目で僕を見つめてきた。

「ちょっとだけ、私の実験に協力してみない？」

「きょ、協力ですか？」

「そんなに怖がらないで。やることは簡単だから。さっきも言った通り、私の目的は人間観察。だから、ちょっとサンプルになってくれれば――」

「結構です！　全力で遠慮します！」

　即答すると、猫ねこ子こさんは「そう、残念」と微笑ほほえんだ。

　……猫だ。この人は好奇心が旺おう盛せいで悪戯いたずら好きな黒猫だ。もし興味をもたれたら飽きるまでオモチャにされるかも。僕のネガティブシンキングがそう警告している。

「猫子さん。あまり鉄てつ之の介すけさんのことをいじめないでください」

「そんなに心配しないで。もうあなたの彼氏をいじめたりしないから」

「だから彼氏じゃないと何度言ったらわかりますの!?」

「じゃあ、奴ど隷れい？」

「奴隷でもなくて！」

「じゃあ、姫ひめ乃のちゃんの方がこの子の奴隷？　そうよね。姫乃ちゃんはわがままで高飛車なお姫様に見えるけど、本当はいじめられる方が好き――」

「それ以上からかうと本気で怒りますわよ!?」

「あら、ごめんなさい。姫乃ちゃんが可愛かわいいからつい。だけど、相変わらずあなたはリアクションが大きいから面白いわね。観察しがいがあるわ」

　ふふふっと『不思議の国のアリス』に出てくるチェシャ猫みたいな微笑み。

　……怖っ。

　まさかあのヴァンプ姫ひめ宮みやを手玉に取る人間がいるとは。この人の職業はシスターかヴァンパイアハンターかも。ぜひ僕にも吸血鬼のからかい方をレクチャーして欲しいです。

「まあ、ここで雑談は終了しましょう。そろそろ本題に入らなくちゃならないしね」

「……本題？」

　姫宮先輩が不思議そうに首を傾かしげた。

　そんな彼女に、猫子さんは――一言。



「姫乃ちゃん。あなたは、今すぐあたしと一緒に屋敷に戻って」



　ドクンッと。

　その言葉に、僕は心臓を鷲わし掴づかみされるような感覚を覚えた。それは姫宮先輩も同じだったみたいで「なっ……」と言葉に詰まっている。

「猫子さん！　話が違いますわ！　まだ時間は残っていたはずじゃ……！」

「落ち着いて。私だってがんばったのよ？　精一杯あなたの家出をサポートしてきたし、叔父様のことも宥なだめてきた。けど――それも限界なの」

「………っ。お父様は……なんとおっしゃっていたのですか？」

「さっき私が言った言葉と同じよ。『今すぐ屋敷に戻れ』って。ねえ、姫乃ちゃん。あなたのわがままもそろそろ潮時じゃない？　心残りはあるかもしれないけど……覚悟を決めるしかないわ。あなたの家出は――もう終わりなの」

「………っ」

　姫ひめ宮みや先輩は悲痛な表情で顔を俯うつむかせた。

　……いやいやいや。

　なんだこの状況は。

　姫宮先輩が屋敷に帰る？　家出は終わり？　それって――姫宮先輩は実家に戻らなくちゃいけないってことなのか？

　つまり、この黒くろ医い猫ねこ子こって人は姫宮先輩を連れ戻しに来た。

　しかもこの会話を聞いているとかなり切迫した状況に思える。姫宮先輩もよっぽど帰りたくないみたいだけど、父親の方にも娘を連れ戻したい理由があるのかもしれない。

「―――っ」

　だけど、もし姫宮先輩がこのまま帰ってしまったら、僕たちの部活は……姫宮先輩の高校デビューは――。



「――嫌ですわ」



　長い沈黙の後。

　姫宮先輩は頑かたくなに告げた。

「猫子さん。わたくしは屋敷に戻りません」

「……本気なのかしら？　つまり叔父様に――自分の父親に逆らうと？　でも、そこまで頑固になるってことは、何かよっぽど屋敷に帰れない理由があるんでしょうね。じゃなきゃ私も叔父様に合わせる顔がないわ」

「………。ええ。実は――」

　そこまで言って、姫宮先輩は黙ってしまった。

　そして――僕の方を強い目線で見つめてくる。

「―――」

　……警戒警報発令。

　さっきも言ったが、昔から破天荒な姉の傍そばにいたせいか、僕は危険を察知する能力が高い。子供の頃ころからトラブルに巻き込まれっぱなしだったからね。

　だが、ちょっと待ってくれ。何度も言うが、僕のポリシーは保護色であり、森に住むカメレオンのごとく周囲の環境に身体を隠かくす地味で目立たない生活が理想なのだ。

　そのために何よりも重要なのは、トラブルに巻き込まれないこと。

　それがヘビーなものならなおさらである。

　そういう厄介事は漫画やアニメやライトノベルに出てくる主人公に任せるべきであって、少なくとも僕みたいな引きこもりの仕事じゃない。だから僕にできるのは、今感じている嫌な予感がいつものネガティブシンキングであることを祈るしか……。

「――猫子さん」

　しかし。

　こんなときに限って、僕のネガティブシンキングは物の見事に現実に変わってしまうのであった。

「実はわたくし――この方とお付き合いしているんですの」



    

  
    
      


第３話　ランチブレイク





　昼休み。

　高校デビューを目指す上で、この時間はかなり重要になる。普通の生徒はただ単にランチをするだけのお気楽な時間だけど、僕たちの場合は違うのだ。

　なにせ、僕は重度の五月病にかかるほどの引きこもり。他人とのコミュニケーションが数学のテストより苦手である。だから、教室でクラスメイトと昼食を食べるのは難しい。

　じゃあ一人で食べるのか？　と訊きかれればそれも違う。昼休みの教室で一人ぼっちなのは嫌でも浮いてしまう。あの愉ゆ快かいそうなお気楽空間で一人孤立することを考えるとゾッとする。確実に周りからのイメージも悪くなるし。

　結果、僕に残された選択肢は一つ。教室を出て一人になれる場所に行くしかない。

　かと言って、他の場所で寂しく食事をするのはアウト。そんな姿を知り合いに目撃されれば僕の目標である『フツーの男の子としての高校デビュー』から遠ざかってしまう。

　だから、理想なのは周囲から隔離されていて入っても咎とがめられない場所。

　そんな場所を、僕はこの高校で一カ所しか知らない。

　そう――我らがロボ研の部室。

　いつも僕はここで昼食を食べる。部室棟まではちょっと遠いけど、ここなら落ち着いて食事をとれるし、ドアに鍵かぎさえかければ他の生徒に目撃される心配もナッシング。

　そして、ラッキーなことにここには僕と同じような問題を抱えた部員たちが集まってくる。言わばこの部室はシェルターだ。普段はここで他のメンバーたちとテキトーに雑談をしながら昼休みと言う名の戦争が終わるのを待っている。まあ、そこそこ楽しいしね。

　――しかし。

　僕が五月病の発ほつ作さに耐えながら必死で登校した五月十五日。

　なぜか今日は、いつもと違っていた。

（なあ、そうちょー）

　部室の真ん中にある丸テーブル。僕の隣に座ったカレンがサンドイッチを齧かじりながらコソコソと小声で耳打ちしてきた。

（もしかして、あるみんとケンカでもしたのか？）

（え？　ど、どうして？）

（いや……だって、二人ともさっきから全然喋しやべってないじゃん。いつもはフツーに会話してるのに）

（………）

　ついつい、僕は自分の対面の席に目を向ける。そこにはいつもの無表情で板チョコをカリカリ齧る僕の妹こと桜さくらあるみの姿。確かに、今日はまったく会話がなかった。

　ちなみに、昼休みにこの部室を訪れる割合が圧倒的に多いのは僕とカレン。

　あるみと姫ひめ宮みや先輩は教室でもちゃんと友人関係を築いているせいか、僕たちほど部室でランチをしない。当然だ。高校デビューを成功させるにはそれがベストな選択である。

　それでも一週間の半分くらいは二人も顔を出してくれる。

　そのときは、もちろんフツーに雑談してたんだけど……。

「カレンさん」

　ビクッと、突然あるみに喋りかけられたカレンが震ふるえた。

「な、なんだよ？　もしかして、今の話聞こえてた？」

「もちろんです。私は生体アンドロイドですから。さきほど程度の小声ではセンサーが感知してしまいます」

「うっ……そうなのか？　じゃあ、一つ聞いてもいい？」

「どうぞ。私でよければ何でも質問してください」

「う、うん。あのさ……あるみんって、そうちょーとケンカしてるんじゃないのか？　だったら、早く仲直りした方が……もがぁっ!?」

　突如カレンがおかしな声を上げた。

　見ると、あるみが食べかけの板チョコを彼女の口に無理やり突っ込んでいた。きゃー、ロマンチックな間接キッス……とは死んでも思えない。どう見ても口封じである。

「カレンさん。一ついいですか？」

「もがぁっ！　もががっ！」

「私とマスターは、ケンカをしているわけではありません。ですが、あなたの目から見て仲が悪そうに見えたのなら、それは全部マスターが悪いのです」

「もがぁっ!?　もがががっ！」

「え？『どういう意味だ!?　ちゃんと教えろ！』と言われても。それはマスターに聞いてください。とにかく、私は決して怒っているわけではありませんから」

　どこか拗すねたような口調で言って、あるみは板チョコから手を離した。

　というか、カレンは「もがもが」としか言ってなかったのによく会話が成立したな。これも生体アンドロイドの機能なんだろうか。

「うー……そうちょー、あるみんに何したんだよ……。何があったかは知らないけど……兄妹ゲンカはいけないことなんだぞ……」

　諭さとすような口調で言いながらも、カレンは突っ込まれた板チョコを両手で持ってもぐもぐごっきゅん。うわー、食い意地張ってるなぁコイツ。まあ……確かに兄妹ゲンカはよくないことだと思うけどさ。

「……はあっ」

　そう、兄妹ゲンカ。

　今僕とあるみが陥おちいっている状況を表すならまさにその言葉がベストマッチだろう。

　ケンカの原因は昨日の夜。

　深夜に外出していたことがあるみにバレてしまったのだ。どうやら偶然深夜に目を覚ました彼女が、僕がいないことに気づいたっぽい。

　なんだかんだで僕は一時間以上外出していたし、ケータイを持ってなかったから連絡もできなかった。何より、前に家の外で貧血を起こして倒れてしまった前科もある。

　だから――あるみは僕のことを心配してくれていたらしい。

　もちろん、僕だってちゃんと謝った。

　けれど、見ての通り妹は相変わらずのご機嫌ナナメ。その理由は……。

「あ。そうだ。話は変わるけど、今日もひめのんは来ないのかな？」

　カレンの何気ない発言にギクッとしてしまう。

　そう――あるみがご機嫌ナナメな理由は『僕が昨日の深夜にどこに行っていたか？』ということをちゃんと教えていないからなんだと思う。

　さすがに「深夜に姫ひめ宮みや先輩の家に行っていた」とは言えない。いらない誤解を生みそうだし、姫宮先輩が実は一人暮らしをしているという秘密もバラしかねないと思う。

　だから「友だちの家に行ってきた」と誤魔化したんだけど、すぐさま「マスター。悲しい嘘うそを吐つくのはやめてください」と否定されてしまった。……うん。すぐバレる嘘をついた僕も悪いと思う。悲しいかな、僕の交友関係はバチカン市国なみにミニサイズ。

　しかし、だからと言って昨日の夜に起きた出来事を説明するわけにもいかない。

　昨日の深夜……姫宮先輩の部屋で起きたあの事件を――。



「実はわたくし――この方とお付き合いしているんですの」

　深夜のアパートで、姫ひめ宮みや先輩は自分を連れ戻しに来た猫ねこ子こさんにそう言った。

「―――」

　さすがにビックリしたのか、彼女はちょっとだけ固まっていたが……。

「――ふふっ。見え見えの嘘うそを吐つかないで、姫ひめ乃のちゃん。いくらなんでもあなたがこんなモヤシくんを好きになるはずがないじゃない？」

「………」

　なんだかすごく失礼なことを言われた気がする。

　ていうか、モヤシって。出会って数分で野菜扱いですか。確かに僕は引きこもりで昼間の街を一人で歩いただけでも眩暈めまいを起こす貧弱体質。唯一の自慢はルームランナーで鍛えた逃げ足しかないけど。

「それに、姫乃ちゃんだってさっき言ったでしょ？『彼氏じゃない』ってはっきりと」

「あれは咄とつ嗟さについてしまった嘘です」

「まあ、あなたはツンデレだからそんな嘘をついても不思議じゃないけど」

「わたくしはツンデレなどではありませんっ！」

「そうかしら。どう見てもあなたはツンデレお姫様だと思うけど？　というか、あなた前にこう言ってなかったかしら。『頼りになりそうな男の人がタイプ』って」

「あら、こう見えても鉄てつ之の介すけさんは意外と頼りになりますのよ？」

「へえー。具体的に言うとどの辺りが？」

「それは……」

　瞬間、部屋を支配する気まずい沈黙。

　待つこと数十秒。

　姫宮先輩は意を決したように、

「とりあえず、その話は置いておきましょう！」

「………」

　……あの、すいません。思いつかないなら最初から言わないでもらえると助かります。その方が心の傷も浅くて済むので……。ちなみに今のはざっくり致命傷……。

「とにかく、わたくしは鉄之介さんと付き合っているんですの。わたくしたちは愛し合っています。だから……実家に帰るわけにはいきませんわ」

「それは一理あるわね。叔父様はあなたの交友関係に関しては厳しかったし。どこの馬の骨とも知れない男の子と付き合ってるって知ったら……最悪、殴なぐられちゃうかも」

「構いませんわ」

「いや、たぶん殴られちゃうのはそっちの彼氏くんの方なんだけど」

「構いませんわ」

「構わなくないですよね!?」

　何を自信たっぷりに言ってるんだこの人！　鉄てつ拳けん制せい裁さいを受けるのはこの場合僕なんですけど!?

「心配ありません。鉄てつ之の介すけさんのことはわたくしが責任を持って守りますから」

「いや、いきなりそんなこと言われても……！」

「何を言うのですか。それに、あなたとわたくしは恋人同士。当然、お互いのことも色々と知っています。だから、あなたもわたくしの恋人じゃなくなるのは嫌でしょう？」

「………」

　今の発言を僕の脳内に搭載された姫ひめ宮みや翻訳機で訳すと、なんとビックリ「他の生徒にあなたが引きこもりだってバラされたくなかったら大人しく恋人のフリをなさい」になる。

　……ヴァンプ姫宮め。

　まさか僕みたいな引きこもりにニセモノの恋人なんて配役を押し付けてくるとは。しかもこっちは重度の五月病なのに。悪魔に魂を売る方がまだマシな取引な気がする。

「――わかったわ。今日のところはとりあえず帰ることにしましょう。私も色々と考えたいしね。ただ、実家に帰る件はよく考えておいて。正直――時間もあまりないから」

　黒髪を揺らしながら、猫ねこ子こさんはくるりとドアの方へと踵きびすを返した。

　あれ？　やけにあっさりと帰るんだな。というかこの人、本当に僕と姫宮先輩が付き合ってるって思ってるんだろうか？　いくらなんでも無茶な設定だと思ったのに。

「――あ。そうだ」

　と。

　何かを思い出したのか、猫子さんは一度だけこちらを振り向いた。

　そして、姫宮先輩を見つめてから――。

「姫ひめ乃のちゃん。あなた、今でもヴァイオリンは弾いているの？」

「えっ――」

　なぜか。

　姫宮先輩はその質問に少しだけ黙った。

　そして、いつもと変わらないソプラノボイスで――。

「――もちろんですわ」

「……そう。ならいいの」

　答えを聞いて満足したのか「じゃあ、またね」と呟つぶやいて、猫子さんはそれこそ黒猫みたく颯さつ爽そうとした足取りで部屋から出て行った。

　時刻は午前一時半。

　以上が、昨夜起きた事件の全ぜん貌ぼうである。



　そんなわけで回想エンド。

　ああ……まさかこんな厄介そうなトラブルに巻き込まれるとは。ただでさえ五月病を患わずらっている僕にはシンドい。精神的プレッシャーが増すばかりである。

　今日だって、登校するのに苦労したのだ。五月病のせいでいつも以上にネガティブだったせいか、途中からはあるみに引きずられるようにしてなんとか高校まで辿たどり着いた。

　しかし、授業の方はボロボロ。久しぶりの学校だったので、周囲の目が気になって仕方がない。つまりは、みんなが僕を見ている気がするのだ。典型的な被害妄想ネガテイブシンキングである。

　だが、それでも僕の目指す高校デビューのためにはクラスメイトと少しでも会話をする必要がある。そうやって『フツーの男の子』を装わねばならないのだ。

　もちろん、そんな日々は明日からも毎日続く。

　悲しいかな、それが僕たち高校生の日常だ。

　おまけに――なんとかあるみとも仲直りしなくちゃいけない。

　僕たちは一緒の家に住んでいるので、いつまでも険悪なのは気マズすぎる。今の我わが家やは旧東ドイツのベルリンぐらい真っ二つ。一刻も早く融和政策を考えなければ。

　まあ、唯一の救いは学校で姫ひめ宮みや先輩の恋人のフリをしなくていいこと。

　昨日の夜、猫ねこ子こさんが帰った後で、僕と姫宮先輩は今後のためにミーティングを開いた。そこで決まったプランは一つ。要は――猫子さんの前でだけ恋人のフリをすればいいのである。おそらく、あの人はまだ僕たちの恋人関係を完かん璧ぺきに信じてるわけじゃない。真相を確かめるためにまた現れる可能性があるかもしれないのだ。

「………」

　だけど……これは僕にとってかなり難易度の高いミッションである。

　なにせ相手は姫宮先輩。

　本性はわがままで高飛車なお姫様だけど、外見だけはウルトラ美人。どう考えても僕とは釣り合わない。美女と引きこもり。映画『美女と野獣』には遠く及ばない駄作である。ゴールデンラズベリー賞ものですよ。

　しかも、演じるのは恋人役。

　この二年間家族以外の女の子との交流がまったくと言っていいほどゼロだった僕にはハードルが高すぎる。高すぎてもはや棒高跳びをしてる気分だ。

「……はあ」

　……まあ、やるっきゃないか。

　小さくため息を吐いてから、心の中でネガティブな自分自身にそう言い聞かせた。

　そうさ、四月に気づいたじゃないか。僕に必要なのはポジティブシンキングと行動を起こすこと。そうやって、ちょっとずつでもいいから前に進むしかない。

　だから今僕がすべきなのは、自分に何ができるか考えることであって――。

「あら。今日は全員揃そろっていますのね」

　と、そこで歌い上げるようなソプラノボイスが聞こえた。ウワサをすれば何とやら、ドアの方に目を向けると、現れたのは姫宮先輩だった。

「こんにちは、鉄てつ之の介すけさん」

「こ、こんにちは……」

　昨日のこともあってかぎこちなく挨あい拶さつを交わす僕とは違って、姫ひめ宮みや先輩はいつも通りだった。さすが高校デビューを成功させただけのことはある。見事なポーカーフェイス。

「遅いご到着ですね、姫宮さん」

　新しい板チョコを齧かじりながら、挨拶代わりに会話のジャブをかますあるみ。僕との件でイラついてるのかもしれないけど、相変わらず生意気な妹である。

「ふふ。ごめんなさい。そういうあるみさんは早く来たのかしら？」

「当然です。私は生体アンドロイドですから、行動もスピーディーなのです」

「そうですわね。あなたは行動が速そうですわ。ほら、体形的にも」

「……体形的？」

「まるでＦ１みたいに凹凸の少ない流線形ボディ。空気抵抗が少なそうで羨うらやましい♪」

　バキンッと。

　響き渡る凶悪な破壊音。見ると、あるみが手に持っていた板チョコを真っ二つにヘシ折っていた。板チョコさん殺人事件発生。鑑識によると死因はアイアンクローです。

　……恐るべし、ヴァンプ姫宮。

　まさかあるみのパンチにここまで見事なカウンターを合わせてくるとは。兄として妹にタオルを投げてやりたい心境だが、ここはかの名セコンドよろしく精一杯声援を送っておこう。立て！　立つんだあるみっ！

「……姫宮さん。もしかして、私にケンカを売っていますか？」

「最初に突っかかってきたのはあなたじゃなくて？」

「黙れ乳ちち姫ひめ」

「ふふんっ。ボキャブラリーが少ないですわね。わたくしがそのようなあだ名にいつまでも翻ほん弄ろうされるわけが……」

「お願いですからお黙りください乳姫様」

「乳姫様!?　なぜ突然『様』を付けるんですの!?」

「いえいえ。乳姫様ほどの巨乳をお持ちの方にタメ口を利くなんてとてもとても……」

「ふっ……ふふっ。わたくしはその程度の挑発には乗りませんわよ？」

「そのわりには笑顔が引きつっていますが？」

「きっ、気のせいに決まってるじゃありませんか。ですが、できればその呼び名もやめていただきたいのですが……っ」

「わかりました。では、乳姫サマーで」

「それはただ語尾を伸ばしただけでは!?」

「しかし、このサマーは英語のＳＵＭＭＥＲですよ？」

「あなたの言っていることが何一つわかりませんわっ！」

「乳姫サマー。つまりは、乳姫の夏。……ふん。暑苦しそうな夏ですね。エアコンがいくつあっても足りません。きっと地球温暖化もさらに加速することでしょう」

「こ、このっ、言わせておけば……っ！」

　悔しげに口くち唇びるを噛かみしめる姫ひめ宮みや先輩と涼しい表情のあるみ。

　なんということでしょう。わずか五秒で部室がボクシングリングに早変わり。対戦カードはもちろん桜さくらあるみｖｓ姫宮姫ひめ乃の。ＫＯ必至のハードパンチャー対決である。

　だが、彼女たちの口ゲンカはいつものことなのですっかり慣れた。

　カレンに至っては「今日も平和だなー」なんて呟つぶやきながら、あくび。お昼寝タイムに突入するほど余裕がある。たぶん、このやり取りはしばらく続くだろうし――。

「……ふぅ」

　が。

　観客の予想を裏切って、姫宮先輩は両手を上げながらため息をついた。

　どう見ても「降参」のポーズである。

「……？　どうしたのですか、姫宮さん。今日はやけに大人しいですね」

「いえ、なんだか今日は言い争いをしている気分ではなくて」

「もしや頭でも打ったのですか？」

「違いますわ」

「まさか、胸の方を……」

「打っていません。それに胸を打っても気分は変わりませんから」

　あるみの追撃の軽口すらも姫宮先輩は華麗にスルーしていた。

　うわー、やばい。今日は雪でも降るんじゃないか？　なにせあのヴァンプ姫宮が戦いを放棄したのだ。ポーカーで言ったらロイヤルストレートフラッシュぐらい珍しい。

「それに――今日は大事な話がありますの」

「大事な話？」

「はい。あなただけじゃなく、鉄てつ之の介すけさんやカレンさんにも」

「え？　僕たちにもですか？」

　思わず訊きき返してしまった。

　えーっと、カレンは……ダメだ、寝てる。彼女は机を枕まくらにしてすやすやドリームランドへ。ゴハンを食べて眠くなっちゃったらしい。子供っぽいなぁ。

「約一名夢の世界へ旅立っていますが、話を進めましょう。突然ですが、わたくしたちの部活――ロボット研究会の顧問の先生が、この度春原すのはら高校を離れることになりました」

「えっ……それって大丈夫なんですか？」

　顧問は姫宮先輩が見つけてきた先生なんだけど、やめられると困る。なぜなら春原高校では顧問がいないと部活動ができない校則なのだ。

「ですが、心配ありません。すでに新しい顧問の先生は決まっていますから」

「そうなんですか？　けど、いくら姫宮先輩でも仕事が早すぎなような……」

「いえ……勝手に決まっていたと言った方がいいのかしら。先生はこの春原高校の姉妹校へ異動することになったのですが、一緒に保健の先生も異動することになったそうで」

「保健の先生？」

「ええ。わたくしたちの部活の新しい顧問は――抜けた穴を埋めるために今日から赴ふ任にんすることになった新しい保健の先生だそうですわ」

「どうしてそんな人が顧問を？」

「それが……その保健の先生の方が直々に申し出てくれたそうですわよ。それでは――今から紹介しますね」

　言って、姫ひめ宮みや先輩は部室のドアの方へとテクテク歩いていく。

　え？　まさか、もう来てるんですか？

　というか、僕たちの部活の顧問をやりたがるなんて変わった人もいたもんだ。しかも保健の先生って。ロボットとまったく関連性がない気がするんですけど。

「――では、どうぞ」

　なぜか少し緊張した感じで、姫宮先輩は部室のドアを開けた。

「―――っ」

　そして、新しい顧問になる保健の先生の姿が見えた瞬間――僕は、姫宮先輩の緊張の意味を理解することになる。

「はじめまして」

　保健の先生らしく白衣に黒いレディススーツ姿の彼女は、長い黒髪を揺らしながら僕たちに挨あい拶さつしてきた。

　しかし、そのどこか好奇心旺おう盛せいな猫みたいな瞳ひとみには――嫌でも見覚えがあった。

「それじゃあ、まずは自己紹介をしましょうか」

　ゆっくりと。

　彼女は微笑ほほえみを浮かべたまま言葉を紡つむいで――。

「今日からあなたたちの部活の顧問をすることになった黒くろ医い猫ねこ子こです。よろしくね」



「黒医猫子。今年で十九歳。先生にしては少し若いけど、これは海外の大学を飛び級で卒業したからよ。ちなみに趣味は人間観察。それと、そこにいる姫ひめ乃のちゃんの従姉いとこなの」

　あまりの驚きに言葉を失っている僕を無視して、猫子さんはさらさらと自己紹介を終えていた。

　……なんだこれ。

　猫子さんがロボ研の顧問になる？　いやいやいや。いくらなんでもいきなりすぎやしないか？　展開が速すぎてジェットコースターにでも乗せられてる気分なんですが。

「それにしても驚きましたわ。猫子さんがうちの高校の保健の先生になるなんて」

「ごめんなさい。実は赴任することは前々から決まっていたの。どうせならあなたをビックリさせた方がいいと思って」

「確かにビックリしました。それこそ、心臓が止まるくらいに」

「じゃあ、ドッキリは大成功ね。それと、姫ひめ乃のちゃん。今から私の――いえ、先生のことは『黒くろ医い先生』って呼んでくれるかしら。そっちの方が教師っぽいでしょう？」

「えっ……そんな、いきなり……」

「不満そうね。仕方ないわ、こうなったら姫乃ちゃんが小学校二年生のときに起こしたとっても恥ずかしい事件をみんなに――」

「黒医先生！　これで文句はないでしょう!?」

「はい、よくできました」

　教え子を褒める教師のように微笑ほほえむ猫ねこ子こさん――いや、黒医先生。

　……落ち着け。

　たぶん、この状況は姫ひめ宮みや先輩だって予想外だったはずだ。黒医先生も昨日は何も言ってなかったし。だから、このシチュエーションは完かん璧ぺきにイレギュラー。

　なら――少しでも状況を良くするしかない。

　僕のポリシーは保護色。そして夢は『フツーの男の子としての高校デビュー』だ。それを妨げるトラブルはなるべく解決しないと安心できない。思考がネガティブだから余計にそう思う。姫宮先輩も黒医先生は苦手みたいだしさ。

「……黒医先生。少しいいですか？」

　人見知りゆえに話しかけること自体勇気のいる行動だったけど、僕は黒医先生に話しかけていた。そう、まずは敵を知ることから始めなければ。

「さっき言ってましたけど、海外の大学を飛び級で卒業したのはすごいですね」

「あら、ありがとう。けど、そんなに大したことじゃないの。向こうには才能のある人がたくさんいたから」

「ちなみに、先生は大学で何を学んでいたんですか？」

「そうね。強しいて言うなら……生物学全般かしら」

「生物学？」

「説明するとね、先生は生き物が好きなのよ。特に――人間が。だから、人間の色々なことを研究したかったの。身体とか精神とか。まあ、だから保健の先生になったんだけどね」

「……？　どういう意味ですか？」

「ふふ。いいわ。教えてあげましょう」

　黒医先生は、好奇心旺おう盛せいな野良猫みたいな目で僕を見つめてから。



「あなたたち高校生を、いっぱい観察したかったの♪」



　やべええええええこの人マジやべええええええっ。

　思わず僕は心の中でそんなシャウトを上げていた。クール＆ビューティーな外見をしてるけど、やっぱり中身はアブノーマルだぞ。まさか生徒を実験動物扱いしてるとは。気を抜いたら解剖実験の被験体とかにされちゃいそうでマジ怖いんですけど。

「マスター。初対面の方にいきなり質問するのは失礼ですよ。まずはこちらも自己紹介をするべきなのでは？」

「……あっ。そ、そうだった。ごめん、あるみ」

「？　どうしてそこでうろたえるのですか？」

「なっ、なななな何を言ってるんだよっ。ぼぼぼぼ僕はうろたえてなんかかか……っ」

　うわー、どうしよう。思いっきり声が震ふるえてる。だって「黒くろ医い先生とは昨日の夜に姫ひめ宮みや先輩の部屋で会ったから」とは言えないし、僕は姫宮先輩みたいに演技が上う手まくない。これじゃあるみも僕の異変に気付くんじゃ……。

「まあ、コミュニケーション能力が皆無なマスターでは仕方ありませんが」

「………」

　……セーフ。どうやら僕のうろたえっぷりを引きこもり特有の人見知りと誤解してくれたみたい。ああ、引きこもりでよかった……って、全然喜べないけどさ。

「では、まずは私から自己紹介します。はじめまして、黒医先生。私の名前は桜さくらあるみ。そこにいる男子生徒の双子の妹です」

「双子？　それにしては似てないわね」

「私たちは二卵性双生児ですから」

　流れるように嘘うそ設定を並べるあるみ。自分が生体アンドロイドだとバラすわけにはいかないから、学校の生徒や先生には双子ってことで説明してあるんだが……。

「……ふうん。面白い。あなたみたいな人、先生は初体験だわ」

「……？　それはどういう意味ですか？」

「え？　だって――」



　まるで、ロボットみたいに無表情じゃない？



「………っ」

　僕は黒医先生のセリフに凍りつくしかなかった。きっとあるみも似たような心境だろう。

「だから、面白そうね。あなたみたいな人は観察しがいがあるわ。今度先生と一緒に実験してみない？」

「……いえ、遠慮しておきます」

「実験に付き合ってくれたら、先生のことを『くろにゃん』って呼んでもいいわよ？」

「そんな可愛かわいいあだ名では呼びません」

「そう……残念だわ」

　本気で残念だったのか、黒医先生は暗い顔で顔を俯うつむかせている。本当に実験が好きだなこの人。でも、いくらなんでもそこまで落ち込まなくても……。

「せっかくだから『くろにゃん』って呼んで欲しかったのに……」

「そっちかよ!?」

　ていうか、くろにゃんって。確かに黒くろ医い先生は外見だけなら高校生にも見えるけど、性格的にそんな可愛かわいらしいあだ名は似合わない。先生が猫なら僕たちは逃げ惑う実験動物マウスってとこだろう。

「では、次の自己紹介に移ります。そこで気持ち良さそうに寝ているちっちゃい女の子が狼かみ谷やカレンさんです」

　まだ寝てたのかカレンのヤツ!?　思わず目線を向けると、そこにはあるみの紹介通りくぅくぅと寝息を立てながら安眠するカレンの姿が。羨うらやましいくらいの緊張感ゼロである。

「せっかくですから起こしましょうか？」

「やめとけ、あるみ。寝起きのカレンは手負いの獣だぞ」

　前に僕が寝ているカレンを起こしたとき、ガブリと腕に噛みつかれたことがある。起こされて怒ったのか、はたまた僕の腕をビーフジャーキーと間違えたのか、真相は不明。

「大丈夫。ここは先生に任せて」

　と、不意に黒医先生が机に突っ伏して眠っているカレンの背後に近づいて、

「ひゃうんっ!?」

　瞬間、響き渡る可愛らしい悲鳴。なんと、黒医先生がカレンの制服に両手を突っ込んで何やらお腹のあたりをなでなでしていた。

「ふにゃあっ!?　だ、誰だおまえ!?」

「ふぅん。随分感度がいいのね。それなら……こちょこちょこちょ♪」

「やあっ、ダメっ、おへそは反則っ……ひゃあうううっ！」

「そう？　じゃあ、こっちは？」

「ひいぅぅうっ!?　ダメっ、そっちはもっとダメやああああんっ！」

「うふふ……可愛い♪」

「ひゃあああああああああんっ!?」

　バタリと、一際大きな声を上げてからカレンは再び机につっぷして動かなくなった。そして「あら。また寝ちゃったの？」と笑う黒医先生。えーっと、こういうときって警察に通報した方がいいんだっけ？　今のシーンにタイトルを付けるなら、『昼下がりの凶行』。

「仕方ありません。それではマスター。最後の自己紹介をお願いします」

　カレンの自己紹介は無理と判断したのか、僕に自己紹介の順番が回ってきてしまった。

　くっ……こうなったら自己紹介をするしかないのか。思えば、昨日会ったときもちゃんと自己紹介しなかったしちょうどいいや。黒医先生は僕のことを何も知らないはずだし。

「は、はじめまして。僕の名前は桜さくら鉄てつ之の介すけ。さっき自己紹介したあるみの兄です」

「よろしくね、引きこもりくん」

「どうして先生が僕の秘密を!?」

「ああ、それはわたくしがお教えしましたの。黒医先生には顧問としてわたくしたちの部活動を手伝ってもらおうと思って」

「部活動って……じゃあ、黒くろ医い先生はロボ研の目的が実は高校デビューだって知ってるんですか？」

「もちろん。だって、姫ひめ乃のちゃんの高校での印象が中学時代と全然違ったから。これはきっと『高校デビュー』をしたんだろうなって思ったのよ」

「確かに、姫ひめ宮みや先輩は巧みに本性を隠かくしてますが……」

「あと、姫乃ちゃんからあなたたちが高校デビューを目指してることも聞いたわ。まあ、鉄てつ之の介すけくんが引きこもりってこと以外はよく知らないけど」

「………」

　今の説明。つまり、黒医先生は僕たちが高校デビューをすることは知っていても、あるみが生体アンドロイドだってことまでは知らないってことか。

「それに――ここだけの話、高校デビューを目指してるのはあなたたちだけじゃないの」

「……は？」

　意味が分からないので訊たずね返すと、黒医先生は自分の黒髪を軽くなでてから。

「実は、先生も高校デビューを目指そうと思って」

「先生なのに!?」

「別にいいでしょう？　この高校に私の趣味と目的を知っている人間はあなたたちしかいないわ。だから暇ひまつぶしに高校デビューをすることにしたの」

「……ちなみにどんな高校デビューを目指す気ですか？」

「そうね。やっぱり『生徒に好かれる先生としての高校デビュー』かしら」

「………」

　無理だ。絶対無理だ。生徒を実験動物扱いするこの人にそんなことができるとは思えない。もしやその高校デビュー自体、生徒を騙だますためのプランなんじゃないか？

「だから、今日からよろしくね。顧問になったからには、暇ができたらどんどん部活に顔を出そうと思うから」

　クスッとどこか悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ黒医先生。

　しかし、僕は笑っていられなかった。だって、そんなことをされたらあるみが人間じゃないってバレる可能性が増えるじゃないか。この人があるみの秘密を知ったら、喜んで実験対象にしそうな気がする。最悪構造を調べるために解バ体ラされちゃうかも。

　そして。

　一番厄介な問題は――。

「あ。そう言えば、一つ確認したいんだけど」

　まるで何でもないことのように、黒医先生は口を開いて。



「姫乃ちゃんと鉄之介くんって、付き合ってるのよね？」



「………」

　来た。

　僕がもっとも恐れていた事態である。

　そう――黒くろ医い先生は僕と姫ひめ宮みや先輩が付き合っていると思っている。だから黒医先生の前では、たとえ誰だれがいようが僕たちは付き合っているフリをしなくちゃいけないわけで……。

「……黒医先生。失礼ですが、今なんと言いました？」

　ほら、いわんこっちゃない。爆弾発言にいち早く反応したのはあるみ。

　彼女はいつも通りの無表情で真相を確かめようとしていた。

「あら、言葉通りの意味よ。先生は姫ひめ乃のちゃんと鉄てつ之の介すけくんが付き合ってるって訊きいたんだけど？」

「訊いた？　誰からですか？」

「もちろん姫乃ちゃんと鉄之介くんから」

「つまり……あなたとマスターは初対面じゃなかったと？」

「そうね。鉄之介くんとは一回会ってるから。昨日の深夜に姫乃ちゃんの部屋で」

　ドォォォォォォンっと。黒医先生の殺人サーブが僕の心を深々と抉っていた。あの人間が飛びまくる某少年テニス漫画も真っ青のサービスエース。あまりの衝撃にレシーバー（僕）は動くことすらできません。

「……深夜に会った？　それは、どういう意味ですか？」

「詳しく説明すると、先生が姫乃ちゃんの部屋に行ったら、彼女が鉄之介くんを押し倒していたの」

「おっ、押し倒していたって……っ」

「でも、付き合ってるんなら不思議じゃないわね。最近の高校生は進んでるって聞くし」

「………」

　黒医先生の言葉を聞いたあと、あるみは無言でこちらに目線を向けてきた。ターゲットチェンジ。今度の質問対象は僕らしい。

「どういうことですか、マスター」

「れ、冷静になれって。これにはわけがあってさ……」

「わけ？　どんなわけがあれば深夜に姫宮さんの部屋に行くのですか？　しかも、おおおお押し倒していたというのは……」

「落ち着けって！　今から説明するから！」

「私は落ち着いていますよ、ミスター」

「また僕の呼び名が変わってるぞ!?」

　さすがのあるみも動揺しているっぽい。じゃなきゃ某野球チームの永久欠番選手みたいな呼び名で僕を呼ぶわけがない。

　くそっ……こうなったら、一から説明するしかないのか……？

「あるみさん。鉄之介さんを問い詰めるのはやめてくださる？」

　突然、姫宮先輩が会話に割り込んできて……って、ちょっと待ってよ。どうして――僕の腕に自分の腕をからめてくるんですか？

「ひ、姫ひめ宮みや先輩？」

「慌あわてないでください、鉄てつ之の介すけさん。あなたはわたくしの恋人なんですから」

「えっ……いや、だから……」

「あら。何か言いたいことでも？」

　ギラッと、一瞬だけだが姫宮先輩は僕を睨にらみつけてきた。その瞳ひとみには「余計なことを喋しやべったら命はない」という恐怖のメッセージ。ヴァンプ姫宮からの脅迫状である。

「………」

　……そうか。

　もし一からあるみに説明するとしたら、当然僕が昨日の深夜に姫宮先輩の部屋に行った理由も説明しなくちゃいけない。買い物をしてた彼女とぶつかったって。

　そんなことをすれば、姫宮先輩の秘密があるみにバレてしまう。実は――彼女が一人暮らしで質素な生活をしているということが。

　それに、僕と姫宮先輩は付き合ってることにしなくちゃならない。

　なにせここには黒くろ医い先生がいる。この人は姫宮先輩を実家に連れて帰ろうとしていた。もし僕と姫宮先輩が付き合ってないと知ったら、強引に連れて行ってしまうかも――。

「マスター。どうして黙っているのですか？」

　考えていたら、妹が真剣な表情で話しかけてきた。



    

  
    
      



    

  
    
      　…………ごめん、あるみ。

　心の中で謝ってから、僕は初めて――妹に嘘うそを吐つくことを決めた。

「あるみ。今まで黙っててごめん。僕と姫ひめ宮みや先輩は……付き合ってるんだ」

「………っ」

　小さくだけど、あるみははっきりと息を飲んだ。そして「そうですか……」と消え入りそうな声で呟つぶやいている。

　そんな彼女の姿を見ていると、胸の奥の方がチクチクと痛む気がした。

　……正直、あるみに嘘をつくのは辛い。

　だって……コイツは僕の妹なんだから。けど――状況が落ち着くまではこの嘘をつき通すしかない。少なくとも、姫宮先輩が実家に戻る心配がなくなるまでは――。

「ですが、信用できませんね」

「え？」

　いつも通りの無感情な声に驚いてしまう。僕の視線の先には桜さくらあるみ。彼女は、どこか強気な態度で言葉を紡つむいでいく。

「簡単な話です。マスターと姫宮さんが付き合っているという情報は信用できませんね」

「いや、信用できないって……なんで？」

　訊たずね返すと、あるみはすぅっと軽く息を吸い込んでから、



「ネガティブシンキングばかりする引きこもりのマスターが、普通の人と恋愛できるわけがありません」



　カッキーン、と。

　胸の奥の方にあるナイーブな部分を金属バットでかっ飛ばされた感じだった。

　…………ですよねー。

　僕の性格を一番知っているのは妹であるあるみ。なら、僕が付き合っていると言ってもすぐに信用されるはずがなかったよ。

「あるみさん。いくらなんでも実の兄にそんなことを言うのは失礼じゃなくて？　ここは大人しく鉄てつ之の介すけさんを信用して……」

「まあ、姫宮さんは普通の人ではないので恋愛できるのかもしれませんが」

「どういう意味ですかそれは!?」

「言葉通りの意味です」

「し、失礼なことを言わないでくださる？　わたくしはピッチピチの女子高生ですのに」

「ビッチビチの女子高生？　略すとビッチ女子ですね」

「誰だれがビッチ女子ですか!?」

「失礼しました。ところで、さきほどマスターが自分の恋人だと言いましたよね？　それなら、一体マスターのどこを好きになったのですか？」

「えっ……えーっと、それは……」

「どうしたんです？　答えられないということは、やはりマスターと姫ひめ宮みやさんは付き合っていないのでは？」

「そ、そんなことはありませんっ！　わたくしたちは恋人同士です！　ほら、その証拠に……」

　姫宮先輩はおもむろに僕を見つめてきて……あれ？　なんだか肘ひじのあたりにぽにょぽにょとした感触が……って、いきなり僕の腕に抱きつき出したんですけどこの人！

「ほ、ほら、見てくださいっ。わたくしたちはこんなに仲良しですっ」

「……むむ」

　恥ずかしさに顔を赤くしながらも僕に抱きつく姫宮先輩を見て、あるみは「むーっ」と唸うなった。その一瞬の隙すきを――彼女は見逃さない。

「あら、あるみさん。あなた、もしかして拗すねていますの？」

「なっ……別に、そういうわけではないです……」

「本当ですか？　もしかして『このままじゃおにぃちゃんを取られちゃう！』とか思っているんじゃありませんこと？」

「そそそそんな子供みたいなことは思っていませんっ」

「うふふ。どうかしら」

「っ」

　からかわれたのが悔しかったのか、頬ほおを紅潮させて口くち唇びるを噛かみしめるあるみ。

　というか、そろそろ僕の腕を離して。このままだと脈拍が上昇して心臓がオーバーヒートしそう。やっぱり引きこもりの僕に恋人ごっこはハードルが高い気がしてきた。

「訂正してください、姫宮さん。私は別にマスターを取られそうになって拗すねているわけではありません」

「では、兄である鉄てつ之の介すけさんに恋人ができても受け入れると？」

「そ、それは……」

「やっぱり、おにぃちゃんを取られるのが嫌なのでは？」

「ち、違いますっ。絶対に違いますっ。それより……姫宮さんこそ、マスターの恋人ならもっと恋人らしくしたらどうですか？」

「えっ……ですから、わたくしたちはこうやって手を……」

「ただ手に抱きつくだけならコアラにだってできます。もっとわかりやすいことをして恋人同士だと証明してください。例たとえば……キスとか」

「キスっ!?」

　思わぬ反撃を喰くらって、姫宮先輩は顔をカァアアアアっと真まっ赤かに染めて慌あわてていた。

「で、でも、キキキキキキスなんて……そんな恥ずかしいことを……っ」

「？　どうしてそんなに恥ずかしがってるの姫ひめ乃のちゃん。キスぐらいいいじゃない。だって、あなたと鉄之介くんは恋人同士なんでしょう？」

「そ、それはそうですが……っ」

　ぎゅぅぅぅぅうっと。恥ずかしさを堪こらえるように制服のスカートを握りしめながら、姫ひめ宮みや先輩が部室の一点を睨にらみ付ける。

　その視線の先にいるのは黒くろ医い猫ねこ子こ。彼女はお気に入りのオモチャでも見つけたみたいに邪よこしまな微笑ほほえみを浮かべていた。

　……マズイ。この人、僕たちをからかって遊ぶ気満々だ。今の僕のポジションはさながら『トムとジェリー』に出てくるネズミのジェリーである。最悪なのは、目の前にいるのが愉ゆ快かいなトムと違ってひどくサディスティックな黒猫だってことだろう。

　とにかく、この状況はマズい。

　僕たちは黒医先生の前では付き合ってるフリをしなくちゃいけないわけだから、ここで弱みを見せるわけには――。

「わ、わかりましたわ……っ」

「ちょっ……姫宮先輩!?」

「ふ、ふふっ。ななな何を慌てているのですか？　そう、わたくしとあなたはここここ恋人同士っ。だったら……キっ、キスをするくらい……っ」

「で、でも……」

「だ、大丈夫。ここここれでもわたくしはけけけけ経験豊富ですから……っ」

　たぶん、彼女も僕と同じで焦っていたのかもしれない。彼女は僕の腕の拘束を解いてこっちの目を真まっ直すぐに見つめて……って、うわああああ目が据すわってるんですけどこの人！　こっちはまだ準備が！　せめて心のシートベルトを締めさせて！

「て、鉄てつ之の介すけさん……っ」

　緊張しているのか、震ふるえる口くち唇びるで僕の名前を呼んだ後――姫宮先輩は静かに潤うるんだ目を閉じた。

　――徐々に縮まる距離。

　羞しゆう恥ち心しんで薄紅色に染まった頬ほお。

　まるでホラー映画に出てくる吸血鬼のお姫様みたいに整った輪郭。

　そして、小さな桃色の口唇……。

「…………んっ」

　もしかしたら、これが彼女にとっての初体験フアーストキスだったのかもしれない。

　緊張のせいなのか、僕の肩をぎゅっと可愛かわいらしく掴つかみながらも――姫宮先輩は、ゆっくりとその口唇を近づけて……。



「――――ダメっ！」



　寸前で、響いたのはやけに焦った声と「ふもぉっ!?」という姫宮先輩の悲鳴だった。

　なんてことはない。さきほどカレンの口を塞ふさいだのと同じように、またもやあるみが姫宮先輩の口に板チョコを突っ込んでいた。

「あっ……あるみひゃん！　いひなりふぁにをしましゅのっ!?」

　ケホケホとせき込みながら姫ひめ宮みや先輩が猛抗議。無理もない。だって、キスをしろって言ったのはあるみだったはずなのに、まさかコイツ自ら横やりを入れるとは……。

「あ、あるみ？　どうして？」

　さすがに言動がおかしい気がしたので質問する。すると、あるみは「うっ……」と恥ずかしそうに言葉を詰まらせてから……。

「だ、だって……まさか本当にするとは思わなかったので……」

「……あの、あるみ？　僕たちにキスしろって言ったのはおまえじゃ……」

「う、うううううるさいです！　私だってまさかこんな衆しゆう人じん環かん視しの中でキスするとは思ってなかったんですっ！　てっきり、恥ずかしがってできないと思ったのに……」

　なのに……まるで二人とも本当の恋人みたいに……と、あるみは拗すねた様子で呟つぶやいた。けど、だからってあんな強硬手段で止めなくても。いつもクールなコイツにしてはかなり慌あわててたし。まあ、あのままキスするのはさすがにマズかったから助かったけどさ。

「で、でも、これでわかってくれただろ？　僕たちは……その、付き合ってるんだ」

「………っ」

　うるうると瞳ひとみを潤うるませた後、「……もう、マスターのことなんか知りませんっ」と言って、彼女はぷいっと不機嫌そうに視線を逸そらしてしまった。そのまま頑かたくなに僕と目を合わせてくれない。

　…………マズい。

　昨日から続いている兄妹ゲンカが、僕と姫宮先輩が付き合ってるっていうことになってしまったせいで、さらに悪化してしまった感じが……。

「ところで、あるみちゃんに姫ひめ乃のちゃん。ケンカばっかりしてちゃダメじゃない？　同じ部活のメンバーなんだから、もっと仲良くしないと」

「嫌です。誰だれがこんな乳ちち姫ひめなんかと」

「……乳姫？　それが姫乃ちゃんのあだ名なの？」

「なっ……あるみさん！　黒くろ医い先生はわたくしの従姉いとこなのですわよ！　彼女の前でそのあだ名を使うのはやめてくださる!?」

「いいじゃないですか。この機会に親しん戚せき中に広めてもらってはどうです？」

「そんなことになったら恥ずかしくてお嫁にいけませんわっ！」

「あんまり怒っちゃダメよ、乳姫ちゃん」

「黒医先生も乗らないでください！」

「ふふ、ごめんなさい。でも――どうやらあなたたちはよっぽど仲が悪いみたいね。これは、顧問として対策を考えないといけないかしら」

　うーん、と黒医先生は顎あごに手を当ててシンキングタイム。

　そして――数秒後。

　何やら「あっ、そうだわ」と手をポンと叩たたいてから。

「合宿をしましょう」

「――は？」

　僕、あるみ、姫ひめ宮みや先輩。眠ってしまっているカレン以外のロボ研メンバーが、顧問の提案に驚きよう愕がくしていた。

「だから合宿よ。つまりはちょっとしたお泊まり会ね。部員たちの結束を深めるためには、そういうイベントが大事だと思うの」

「……あの、黒くろ医い先生？　確かにそれは一理あるかもしれませんが、いきなりそんなことを言われましても。そもそも合宿先の当てはあるのですか？」

　おお、さすが姫宮先輩。一応ロボ研の部長をしているだけはある。驚愕からいち早く立ち直った彼女は、顧問に意見していた。

「大丈夫。先生に考えがあるから」

　対する黒医先生は、とっておきの悪戯いたずらを思いついた黒猫みたくスマイル。

　――次の瞬間。

　彼女は、引きこもりでしかも重度の五月病な僕にとって、絶望的な合宿先を告げる。

「みんなで、キャンプに行きましょう」



    

  
    
      


第４話　アウトドアライフ





　キャンプ。

　それはインドア生活を信条とする引きこもりにとっては苦行に近い。

　さわやかな風、降り注ぐ日光、目に優しい緑の木々たち。そんなアウトドアな要素はノーサンキュー。家でゲームでもしていた方がマシだ。たぶん目には優しくないけどさ。

　しかし、こうも考えられる。

　今の僕は重度の五月病。この鬱うつ屈くつとしたネガティブな思考をふっ飛ばすのには、あえてアウトドアライフを体験するのもいいのではないか？　つまりは一種の荒療治である。

　そんなわけで――五月二十日。

　五月も残りわずかとなってしまった週末。そして黒医先生がロボ研の顧問になってから初めて迎える土曜日。

　僕たちロボ研メンバーは部員の結束を深めるために合宿キヤンプに来ていた。

「うわー、空気が美お味いしいーっ！」

　キャンプ場に足を踏み入れた瞬間、そんなベタベタな感想が聞こえてきた。こんな子供っぽいことを言うヤツは僕たちの部活には一人しかいない。

「……カレンは相変わらず元気だね」

「あはは！　何言ってるんだよそうちょー！　キャンプだぞキャンプ！　テンション上げなくてどうするんだよ！」

　子供っぽいリュックサックを背負いながらハイテンションになるカレン。

　羨うらやましい。僕だってできれば彼女のようにはしゃぎたいが、この降り注ぐ日光と開放的なムードじゃどうも落ち着けない。これは慣れるまでしばらくかかりそうだ。

　キャンプ場。

　僕たちの住む街から車で一時間半ほど行った田舎にあるそこは、小さな川の近くに建てられたロッジを中心とする施設であった。

　なんでもここが混み合うシーズンは夏だそうで、この季節は割と人がいなくて空いていた。人見知りの僕にはありがたい話である。実はキャンプをするのは初体験。今までアウトドアなイベントとは縁のない生活を送ってたからなぁ。

「ほら！　そうちょーも空気を吸え！　酸素だ酸素っ！　まいうーだぞっ！」

「……ああ、確かに新鮮な空気はおいしいよね……」

「ん？　やけに元気がないな。あ。もしかして車に酔っちゃったのか？　まあ、しょうがないか。センセーの運転はちょっとすごかったし」

「………」

　いや、あれをちょっとって言えるのはカレンがすごいんだと思う。

　その証拠に隣にいる姫ひめ宮みや先輩は顔面蒼そう白はく。どう見ても酔っている。新鮮な空気よりも薬局で酔い止めを処方してもらうべきだろう。

　思えば、嫌な予感はしていたのだ。

　キャンプ場まではレンタカーで行くことになったんだけど、高校生である僕たちは免許なんて持ってないので、当然ドライバーは黒くろ医い先生が担当することに。

　彼女の運転がひどかった。

　運転技術がメチャクチャなくせにやたらスピードを出すからスリル満点なのである。イメージは、ジェットコースターとオバケ屋敷を合体させた感じ。え？　どこにオバケ屋敷の要素があるんだって？　だって車内で何度も見えたもん。死神が。

「というか、カレンはやけに黒医先生と仲良くなったんだな。『センセー』なんて親しげに呼んでるし」

「え？　だって、センセーが『カレンちゃん。お菓子あげるから仲良くしましょう』って言うから」

「………」

「『今度保健室でお菓子パーティーをするから来ない？』って誘われちゃったし。だから、センセーとカレンはとってもフレンドリーだぞ」

　えへへっと屈託なく微笑ほほえむカレン。緊急事態発生。いたいけな少女が刻一刻と黒猫の罠わなに嵌はまっています。

「もしかして、鉄てつ之の介すけくんも来たいの？」

　カレンと僕の会話を聞いていたのか、後ろにいた黒くろ医い先生が話しかけてきた。

　その服装はなぜかいつもの白衣。先生曰いわく、「教師なんだから当たり前でしょう？」だそうだ。だが、キャンプ場に白衣姿の女性がいるのはどう考えても浮いている。

「楽しいわよ？　いっぱいお菓子もあるし」

「生徒を餌え付づけするのはやめてください」

「パーティーに来てくれたら先生のことを『くろにゃん』って呼んでもいいわよ？」

「あんたどんだけそのあだ名で呼ばれたいんだよ！」

「もう、そんなに怒らないで。他の生徒のみんなは『くろにゃん』って呼んで慕したってくれてるのに。この前も女の子からお菓子をもらっちゃった」

「……よかったですね。高校デビューが上う手まくいってて」

「子供は扱いやすくて本当に助かるわ」

「その発言はどうかと思いますけどね！」

　黒医先生は美人だし、趣味が人間観察という致命的なマイナスポイントさえなければ結構まともな教師に見える。なにより年齢も若いから生徒たちも親近感を抱くらしい。

　そのせいか赴ふ任にん早々大人気。

　恐るべし、くろにゃん。聞いた話では、悩める女子生徒の人生相談まで請け負っているとか。どう考えてもミスキャストだ。この人に相談するくらいならコックリさんにでも頼んだ方がマシだと思う。

「だから、あなたたちも高校デビューをがんばってね。今日はそのためにキャンプに来たんだから」

「この前言ってた、『部員の結束を深める』ってヤツですか？」

「その通り。ロボ研の目標はみんなで協力し合いながら高校デビューをすること。そのためには、部員同士が信頼関係を築かなくちゃいけないわ。そうやって、高校生活における色々な初体験を乗り越えていくのよ」

「それは一理ありますけど……」

「そして、本当の意味での初体験も乗り越えて、少年は大人へと……」

「ならねえよ！」

　あんたは合宿で生徒に何をやらせる気だ！

　だけど、信頼関係を築くのは難しそうだなぁ。うちのメンバーは物の見事に個性がバラバラ。もしこんなサッカーチームがあったら監督が心労でノイローゼになってるに違いない。何より、キャンプ場に到着した時点ですでに一人ボロボロだし……。

「姫ひめ宮みや先輩、大丈夫ですか？」

「え、ええ。なんとか……」

　真まっ青さおになっている姫宮先輩に話しかける。車酔いになってるこの人を心配してだけど……それとは別に、なぜか姫宮先輩はこのところ元気がなかった。

　ひょっとしたら――例の実家に戻る話で悩んでいるのかもしれない。

　もちろん僕としては、できればこっちに残って欲しい。いや、正直あの吸血鬼ごっこから解放されるのは嬉うれしいけど、部活のメンバーが欠けてしまうのは寂しい。

「ほら、水でも飲んでください。顔が真まっ青さおですよ」

　とりあえず、僕は自分のカバンからペットボトルを取り出した。

「えっ……でも、これは鉄てつ之の介すけさんのでは？」

「大丈夫です。まだ蓋ふたは開けてませんから」

「いえ、そういうことでなくて……もらってしまっていいのですか？」

「もちろん。だって……その、僕たちは恋人同士でしょ？」

「あっ……そ、そうでしたわねっ」

　そう言って曖あい昧まいな笑顔を浮かべてから、姫ひめ宮みや先輩はペットボトルを開封してコクコクと水を飲み始めた。

　……うーん、なんだか大人しすぎて調子が狂うな。いつもなら「恋人なのですからこれぐらい当然ですっ！」とか高飛車なことを言って強引に水を奪い取りそうなのに。車酔いを引きずっているせいなのかもしれないけど……。

（姫宮先輩、本当に大丈夫ですか？）

　水を飲む彼女に、小声で話しかけた。

（やっぱり、どこか元気がないような）

（そっ……そんなことはありませんわ。ただ……強いて言うなら恋人ごっこなんて慣れないことをしてるせいか、ちょっと緊張していて……）

（緊張？）

（い、いえ……ここだけの話、わたしくは男性の方とお付き合いしたことがなかったので……だから、その……っ）

　そこまで言うと、姫宮先輩は恥ずかしそうに頬ほおを染めて黙ってしまった。

　へえー、少し意外だな。姫宮先輩は美人だし、そういう経験が豊富でもおかしくなさそう……って、ダメか。なにせこの人はヴァンプ姫宮。中学校じゃみんなから恐れられていたし、高校じゃ本性を隠かくすために男女交際はしてなかったんだろう。

（でも、よかったんですか？　ニセモノとはいえ、初めての交際相手が僕なんかで）

　僕と姫宮先輩がこんな関係になってしまったのは仕方ない成り行きなんだけど、それでも僕みたいな引きこもりと付き合ってることにするなんて……。

（……構いませんわ。むしろ、恋人役があなたでよかったと思います）

（え？）

　その言葉に、思わずきょとんとしてしまった。そんな僕を見て、姫宮先輩は「あっ」と何かに気づいたようにカァアアアアっと耳まで真まっ赤かにしてから。

（ちっ、違いますわよ！　今の言葉は、わたくしがあなたの恋人になりたかったという意味じゃなくて！　わたくしの秘密を知っているあなたなら、安心して恋人役を頼めるということですっ！）

　手をバタバタさせながら必死に弁解する姫ひめ宮みや先輩。そして、恥ずかしいのを誤魔化すみたいにまたペットボトルの水を飲んでいる。

　まあ、確かに僕たちは高校デビューを目指す仲間で、同じ部活のメンバーだ。つまりは普通の男子よりは気を遣う必要がなくて楽ってことなんだろう。

「………」

　けど……なんだろう。

　こんな風に慌あわてる姫宮先輩は、やけに女の子らしくて可愛かわいいというか……。

　なんて。

　僕がそんなことを考えながら彼女を見つめていると。

「――ふぅっ」

「ひゃふっ!?」

　突然、姫宮先輩が可愛らしい悲鳴を上げて口に含んでいた水をふき出した。

　なんという奇襲攻撃。水を飲んでいた姫宮先輩の耳に絶妙なタイミングで吐息が吹きかけられたのだった。もちろん、その犯人は……。

「あるみさん！　いきなり何をするんですのっ！」

　そう、桜さくらあるみ。どうやら生体アンドロイドには車酔いの心配もなかったらしい。あるみはいつも通りの無表情。というか、なぜいきなり姫宮先輩に吐息を……。

「すいません。ビックリしました？」

「当たり前ですわ！　そもそもどうして耳に吐息を吹きかけるんですの!?」

「もしや、耳が敏感でしたか？」

「そういうことじゃなくて！」

「まさか……息ではなく噛かんで欲しかったと？」

「違います！　いきなり優しく吐息を吹きかけられれば誰だれだってビックリするに決まっているでしょう!?　答えてください！　どうしてあんなことをしたのですか！」

「もちろん、あなたとマスターが何やら密談をしていたからです。まったく、真っ昼間っからイチャイチャして」

「なっ……べっ、別にわたくしたちはイチャイチャなんか……っ」

「おや？　おかしいですね。マスターとあなたは恋人同士なのでは？」

「そ、それは……」

「せっかく恋人同士なのですから、水もマスターに飲ませてもらったらどうですか？　当然、口移しで」

「そそそそそんなハレンチなことが出来るわけないでしょう！」

「でも、深夜に自分の部屋でマスターと会っていたんですよね？」

「あれは……その……ちゃんとしたわけがあって……っ」

「……くっ。なんですかそのツンデレっぽくてちょっと可愛らしいリアクションは。さては、そうやってマスターのことを誘惑して……」

「わたくしをツンデレ扱いするのはやめてくださる!?」

　大自然の中に来ても相変わらずなあるみと姫ひめ宮みや先輩。それどころか状況に応じてケンカのネタを変えているようにも見える。大した環境適応能力だよね。

　しかも、今のあるみはいつも以上に生意気。

　原因はもちろん僕と姫宮先輩の恋人宣言だろう。あれ以来、ずっと妹は不機嫌だった。おかげで兄妹ゲンカの方もますます悪化。僕に対する態度が明らかにトゲトゲしいのである。どうやらよっぽど僕と姫宮先輩が恋人同士なのが気に入らないっぽい。

「あるみも、あんまり姫宮先輩にちょっかいを出すなよな」

「どうしてですか？」

「いや、どうしてですかって言われても……」

「ああ、なるほど。マスターは『姫ひめ乃のにちょっかいを出すのは俺おれだけだ！　もちろん性的な意味でな！』と言いたいのですね？」

「『ですね？』じゃねえ！　いつ僕がそんなことを言った!?」

「えっ……て、鉄てつ之の介すけさん……さすがに外で始めるのはちょっと……」

「姫宮先輩もコイツの発言を信じないでください！　というか……外で一体何を始める気ですか？」

「なっ……ち、違いますわ！　別にわたくしはそういうことを考えていたわけではありませんっ！　違うったら違うのですからっ！」

　ふんっと姫宮先輩は息を吐いた。おっ。ちょっとだけいつものヴァンプ姫宮が戻ってきてくれた。もしかしたらあるみは元気のない姫宮先輩を気き遣づかってわざとちょっかいを……って、さすがにそこまで都合良くはないか。

「さあ。せっかく合宿に来たんだし、みんなの仲を深めるためにも、どんどん遊ばなくちゃね」

　険悪なムードの部員を無視するかのように明るく言う黒くろ医い先生。

　……よし。とりあえず今日は遊ぼう。黒医先生はここに来た理由は部員の結束を深めるためって言ってたけど、僕にとってはそれだけじゃない。

　そう――もちろん五月病の治療である。

　思いっきり遊べば気分もスッキリして五月病も治るかもしれない。ただでさえ五月は家に引きこもりっぱなしだったし、たまにはこういうアウトドアライフを満喫するのも悪くないだろう。この開放感と日差しはシンドいが。

「まずは、この近くにある川まで行ってみましょう」

　そんな先生の先導の元、とりあえず僕たちは荷物をロッジに置いて、近くにある川へ行くことにした。

　現在の時刻は午後二時。天気予報によると、今日は五月の最高気温を叩たたきだしそうなくらい日差しの強い日だとか。水遊びにはもって来いである。昼食はちゃんとサービスエリアで食べてきたし。

「でも、せっかく川で遊ぶんなら水着を持ってくればよかったですよね」

「？　何を言ってるのかしら鉄てつ之の介すけくん。数日前に『水着を服の下に着こんで来て』ってメールしたのに」

「えっ……」

　メール？

　そんなものが送られてきた覚えはないんだけど……。

「あれ？　そう言えば、鉄之介くんだけには送ってなかったかも」

「どうして僕だけ!?」

「だって、男の子の水着姿に需要なんかないでしょ？」

「あんたそれでも教師か！」

　確かに、男の水着姿なんか需要ゼロかもしれないけど、何も僕だけ仲間外れにしなくても……あれ？　おかしいな？　突然目から汗が出てきて……なんだか引きこもりのトラウマをクリティカルに抉えぐられちゃって……シクシク。

「姫ひめ乃のちゃんは水着を着てきたのよね？」

「もちろんですわ。ほら、この通り」

　一人悲しく地べたに「の」の字の書きとり練習をする僕の横で、姫ひめ宮みや先輩が大胆に服を脱ぎだしていた。露あらわになったのは、四月に銭湯で見た黒ビキニ。うーん、やっぱりスタイルが素晴らしい。これで中身がヴァンプじゃなければ最高なのに。

「鉄之介さん。落ち込んでないで川で遊びましょう」

「でも、僕には水着が……あっ、まさか全裸になれと？」

「誰だれがそんなハレンチなことを言いましたのっ!?」

「けど、じゃあどうすれば？」

「簡単な話です。水着がないなら、私服で泳げばいいじゃない」

「………」

　姫乃・アントワネットからのお達しに愕がく然ぜんとする平民が一人。ちなみに僕の服装は七しち分ぶ袖そでのラグランシャツにジーパン。これなら川に入れないこともないし、一応着替えの準備はしてきたから……なんとかなるかな？

「うわぁ、水が冷たくて気持ちいいなっ」

　同じく服を脱いで水着になったカレンが川の浅瀬に突撃していた。彼女が着ているのはワンピースタイプの子供っぽい水着。せめてもうちょっと高校生らしい水着を着ればよかったのにと思ったが、たぶんサイズがなかったんだろう。

　川の幅は十メートルほど。流れはちょっと速そうだけど泳げないこともないと思う。でも水はちょっと冷たいかもしれない。いくら天気がよくてもまだ五月だしさ。

「ほら！　あるみんも早く来たらどうだ！」

　きゃっきゃっと騒ぎながらカレンは岸にいるあるみに向かって水かけ攻撃。相変わらず無邪気で子供っぽいヤツ。

　けど、あるみも負けず嫌いだからな。いきなり水をかけられたりしたら、きっとムキになって反撃するんじゃ……。

「いえ、私は結構です」

「え？」

　思わぬ妹の態度にちょっとビックリ。……変だな。いつものあるみだったら間違いなくリベンジをしてるのに。もしかして僕との兄妹ゲンカのせいで機嫌が悪いのかな。

「えー、なんだよー、一緒に遊ぼうよー」

「嫌です。それに水遊びよりもっと楽しい遊びがあります」

「え？　ホントか？」

「私がフリスビーを投げますから、カレンさんがキャッチしてください。もちろん口で」

「誰だれがそんな犬みたいなことするかっ！」

「では、犬いぬ神がみ家ごっこを……」

「だから犬扱いするなって！　カレンは不良だぞっ！」

　ううっっと唸うなるカレン。いや、だからそのリアクションが犬っぽいんだって。相変わらずのチビオオカミっぷりである。あと犬神家に犬はあんまり関係ない。

「―――」

　けど――やっぱり腑ふに落ちない。

　あの生意気なあるみがカレンの挑発を無視するなんて。

（あるみ。おまえは川に入らないのか？）

　なんとなく、僕は小声で妹に話しかけていた。

（大丈夫です。私は少しここで日光浴をしていますから）

（日光浴？）

（エネルギーの充電です）

（まさかのソーラーエネルギー!?）

（今はなんでもエコが喜ばれる時代ですからね）

　何やら得意げに胸を張るあるみ。しかし、なぜかその姿にはいつもの生意気さがなかった。なんていうか、精一杯虚勢を張ってる感じである。

（それに、あまり水を甘く見てはいけません）

（どうして？）

（錆さびます）

（いや、そんな急にロボみたいな……。それに、家では普通にお風ふ呂ろに入ってるじゃん）

（あれは……とっ、とにかくっ。放っておいてくださいっ）

　言って、あるみはぷいっとそっぽを向いてしまった。

　うーん、なんだろう。いくらコイツでもさすがに太陽光発電なんてできないと思うし、お風呂に入ってるんだから水が苦手なわけでもないだろう。だとしたら、何か他に川に入りたくない理由が……。

「――あ、」

　瞬間、僕の頭にひらめきがあった。

　もしかして、コイツ……。

（なあ、あるみ）

（……？　なんですか、マスター）

（あのさ。一つ質問なんだけど……もしかしておまえ――泳げないのか？）

　質問の効果は覿てき面めん。

　あるみはビクッと震ふるえてから、「なっ、なっ、なっ……」と珍しくうろたえていた。

　やっぱりか。おそらくコイツはカナヅチなのである。うーむ、意外だ。冷蔵庫にジャーマンスープレックスをかませるくらい身体能力がハイスペックなくせに泳げないなんて。お風ふ呂ろにだって入れるんだから耐水性もバッチリなはずである。

（てっ、訂正してくださいマスターっ。高性能な生体アンドロイドである私が泳げないわけが……っ）

（嘘うそつけ）

（嘘ではありません。私は水陸両用です。一時期『ズゴ×クの再来』と呼ばれていたこともあるのですよ？）

（嫌なニックネームだな……）

（とっ、とにかくっ、私はちゃんと泳げます。川に入れないのは理由があるからです）

（理由？）

（実は昔、『ロボロボの実』という果物を食べて以来、水に入ると沈むように……）

（某海賊漫画みたいな設定を持ってくるのはやめろ！）

　あるみが「ロボロボのピストル！」とか言いださないことを祈っておこう。明日にでも海賊王を目指せそうなネーミングである。

（この際正直に言えよ。泳げないんだろ？）

（うっ……あぅ……）

（しかも、うちの学校はプールの授業があるぞ。一体どう乗り切るつもりだ？『人間としての高校デビュー』を成功させるためには泳げた方がいいんじゃないか？）

（そ、それは……）

　指摘すると、あるみはわからない問題に直面した子供みたいに口くち唇びるを噛かみしめた。

　やっぱりカナヅチか。川に入るのが嫌なのも、たぶん自分が泳げないからだったんだろう。それか、たぶん……。

「うふふ♪」

　どこか得意げな笑い声。

　それを聞いた瞬間、あるみが「しまった」と顔を強張らせた。

「うっすらとですが聞こえましたよ、あるみさん」

「ひ、姫ひめ宮みやさん……」

　微かすかに震ふるえる声の先にはビキニスタイルで胸を張る姫ひめ宮みや先輩。彼女はさっきの借りを返さんとばかりに高飛車に笑っていた。

「あるみさんも意外に子供っぽいのですね。泳げないから川に入りたくないだなんて」

「ぐっ……そういう姫宮さんは泳げるのですか？」

「あら、そんなの当たり前でしょう？」

「そうでしょうね。胸にそれだけ大きな浮き袋を付けていれば」

「どういう意味ですかそれは!?」

「知っていますか？　人間は脂肪が多いと水に浮きやすいそうです」

「っ。な、何を言うのかしら。あるみさんだって水に浮きそうな身体をしているじゃありませんか」

「……水に浮きそうな身体？」

「だって、あなたの胸ってまるでビート板みたいですもの」

「………っ!?」

　そ、そんなバカな……私の胸はそこまでペッタンコでは……と確認するように自分の胸を触るあるみ。ついつい僕も彼女の胸に目を向ける。まあ、姫宮先輩の胸と比べると悲しいくらいに凹凸が小さいような……。

「マスター。どうして私に憐あわれみの目を向けるのですか？」

「!?」

「……そうですか。マスターも、私の胸をポリエチレン加工物扱いするのですね……」

　ずぅぅぅぅんっと、今度はあるみが地面に「の」の字の書きとり練習を始めてしまった。うわー、さすが兄妹。僕たち落ち込む姿もそっくり……って感心してる場合じゃないぞ。

「………」

　――仕方ない。

　ここは妹のためにひと肌脱ぐか。

「……わかったよ。こうなったら、あるみも一緒に泳ごう」

「――え？」

　僕の言葉に、あるみはきょとんとしていた。

「だから、泳げないんだったら僕が助けてやるから一緒に川に入ろうぜ？　それなら大丈夫だろ？　そもそも、この合宿の目的は、僕たちが協力して高校デビューをするために結束を深めることだしさ」

「………」

　あるみは。

　僕の言葉にちょっとだけ黙ってから。

「…………本当ですか？」

　ちょっと不安そうに、訊たずね返してきた。

「本当に……私のことを助けてくれるんですか？」

「もちろん。こんなときに嘘うそはつかないよ」

「しかし、マスターに助けてもらうのは申し訳ないような……。私はマスターの高校デビューをサポートするのが役目なのに……」

「気にするなって。僕とおまえは兄妹だ。兄として、妹にそれぐらいのことはするさ。おまえの高校デビューのために」

「………」

　しばらく黙った後、「……引きこもりのマスターに助けられるなんて屈辱です」と消え入りそうな声で呟つぶやいて、あるみはポケットから取り出した板チョコをカリカリ齧かじった。

　しかし、その顔はちょっとだけ嬉うれしそうに見える。相変わらず感情表現が下手で不器用な妹である。まあ、そういうところがちょっと可愛かわいいんだけどさ。

「………」

　でも――よかった。

　これで、ちょっとでも僕たちの兄妹ゲンカが収束してくれれば――。

「そう言えば、あるみさんはどんな水着を着てきたのですか？」

「きゃっ……姫ひめ宮みやさん!?」

　唐突に、姫宮先輩があるみのワンピースのスカートをたくし上げていた。

「やっ……どうして私のスカートをめくるのですかっ」

「ふふ、ごめんなさい。でも、可愛い水着。この前着ていたスクール水着とは違うデザインですし、新しく買ったのですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「こ、これは……その……」

「ああ、それね。昨日、あるみちゃんが『合宿のときに着る水着が欲しいんだけど、可愛かわいいデザインがわからない』って私のところに相談に来たから、一緒に買いに行ってきたの」

「………っ!?　く、黒くろ医い先生っ、それは言わない約束では……っ」

「あらあら、そうだったかしら？」

　クスクスッと悪戯いたずらっぽく笑う黒医先生。

　げっ、この人また生徒をからかって楽しんでやがるな。サディスティックティーチャーめ。こんな人がよく教員免許を取れたよ。この国の教育環境が悪化しないことを祈るばかりである。

「―――」

　けど、なんだろう。

　あるみが服の下に着けているのはピンクのビキニ。それが姫ひめ宮みや先輩の手によってたくし上げられたスカートからチラチラ覗のぞいているのは……見方によってはなんだか下着を見せられてるみたいで、かなり刺激的に見えてしまうというか……。

「………っ。と、とにかくっ。着替えますから、手を離してくださいっ」

　さすがに恥ずかしかったのか、あるみが姫宮先輩の手を振り払った。そして、チラッと僕の方を一いち瞥べつしてからワンピースを脱ぎ脱ぎ。

　露あらわになるピンク色のチューブトップビキニ。

　姫宮先輩の着ているようなやけに胸を強調したデザインじゃないけど、その分あるみのスレンダーな体形に似合っているというか……。

「……マスター。どうです？　似合っていますか？」

　どこか恥ずかしげに指をモジモジさせながら訊たずねてくるあるみ。

　そんな妹に「う、うん……まあまあじゃないかな……」と答えることしかできなかった。女の子に対する褒め言葉としては赤点確定だろうけど、勘弁してくれ。引きこもりの僕にはこれがベストショットなのだ。

「……そうですか。よかったです。もし似合ってないと言われたら、マスター一人で川を泳ぐことになっていましたから」

「それだとおまえが困るじゃん」

「いえ、マスターが泳ぐのは三途の川ですよ？」

「縁起でもないことを言うなや！」

「まあ、冗談はほどほどにして。早く川に入りましょう」

　いつもの無表情でシレッと言った後、あるみは川の方に進もうとして……って、あれ？

　どうしてコイツ、こんなに僕の手をぎゅっと握ってくるんだろう。

「え、えーっと、あるみ？」

「うるさいですね。浮き輪の分際で喋しやべらないでください」

「いや、浮き輪って……」

「浮き輪とマスターはよく似ているじゃないですか。中身がスッカラカンなところとか」

「おまえが元気になってくれて嬉うれしいよ僕は！」

　毒舌全開フルスロットル。さっきまでは凹んでたくせに、すっかりいつも通りの桜さくらあるみである。

　しかし……口では必死に強がっているけど、やっぱり川に入るのが怖いのかな？　だってやけに僕の手をぎゅっと掴つかんでくるし……。

「お待ちなさい」

　と。

　そこで、なぜか水着姿の姫ひめ宮みや先輩まで僕の隣に並んで……って、あれれ？

　なんで姫宮先輩まで、僕の手を握ってくるんだ？

「……姫宮さん。なぜあなたまでマスターと手を繋つなぐのですか？」

「ふふっ。不思議そうな顔をしないでください。わたくしたちは恋人同士。だったら、手ぐらい繋いでも普通でしょう？」

「……もしかして、あなたも一人で川に入るのが怖いのですか？　さては、泳ぎが得意でもこういう川で泳ぐのは初体験なのでは？」

「なっ……！　そ、そそそそそんなわけないでしょう!?　わたくしはただ、この川は意外と流れが速そうだからみんなで入った方が安全だと思って……それにほら！　わたくしは鉄てつ之の介すけさんの恋人ですから！」

　うふふふふっと余裕ぶった表情で笑いながらも、姫宮先輩はぎゅぅっと僕の手を握ってきた。

　えーっと、何このシチュエーション？　僕のポジションは二人の浮き輪ですか？

　後ろで黒くろ医い先生が「まぁまぁ、両手に花ね」なんてコメントをしてるけど、この二人の場合はそんなコトワザは似合わない。強いて言うなら両手に薔ば薇らだ。二人とも花は花でも性格が尖とがりすぎている。挟まれた僕は血だらけスプラッタ。

「そうちょー！　気を付けろー！　その川、意外と深いからぁーっ！」

　川に入る直前で、いつの間にか向こう岸にいたカレンからアドバイスが飛んできた。どうやら僕たちが話している間に一人泳ぎ切ったらしい。

　でも、カレンの身長じゃたとえ市民プールでも底なし沼なみに深く感じるんじゃないか？　なんてことも思ったけど、油断はしない。

　なにせこっちは手を繋いでるんだ。この状況は泳ぐというより借金苦で川に身投げをした家族に近い。さながら一家心中ですよ。

「―――っ」

　川に足を踏み入れた瞬間、一気に水の冷たさが足首から全身に這はい上がってきた。サマーシーズン到来には一足早かったようだ。時代よ、早く僕たちに追いついてくれ。

「くっ……」

　とにかく。この川は水遊びにはちょうどいいが、泳ぐのにはデンジャラスな気がする。これは、いったん引き返すことも考えないと……。

「ど、どうしたんですか姫ひめ宮みやさん？　身体が震ふるえているようですが」

「ふ、ふんっ。あるみさんこそ、そんな覚おぼ束つかない足取りで岸まで辿たどりつけるのですか？」

「と、当然です……っ。カレンさんにできたんですから、私だって……っ」

　バチバチと僕を挟んで火花を飛ばしあう姫宮先輩とあるみ。

　……ダメだ。

　とてもじゃないけど「引き返そう」とか言える雰囲気じゃない。もはやこの二人がしてるのは川遊びじゃない。ビビった方が負けのチキンレースである。これは、とりあえず川を渡りきるしかないのか……？

「ふ、ふふっ。この程度の寒さぐらいぜぜぜぜ全然平気ですわ……っ」

　強気なコメントをしながらも、ガクガク震えている姫宮先輩……って、うわあああああ寒いのはわかるけど、あんまり僕の身体に引っ付かないで！　引きこもりのハートには刺激が強すぎるから！

「マ、マスター、手を離さないでくださいね……？」

　あるみはあるみで泳げない不安があるのか、僕の腕にぎゅっと抱き着いてきた。

　……待ってくれ。

　僕の目的は高校デビューだったはずだ。なのに、どうしてこんな大自然の厳しさを味わっているんだろう？　ああ、厳しきかな、高校デビューへの道……。

「ぐっ……」

　それでも救いは、川がそこまで深くなかったこと。

　一番深いところでもギリギリ僕の首から上は出る。やはり、カレンの警告は若干的外れだったか。カレンの人生は言わば逆ガリバー旅行記だから仕方がないかもしれないけど。

　何はともあれ……これなら行けるっ！

　今僕がいるのはちょうど川の半分あたり。後は気合でなんとか……。

「――あ、」

　しかし。

　ネガティブな引きこもりが抱いた希望ですら、大自然はあっさりと打ち砕くのだった。

「――きゃっ!?」

　突然響くあるみの悲鳴。川底がぬめっていたせいで足を滑らせたのか、妹は大きくバランスを崩して……。

「ちょ、ちょっと、あるみ……ごぼっ!?」

　ふにゅっと。

　あろうことか、あるみが僕の顔辺りに思いっきり抱き着いてきたのだ。

　たぶん、泳げない彼女にとっては死活問題だったんだろう。

　彼女は半泣きになりながら思いっきり僕に体重をかけてごぼぼぼ沈む沈む沈むっ！　唯一川から出ていた僕の頭が水中に沈んでごぼぼぼぼっ！

「い、いやっ！　マスター！　私から離れないでくださいっ！」

「ごぼっ、ちょっ、わかった、あるみっ、わかったから……がぼぼっ!?」

　緊急事態発生。まるでドイツのＵボートよろしく急浮上と潜航を繰り返す僕の頭。なんだこれ。中世ヨーロッパの拷ごう問もんでもここまで惨むごたらしい事態にはならないぞ。

　思わず、あるみの身体を引き離そうとするが……。

「あっ、鉄てつ之の介すけさんっ、手を離さないでくださいっ」

「!?」

　あるみを離そうとしてうっかり握っていた手を離してしまったせいか、今度は姫ひめ宮みや先輩まで僕の頭をぎゅぅぅぅぅっとヘッドロック。プロレス史上ですら前代未聞のダブルヘッドロックである。

　しかも、姫宮先輩が思いっきり僕を抱きしめているせいで……胸が。

　あるみが乳ちち姫ひめ様と崇めるほどの二つの殺さつ戮りく兵器が僕の顔に押し付けられて……息ができない。このままじゃ僕は乳で溺おぼれる。ギネスに載っちゃうくらい奇特な死に方だぞ。なんとか……誰だれかに助けを求めなければ……！

「鉄之介くん！　大丈夫よ！」

　と、そこで岸にいた黒くろ医い先生が励ましてくれた。おおっ、さすがは教師。伊だ達てに白衣を着てるわけじゃ……。

「もし溺れ死んでも、先生がちゃんと司法解剖してあげるから！」

「全然大丈夫じゃねえええええええっ！」

「もう、そんなに怒らないで。今のはちょっとしたジョークじゃない。でも、こんなレアな状況もそうそうないわよね……あっ、そうだ。レポートレポート♪」

「こんなときまで実験動物マウス扱いするのはやめて！　ていうか早く助けて！」

「けど、どうやって？」

「なんでもいいんです！　何か浮き輪になりそうなものを投げてくれれば！」

「だったら姫ひめ乃のちゃんの胸を掴つかめばいいじゃない」

「今あんたのシャレに付き合ってる余裕はねえから！」

　この人、わざとやってるんじゃないだろうな？　だとしたら性格が悪すぎる。かのナイチンゲールは白衣の天使と呼ばれたそうだが、黒医猫ねこ子こは白衣の堕天使だ。

「そうね。浮き輪はないけど、これならどうかしら？」

「それは……ロープですか？」

　そう、黒医先生がリュックから取り出したのはロープだった。見たところ結構長さがあるみたいだし、あれなら僕たちまで届くだろう。けど、なんでロープがリュックサックに？

「実は、念のために持って来ておいたの。きっと夜になったら必要になると思って」

「……ストップ。一体どんなシチュエーションを予想してたんです？」

「えっ……やだっ、そんなの恥ずかしくて言えるわけないでしょっ」

「じゃあ持ってくるなよっ！」

　こんな人を雇うということは、案外うちの高校の経営も悪化してるのかもしれない。今のこの国の財政状況を見てるみたいなジットリとした不安が湧き上がってくるよね。

「ほら、これに掴つかまって」

　それでも、一応教育者としての役目を果たすためなのか、黒くろ医い先生がテキサスのカウボーイよろしく僕たちに向かってロープを投げてくれた。ナイスコントロール。

「ひっ……姫ひめ宮みや先輩！　ロープを……！」

「わ、わかりましたわっ！」

　両手が塞ふさがっている僕の代わりに、姫宮先輩にロープを掴んでもらう。後は簡単だ。綱引きでもする要領で、黒医先生にロープを引っ張ってもらって、僕たちも岸に向かって引き返せばいい。やってることがリポビ×ンＤのＣＭみたいだ。

「三人とも、大丈夫？」

　岸にかなり近づいたところで、黒医先生が話しかけてきた。岸までの距離は約一メートル。水かさは僕の胸辺り。ここまで来れば、もう溺おぼれる心配もないだろう。

「……あるみ。もう心配ないぞ」

　声をかけると、彼女は「……はい。マスター」といつもの調子で返事をした。だいぶパニクってたけど、どうやら落ち着いたらしい。

　よし、これならもう大丈夫。

　あとは岸に上がって冷えた身体を日差しで温めれば――。

「――あ、」

　と。

　僕たちが岸から上がった瞬間、黒医先生がおかしな声を出した。その目は僕の隣にいる姫宮先輩に釘くぎづけになっている。

　ついつい、つられて隣を振り向いて――絶句した。

　ビキニ。

　たぶん、さっきのゴタゴタで紐ひもがほどけてしまったんだろう。姫宮先輩の水着のトップが流されてなくなっていた。なので、必然的に僕の目に飛び込んでくるのは健康的な女の子の上半身と、乳ちち姫ひめなんてあだ名の由来になった豊かなお胸なわけで――。

「………きゃっ!?」

　瞬間、響き渡る姫宮先輩の可愛かわいらしい悲鳴。彼女は瞳ひとみを潤うるませて顔を羞しゆう恥ち心しんに染めてから両手で必死に自分の胸を隠かくそうとして――。



「――み、見ちゃダメですっ！」



　刹せつ那な――やけに焦ったあるみの声が聞こえた気がした。

　反射的に振り向くと、そこには小さな拳こぶしをぎゅっと握りしめている妹の姿が――。

「―――」

　なぜか。

　そこで、僕の記憶は途切れている。



「――マスター。目が覚めましたか？」

　パチリと目を開けると、響いたのは聞きなれた無感情な声。

　桜さくらあるみ。

　彼女は、ちょっとだけ心配そうに横に寝かされた僕を見つめていた。

「……あるみ？　あれ、僕はどうして……」

「もしかして……憶えていないのですか？」

「う、うん。川に入ったところまでは憶えているんだけど……」

「………。では、説明します。マスターは……川で溺おぼれたんですよ」

「溺れた!?」

　え？　あれ？　ちょっと待てよ？　確か僕はあるみや姫ひめ宮みや先輩と川に入って……ダメだ。どうしてか、そこから先の記憶が上う手まく思い出せない。川に入ってあるみと姫宮先輩に抱きつかれたような気もするんだけど……。

「でも、どうしてだろう。なんだかやけにお腹が痛いような……」

「そっ、それは溺れたときに岩に衝突したからだと思います」

「そうなのか？　それにしてはミゾオチのあたりがピンポイントで痛むというか……これじゃまるで誰だれかにボディブローを打ち込まれたみたいな……」

「きっと尖とがった岩に当たったんだと思いますっ」

　どうしてか、あるみは気まずそうに僕から目線を逸そらした。もしかしたら、よっぽどひどい衝突事故だったんだろうか。妹は思い出すのも辛そうな顔をしている。

「あっ、ちょっと待ってくれ。もう少しで思い出せそうな気がする。僕たちは、黒くろ医い先生にロープを投げてもらって、それで……」

「思い出さない方がいいですっ！　とてもいやらしい光景ですからっ！」

「……いやらしい光景？」

「あぅ……だから、マスターはかなりいやらしい溺れ方をしていたというか……」

「どんな溺れ方だよ!?」

「と、とにかくっ。あまり思い出すと傷にさわりますよ？　記憶が蘇よみがえるのと同時に痛みもより生々しくなります。そうに決まっています」

「わ、わかった。だからそんな怖い顔するなよ……」

　やけに強気なあるみの雰囲気に押されて、記憶のフラッシュバックを中止。案外あるみの言う通り思い出さない方がいいのかもしれない。コイツも珍しく必死になってるし。

「――けど、ありがとう、あるみ」

「えっ……」

「だって、僕が無事だってことはたぶんおまえが助けてくれたんだろう？」

「………」

「おまえがいなかったらきっと僕はあのまま川で溺おぼれてたよ。やっぱり、おまえは優秀な妹だ。ありがとう、あるみ」

「………っ」

　つい兄妹ゲンカをしていることも忘れて素直にお礼を言う。

　しかし、なぜかあるみは「……すいません、マスター」と謝ってきた。

　……あれ？　どうしてコイツはすごく申し訳なさそうにしてるんだろう。ひょっとして僕が溺れたことに責任を感じてるのかな？

「というか、ここはどこなんだ？」

　なんだかやけに会話の空気が重かったので話題を変えてみる。場所はさきほどまでの河原じゃない。それに、空も大分暗くなってるし……。

「キャンプ場の一角にある屋外食事スペースです。ここで飯はん盒ごう炊すい爨さんやバーベキューをして食事を取るわけです」

「食事ってことは……もう時間は夜なのか？」

　なるほど。どうりで僕らを照らす明かりが近くにあるたき火だけなわけだ。うーん、いかにもキャンプって感じ。それに、どこからか香ばしいカレーの匂においが……。

「あら。やっと起きたのね、鉄てつ之の介すけくん」

　鼻をクンクンさせていると、黒くろ医い先生がお皿に載ったカレーを食べながら近づいてきた。

「大丈夫？」

「はい。なんとか……」

「そう、よかったわ。なにせあれは強烈な一撃だったから」

「……一撃？」

「まるで『あしたのジョー』のワンシーンみたいだったもの」

「………」

　おかしいな。どうも会話が噛かみ合っていない気がする。そもそも『あしたのジョー』に川で女の子に抱きつかれて溺れて岩に衝突するなんてラブコメチックなシーンがあっただろうか？

　うーん、と唸うなっていると突然あるみが「マ、マスターっ」とやけに焦った様子で話しかけてきた。

「……ほら、お腹が空いているでしょうからカレーを食べてください。今回のカレーはちょっと自信作ですよ？」

「え？　おまえが作ったのか？」

「もちろんです。それで……もしよかったら……」

　最後はどこか恥ずかしそうに言ってから、あるみは銀色のスプーンでカレーをすくって、僕の前へと運んできた。どうやら、食べさせてくれるらしい。

「………」

　……なんか、不自然なくらいに優しいな。僕たちは兄妹ゲンカの真っ最中なのに。たぶん不器用なコイツなりに溺おぼれた僕を気き遣づかってくれてるのかもしれないけど……うわー、さすがに食べさせてもらうのは恥ずかしいというか……。

「ど、どうしたんですか。早く食べてくださいっ」

「あっ、う、うんっ」

　しかし、いつまでも恥ずかしがってても仕方がないので差し出されたカレーをパクリと一口。瞬間、スパイシーかつほんのり甘いカレーの味が口の中に広がる。

「どうですか？」

「……うん。すごくおいしい。あるみは相変わらず料理が上う手まいな」

「べっ、別にお世辞はいりません。きっと隠かくし味のチョコレートが効いているだけですからっ」

　褒められたのが照れ臭かったのか、あるみは顔を赤くしながらまた僕の前にスプーンを差し出してきた。そうやって恥ずかしさを誤魔化したいらしい。

「あら。ずいぶん仲が良いのですわね」

　と、響いたのはソプラノボイス。

　姫ひめ宮みや先輩だ。

　水着から私服に着替えた彼女は、意味ありげな目線で僕たちを見つめていた。

「もう大丈夫なのですか？」

「あ、はい。すいません。僕が溺れたせいで迷惑をかけてしまって……」

「……溺れた？」

「姫宮さん。何を不思議そうな顔をしているんですか。マスターはさきほど川で溺れていたじゃないですか」

「………。え、ええ。そうでしたわねっ。わたくしったらついうっかり……」

　姫宮先輩はちょっとだけ顔を赤く染めながら「まあ、そっちの方がわたくしも都合がいいですし……」と呟つぶやいた。

　……都合がいいってなんだ？

　それじゃまるで僕に隠したいことでもあるみたいな……。

「そんなことより、さっきの言葉を訂正してください。私とマスターは別に仲直りしたわけではありません」

「じゃあ、どうして食べさせてあげているのですか？」

「それは……さきほどの件もありますし……」

「……まあ、確かにあんな痛々しい事件があっては仕方ありませんけど」

　姫宮先輩もどこか哀れむような目で僕を見つめてきた。いやいや、だからどんな溺れ方したんだよ、僕。そんなに強く岩にぶつかったんだろうか？

「それより、勝負の件はどうなったのですか？」

「ええ。もちろんばっちりですわ」

　言って、姫ひめ宮みや先輩は自信満々に微笑ほほえんだ。

　……勝負？

　なんだろう、その不吉な響きは。僕が寝ている間に何かあったのか？

「ふふ。鉄てつ之の介すけくんには先生が説明してあげる。せっかくだから、あるみちゃんと姫ひめ乃のちゃんに料理勝負をしてもらったの」

「料理勝負ですか？」

「そう。この合宿の目的は高校デビューのためにお互いの結束を深めること。だから何か勝負をすれば仲が深まると思って」

「なんだか不良マンガみたいな理論ですね」

　全力で戦った不良同士が和解して仲間になるみたいな展開だろうか。しかし、この二人の場合友情は生まれないと思う。生まれるのは因縁だけだ。

「ちなみに、姫宮先輩は何を作ったんですか？」

「ふふんっ。わたくしもカレーですわ」

　言って、姫宮先輩はお皿に載ったカレーを僕に差し出してきて……おおっ、ルーが緑色だ。グリーンカレーか。これはまた凝ったものを作ったな。

「すごいですね。材料は一体何を使ったんですか？」

「え？　あるみさんと同じ材料しか使っていませんけど？」

「………」

　バッと、僕は今まで食べていたあるみシェフのカレーを見た。

　……おかしい。やっぱりどう見ても普通の色をしてるぞ。同じ材料を使っているはずなのになぜ姫宮先輩のは緑色に？　どんな化学変化が起きればこうなるんだ？

「ひ、姫宮先輩？　ちなみにこのカレーの味見はしたんですか？」

「もちろん。ちゃんと美お味いしかったですわよ。カレンさんも絶賛してくれましたから」

「あれ？　そう言えば、カレンはどこに？」

「ああ。カレンさんならそこで倒れていますわ」

「倒れている!?」

　驚いて視線を移動させると……姫宮先輩の言った通り、カレンは僕たちからちょっと離れたところで倒れていた。え？　何これ？　なんでカレンがダウンしてるの？

「お、おい！　カレン！　大丈夫か！」

　思わず駆け寄るが、カレンはピクリとも動かなかった。

　……ダメだ。

　へんじがない。ただのしかばねのようだ。

「ひ、姫宮先輩。カレンに何をさせたんですか？」

「何をって……味見ですけど？」

「毒味の間違いですよね!?」

「まあ、失礼な。カレンさんったら、わたくしのカレーを気に入ってくれたのか、お腹がいっぱいで動けなくなるまで食べてくれましたのよ？」

　違う。絶対に違う。

　だってさっきからカレンがすごいちっちゃい声で「ひめのんはインドのみなさんに土下座しろ……」とか変なうわごとを呟つぶやいてるんだもん。しかもカレーのルーが僕の部屋にあるＭＦ文庫Ｊってライトノベル文庫の背表紙ぐらいグリーンである。

「こう見えても、わたくしは料理の腕に自信がありますの」

「意外ですね。姫ひめ宮みやさんが料理をするとは。セレブのお姫様なのに」

「べっ……別に料理が得意でも不思議はないでしょう!?」

「まあ、それはそうですが」

　どこか納得いかなそうなあるみと、引きつった表情の姫宮先輩。そっか。この人が一人で貧乏暮らししてるってことはまだバレてないんだっけ。

　けど、一人暮らしをしているならもっと料理が上う手まくなってもいいのに。どうしてこんな大量殺さつ戮りく兵器が生まれてしまったのだろうか……ああ、神はなぜこんな過あやまちを……。

「さあ、鉄てつ之の介すけさん。どうぞ」

「!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　見ると、さっきあるみが僕にしたように、姫ひめ宮みや先輩が緑色のルーを僕の口まで運んできていた。

「なっ、なんで僕が食べるんですか？」

「だって、この料理勝負の審判はあなたですもの」

「どうしてそんな役回りが僕に!?」

「黒くろ医い先生が『女の子の料理勝負と言ったら、男の子が審判をするもの』っておっしゃるから」

「く、黒医先生……」

　恨みのこもった視線を向けると、黒医先生は「がんばってね」と子猫スマイルで誤魔化しやがった。ひどい。こんなときだけ営業スマイル全開にするなんて。大人って汚え。

「ほら。せっかくこのわたくしが食べさせてあげるのですから、光栄に思いなさい」

「け、けど……」

「もしかして……わたくしに食べさせてもらうのは嫌なんですの？」

　あるみと同様、食べさせるのは恥ずかしいのか、姫宮先輩は頬ほおを桃色にしていた。

　うわー、普段高飛車でわがままなこの人がこんな表情をするのは可愛かわいい。これで食べさせようとしてる物体がグリーンじゃなければ最高なのに。

「姫ひめ乃のちゃん。せっかくだから『あーん♪』って言ってあげたら？」

「えっ!?　で、でも、さすがにそれは恥ずかしすぎる気が……」

「あら。姫乃ちゃんと鉄てつ之の介すけくんは恋人同士なのよね？　だったら『あーん♪』ぐらい平気でしょ？」

「うっ……そ、それもそうですわねっ。さあ、鉄之介さん。これを食べればきっと五月病も治りますからっ」

　覚悟を決めたのか、羞恥心で身体をモジモジさせながらも……姫宮先輩はひどく緊張したぎこちない感じで「あ、あーん♪」とスプーンを僕の口に近づけてきた。

　――ああ。

　僕も覚悟を決めよう。そう、この合宿の目的は僕の五月病を治すことであり、ロボ研メンバーが高校デビューのために結束を深めること。

　だったらここで退くわけにはいかない。

　それに、僕は姫宮先輩の恋人のフリをしなくちゃいけないんだ。じゃないとこの人が実家に帰ってしまう。せっかくできた先輩がいなくなってしまうのは嫌だ。それに、いくらなんでもラブコメマンガじゃないんだからそこまで衝撃的な料理ができるはずが……。

「……んっ」

　パクリと、僕は意を決してカレーを口に含んだ。

「どうですか？」

　目の前にいるのは、優雅な笑みを浮かべる姫宮先輩。

「―――」

　なぜか。

　そこで、僕の記憶は途切れている。



「――鉄てつ之の介すけさん。目が覚めましたか？」

　パチリと目を開けると、響いたのは聞きなれたソプラノボイス。

　姫ひめ宮みや姫ひめ乃の。

　彼女は、すごく心配そうに横に寝かされた僕を見つめていた。

「……姫宮先輩？　あれ、僕はどうして……」

「もしかして……憶えていないのですか？」

「は、はい。川に入ったところまでは憶えているんですけど……」

「………。では、説明しましょう。鉄之介さんは……川で溺れたんですわ」

「溺れた!?」

　え？　あれ？　ちょっと待てよ？　確か僕はあるみや姫宮先輩と川に入って……ん？　待て待て待て。どうもおかしい気がするぞ。具体的に言うと、このやり取りを体験するのがまるで二回目みたいな……。

「でも、なんだかやけに舌がピリピリするんですが……」

「そっ、それは溺れたときに岩に衝突したせいだと思います」

「どんなぶつかり方をしたんですか!?」

「きっと尖った岩に当たったんだと思いますっ」

「余計にわけがわかりませんよ！　……って、うわあああ今はっきりと思い出した！　僕、さっき姫宮先輩のカレーを食べて気絶しましたよね!?」

「そ、そんなバカなことが起きるわけないでしょう？」

「これが現実です！」

「もう、鉄之介さんったら。何か悪いものでも食べたんじゃないですか？」

「まったくもってその通りですから！」

　鮮明にフラッシュバックする先ほどの記憶。そうだった。僕は川で溺れた後、彼女たちの料理勝負に巻き込まれたのだ。そして姫宮印の特製カレーを食べて数十秒だけ意識が飛んだっぽい。うわー、あまりの衝撃に味を表現できない。一言で言うなら……刺激物。

「な、何を言っているのかしら。カレーなら、今から食べるところでしょう？」

　言って、何事もなかったように姫宮先輩はグリーンカレーを差し出してきた。あ、悪魔かこの人は……！　さっきの惨劇を目の前で見ていたはずなのに……！

「だ、大丈夫ですわ。きっとさっきのは不幸な事故。今度こそ、美味しく食べられるはずですから……っ」

　さすがに自分の料理を食べて後輩が倒れたのはショックだったのか、姫宮先輩はうるうると瞳を潤ませていた。

　……ダメだ。

　こんな顔されたら、とてもじゃないが断れない。

「わ、わかりました。食べますよ」

「そっ……そうですか。よかった。では、改めて――」

　瞳を潤ませたままで顔を羞恥心に染めながら、再び「あーん♪」と緊張した様子で劇薬カレーを差し出してくるお姫様。

　そんな彼女の姿に――僕の脳裏には、一つの不安が浮かんでいた。

「…………ああ」

　こんな調子で、本当に五月病が治るんだろうか？



　夜。

　一般人にとってはスリーピングタイムだが、引きこもりにとっては活動時間。生活習慣が乱れがちな僕たちはハムスターよろしく夜行性になることが多いのだ。

　そして、生活習慣がおかしいと寝つきも悪くなる。それが使い慣れていないベッドならなおさら。そう、まさに今の僕みたいな感じで。

「……眠れない」

　時刻は深夜二時。

　あのグリーンカレー事件の後。なんとか回復した僕は、黒くろ医い先生の提案でロボ研メンバーと一緒にゲームをして遊ぶことになった。すべては部員の結束を深めるためである。

　いや、これだけ聞いたら保護色がポリシーな僕に似つかわしくないリア充な行為に思えるけど、実際は違う。

　僕たちがやったゲームは、黒ひげ危機一髪。

　そして、ルールは黒ひげを飛ばした人間が姫宮シェフのグリーンカレーを一口ずつ食べるという過か酷こくなものだった。

　姫宮先輩は「どうしてわたくしの料理を罰ゲームに使うんですか!?」と怒っていたが、僕たちは顔面蒼そう白はく。あるみは「この劇薬の致死量を計算しなくては……」と震ふるえていたし、カレンも「こんなの不良の食べるものじゃない……」と半泣きになっていた。

　無事だったのは奇跡的にゲームに勝利し続けた黒医先生と、あのカレーをおいしいと言い張る姫宮先輩くらい。今日初めて知ったけど、あの人の料理センスは絶望的だ。まあ、完かん璧ぺきなお姫様にも一つぐらい欠点があってもおかしくないよな。

　そんなこんなで、参加者が半死半生になってきたところでゲームはお開き。

　その時点で時刻は深夜〇時。明日には街に帰らなくちゃいけないし、今日はもう寝ようということになって、僕たちはそれぞれのロッジへと帰った。

　当然ながらロッジは男女別々。内装は新しくて綺き麗れいだった。お風ふ呂ろやベッドも完備されていたのでなかなか居心地が良さそうだったし、早く眠れるかとも思ったんだけど……。

「……ダメだ」

　見慣れない天井を見上げながら再び呟つぶやいた。

　――ネガティブシンキング。

　引きこもりゆえに僕が抱えている難病である。いや、今日は楽しいキャンプだし、どこにネガティブになる要素があるんだと思われるかもしれないが……今が楽しいからこそ未来が不安で眠れなくなるのだ。

　当たり前のことだが、いくら今日が楽しくても休日が明けたらまた学校に行かなくちゃいけない。それが僕には憂ゆう鬱うつでたまらなかった。

　本当にこんな合宿で五月病を治せるのだろうか。そんなことを考えると、不安で仕方がなくなってきて……。

「くそっ……」

　憂鬱な思考に嫌気がさして、ガバッと身体を起こす。

　ダメだダメだダメだ。余計なことを考えるな。いつも以上のネガティブシンキングこそが五月病の症状なんだ。この病やまいを治すために、僕はここに来たんだろう？

　そう……すべては、自分の夢である高校デビューを成功させるために――。

「……散歩にでも行くか」

　マイナス思考を振り払うように言い聞かせる。こうなったら気分転換。夜のキャンプ場を歩くのは意外と気持ちがいいかもしれないし、きっと星も見えるだろう。

「……ん？」

　と、僕がそんなことを考えていると、ロッジの外から物音がした。

　数秒してから、それが足音だと気づく。

　続いて聞こえてきたのは、どこか遠慮がちにドアをノックする音と、「……マスター。まだ起きていますか？」という無機質だが滑らかな声。

　どうやら、ドアの向こうにいるのはあるみらしかった。

「う、うん。起きてるよ」

　ちょっぴり緊張した声で、ドア一枚隔へだてた向こう側へ返事をする僕。こんな深夜にどうしたんだろう。とりあえずベッドから降りて、ドアを開けようとしたが――。

「ダっ、ダメですっ。開けないでくださいっ」

　なぜか、やけに焦ったあるみにドアノブをロックされてしまった。……なんだろう。コイツがこんなに慌あわてるのは珍しいな。いつもは無表情で生意気なくせに。

「あっ、すいません。別に開けても大丈夫なのですが……その、まだ覚悟ができていないというか……」

「覚悟？」

「………っ。だ、だから、その……」

　ゴニョゴニョと言葉を濁にごした後で、あるみは黙ってしまった。そして数秒ほど静せい寂じやくが続いた後――突然、僕の部屋のドアがゆっくりと開いた。

　当然、扉の向こうには見慣れた妹の姿が――。

「―――っ」

　瞬間、絶句する僕。

　桜さくらあるみ。

　普段のコイツの就寝スタイルは可愛かわいらしいパジャマとかやけに子供っぽいデザインのものが多い。あるみ曰いわく、姉さんがきわどいデザインのベビードールやらを送ってくるのだが、恥ずかしくて着ていないそうだ。確かに、そんなものを着られても僕が困る。

　しかし、今あるみが着ているのはある意味ベビードールよりも衝撃的だった。

　Ｙシャツ。

　しかも、サイズ的にたぶん僕のだろう。妹はサイズの合わないぶかぶかのＹシャツをワンピースチックに纏まとっていた。なぜか、足にはハイソックスまで。

「………」

　どうしよう。『妹がやけにマニアックな恰かつ好こうをして兄の部屋に来たんですけど』。この状況をライトノベルのタイトル風に表現するならそれだろう。わーい、すっごい今風！　……って、そんなことを考えている場合じゃない。

「あの、あるみさん？」

　とりあえず、僕は訊たずねてみることにした。

「おまえ、もしかして変な趣味に目覚めたのか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「なっ……ち、違いますっ。私は、ただマスターと一緒に寝ようと……」

「一緒に寝る!?」

「あっ、なぜそこでそんなに驚くのですかっ」

「だっ、だって、寝るって……」

「ちっ、ちちち違いますっ！　これはそういう意味ではなくてですねっ！」

　頭から湯気を出すんじゃないかってぐらい顔を真まっ赤かにして慌あわてふためくあるみ。コイツの場合本当に頭から湯気を出してオーバーヒートしてしまうことがあるので注意がいる。とりあえず、なんとか落ち着かせないと……。

「冷静になれって。なんでそういう思考に辿たどり着いたんだ？」

「だって、前に博士が私に教えてくれたので……」

「姉さんが？」

「『鉄てつ之の介すけって、抱き枕まくらがないと眠れない体質なんだよねー』と」

「どんな体質だよ!?」

『枕が変わると眠れない』っていうのはよく聞くけど、『抱き枕がないと眠れない』なんてアヴァンギャルドな体質は聞いたことがない。いくらなんでも末期症状すぎる。姉さんめ。さてはあるみをからかうためにテキトーなことを吹き込みやがったな。

「私はマスターのために造られた生体アンドロイドです。だから、マスターが不眠症にならないように抱き枕の代わりに添い寝してあげようと……」

「もしかして、そのためにわざわざそんな恰かつ好こうをしてきたのか？」

「あ、当たり前ですっ。まずは形から入ってみたわけですっ。じゃなければ、誰だれがこんな恥ずかしい恰好を……っ」

　拗すねた子供みたいにあるみは恥ずかしそうに口くち唇びるを噛かみしめた。

　なるほど。今のコイツの恰好は僕が持ってた抱き枕をマネしたわけか。あれにプリントされていたのはＹシャツにハイソックス姿の妹キャラだった。

　だが――実を言うと僕は随ずい分ぶん前から抱き枕なんか使っていない。

　あるみが家に来てから、急に抱き枕を見るのが馬ば鹿からしくなってしまったというか、恥ずかしくなってしまったというか……そんなわけで、抱き枕はしっかり卒業。今は押し入れに厳重に封印してある。

「ど、どうしたんですか？　早く部屋に入れてください」

「わ、わかった……」

　ゆっくりと僕は妹を部屋に招き入れる。え？　なんで添い寝する必要がないのに入れるんだって？　いや、さすがに断れないって。状況をよく考えてみてくれ。

　なにせコイツは桜さくらあるみ。

　あの不器用な妹がこれだけ恥ずかしいことをしてるんだ。コイツはコイツなりに必死で羞しゆう恥ち心しんを我慢してるはずである。なのにここで僕が断ったら、妹の顔に泥を塗ることになりかねない。というか、最悪逆上したあるみに血ち塗まみれにされるかも。

「でも……言っておきますが、添い寝するだけですよ？」

「わかってるって……」

「いくら抱き枕まくらの代わりをするからって言って、抱きつかないでくださいね？　もしおかしなマネをした場合は、ベアハッグでマスターの背骨をバキバキにしますから」

　妹の目はどこまでもマジだった。

　怖えー。どんな抱き枕だよ。旧ソ連の拷ごう問もん器具なみに残酷なシステムだぞ。妹に抱きつかれて死ぬとかある意味夢のような死にざまなのかもしれないが。

「じゃ、じゃあ、とりあえず僕が先にベッドに入るけど……」

「ノ、ノープロブレムです。では、電気を消してもいいですか？　その……恥ずかしいので……」

　ぐあー、やめて。そういうセリフを言われるとこっちまで恥ずかしくなってきちゃうから。こんな状況で安眠できるわけがない。どんな聖人君子でも心拍数が上昇するぞ。

「………っ」

　ゆっくりと僕が布団に入ると、続いて恐る恐るといった感じであるみが入ってきた。

　温かい。

　身体は密着していないけど、同じ布団の中にいるせいでほんの微かすかに感じる妹の温もり。

　……なんだこれ。

　いくら兄妹といえどこれは刺激が強すぎないか？　さすがに妹と添い寝するのは初体験である。

「け、けど！　よくこんな時間に僕の部屋に来る気になったなっ」

　あまりにも空気が気まずすぎるのでトークタイムをスタート。

　電気のない暗くら闇やみの中だが、心臓がドキドキして仕方がないので僕はあるみの顔を見ないように彼女に背を向けながら訊たずねていた。

「それは……私だってこんな時間にマスターの部屋でこんなことをするのは恥ずかしかったです。でも、昼間のこともありましたし……」

「昼間のことって……僕が溺おぼれた件か？　そこまで気にしなくていいよ。最初に泳げないおまえを助けるって言ったのは僕なんだから」

「そ、それを言ったらそうなのですが……」

　しかし、やっぱり罪悪感が……とあるみは消え入りそうな声で言った。

　なんでか知らないけど、あるみは昼間の件を悔やんでいるらしい。たぶん、いきなり添い寝するなんて言いだしたのもそのせい。きっと、これはあるみなりの精一杯の謝罪なんだろう。うーん、そこまでして謝らなくてもいいのに。

「あと……マスターに訊ききたいこともあったので」

「訊きたいこと？」

　僕が訊たずねると、あるみは「……はい」と呟つぶやいてから、まるで覚悟を決めるみたいに呼吸を整えて――。



「――姫ひめ宮みやさんとは、本当に恋人同士なのですか？」



「………」

　その質問に、僕は沈黙するしかなかった。

「べっ、別にマスターと姫宮さんが恋人関係だろうと私は気にしませんよ？　ただ、やっぱり私には二人が恋人になったとは思えないというか……。それに、この疑念を解決しないと、私たちの兄妹ゲンカも終息しないと思って……」

「………」

「だから、マスター。お願いです。今だけは、私に嘘うそをつかないでくれませんか？　私たちの夢は高校デビューをすることです。この合宿の目的は高校デビューのためにお互いの結束を深めること。ですから……」

　いつもの無愛想で生意気な声とは違う、不安そうで頼りない響き。まるで今にも泣きだしてしまいそうな心細い言葉。

　――僕は。

　そんな彼女にだけは、嘘をつくことができなかった。

「――ごめん、あるみ。……おまえの言う通りだ。今まで騙だましてたけど、僕と姫宮先輩は付き合ってるわけじゃないんだ」

「マスター……」

「けど……すまない。今はまだ、理由は聞かないで欲しい。姫宮先輩にも、仕方のない理由があるんだ」

「………」

　自分の気持ちを真まっ直すぐに伝えると、再びあるみは黙ってしまった。

　静せい寂じやく。

　またもや狭いベッドの中を静寂が満たした後で――。



「…………おにぃちゃんの、ばか」



　どこか、ホッとしたような声が聞こえた気がした。

「わかりました。私も、おにぃちゃんが姫宮さんと恋人同士のフリをしている理由は聞きません。理由はわかりませんが、きっとまた厄介なトラブルにでも巻き込まれたんでしょう？」

「うっ……すまない」

「あっ、謝らないでください。別におにぃちゃんを責めているわけじゃありません。私も、本当のことがわかってよかったです。それに……」

「……それに？」

　訊ききかえすと、あるみは「ふぅっ」と可愛かわいらしく小さな息を零こぼしてから――。

「ちょっとだけ、安心しました」

「えっ……？」

「……あっ。ち、違いますよ？　別におにぃちゃんに恋人がいなかったことに安心したわけじゃなくてですねっ。ほら、姫ひめ宮みやさんも悪い人ではないのでしょうが、性格が性格ですから、将来私の義姉になるとちょっと困るというか……っ」

　普段のクールな態度はどこへやら。あわあわと慌あわてながらあるみは弁解していた。

「………」

　でも、なんだろう。

　あるみの言葉を聞いて――僕も安心できた。一週間続いていた僕たちの兄妹ゲンカも、終息への大きな一歩を踏み出した気がする。たぶん、あるみが安心したのもそれが大きいと思う。安心しすぎたせいか、また僕の呼び名が「おにぃちゃん」になっちゃってるけど。

　このまま、上う手まく仲直りできれば――。

「……おにぃちゃん」

　しかし。

　どうしてか、あるみはまた不安そうに僕を呼んだ。

「あの……実は、もう一つ話したいことがあって……」

「話したいこと？」

「………。いえ、やっぱりやめておきましょう。きっと、この問題は私たちの兄妹ゲンカがちゃんと終わってから話すことだと思います」

　そう言って、あるみは黙ってしまった。どういう意味だろう。まだ昼間の件を気にしているのかな。でも、兄妹ゲンカが終わってからっていうのは……。

「なあ、あるみ？」

　ちょっと気になったので、妹に話しかけた。

　しかし。

「…………くぅ」

　返ってきたのは、規則正しく安らかな寝息だけだった。

　もしかして、僕が姫宮先輩と付き合ってないって知って安心して眠っちゃったのかな。

「……まったく、仕方ないヤツだな」

　あれだけ恥ずかしがってたくせに、あっさり眠ってしまうとは。あまりに無防備すぎて兄としてちょっと心配になる。いや、それだけ僕を信用してくれてるんだろうか？

「むにゅ…………おにぃちゃん……」

　寝言なのか、おぼろげな口調で僕を呼ぶあるみ。生体アンドロイドのコイツも夢を見るのかな。もし見るんだとしたら、できるだけ幸せな夢を見てもらいたい。

「さて、僕も寝るか……」

　もう結構遅い時間だし、明日に備そなえてしっかりと睡眠を取っておくべきだろう。いや、この状況でちゃんと寝つけるかは怪しいが。

　――と。

　僕がそんな風に考えながら、目を閉じようとした時だった。



　――ぎゅっ。



　不意に、お腹に後ろから手が回されて心臓が凍りつきそうになった。

「あ、あるみ？」

　反射的に、僕は抱きついてきた妹の名前を呼んだ。しかし、返ってきたのは「んっ……」という相変わらず幸せそうな寝息オンリー。

「………」

　もしかして、寝ぼけてるのかコイツ？

　いや、だからって僕のことを抱き枕まくらにしなくても……。

「……んぅっ」

「………っ!?」

　さらにぎゅっと腕に力を込められて、息を飲んだ。幸い、眠っているせいか生体アンドロイド特有のパワフルさは発揮されていない。というか、発揮されていたら僕の身体は「く」の字を通り越して「二」の字になっているはずである。

　だが……。

「……おにぃちゃん……あったかい……」

　まるで雪山で遭そう難なんしたときにするみたいに、あるみは僕の身体をぎゅぅぅぅぅっと抱きしめてきた。……ダ、ダメだ。こんなシチュエーションで眠れるわけない。

　ていうか、いくらなんでも無防備すぎだろコイツ。レイ・セフォーも真まっ青さおのノーガード戦法である。普段はあんなに生意気なくせに、眠った途端急に大人しくなりやがって。けど、それがギャップになって余計に可愛かわいいというか……。

「んにゅっ……」

「ひいっ!?」

　今度はあるみが飼い主に甘える猫みたいに、僕の背中に頬ほおずりしてきた。

　もしかしたら妹は熊くまのヌイグルミにでも抱きつく夢を見ているのかもしれない。僕だってできることなら現実を忘れて夢の世界に旅立ちたいよ。

　とりあえず、起こしちゃうのは可哀かわい想そうだし、今はコイツが離してくれることを待つしかないか。

　そんなことを思いながら、僕はゆっくりと目を閉じて――。

「………」

　どれくらい時間が経っただろうか。

　もはや僕の心臓の音で目を覚ますんじゃないかってぐらいに鼓動がうるさくなってきたところで、あるみは「んぅ……」と息を吐いて腕の力を緩ゆるめた。

　――チャンス。

　そう思った僕は、起こさないように細心の注意を払って身体を抱きしめていたあるみの手を解いた。そして、ゆっくりとベットから抜け出す。

「……はぁ」

　なんか……すごい疲れた。

　ちょうど苦行をやり遂げたインドの修行僧はこんな気持ちかもしれない。まだ心臓がドキドキしている。不整脈を起こさなかったのが不思議なレベルである。

「にしても、どうしよう」

　再びベッドに戻るのは自殺行為な気がする。また抱きつかれたらシャレにならないし。

「……ちょっと、気分転換でもするか」

　あるみを起こさないように小さな声で呟つぶやいてから、僕はロッジのドアへと向かった。

　こうなったら、少し外に出て頭を冷やそう。ベッドに戻れない以上、もはや僕の寝床は床に決定したようなものなのだが……その、なんていうか、さっきあるみに抱きつかれた感触がまだ身体に残っててとてもじゃないが眠れそうにない。

　だったら、気分転換。

　さっきは中止した星座観察にでも出かけようじゃないか。

「……よし」

　自分に言い聞かせるように小声で呟つぶやいてから、ロッジのドアに手を掛けた。そして、外に出ようとドアノブを捻ひねると――。

「――え？」

　瞬間、息を飲んだ。

　僕の視線の先――ロッジの前には、見慣れたシルエットが立っていた。

「……姫ひめ宮みや先輩？」

　思わず、僕は彼女の名を呼ぶ。

　姫宮姫ひめ乃の。

　別のロッジで眠っていたはずの彼女は、ドアの前に佇たたずんでいた。

「――鉄てつ之の介すけさん」

　そして、姫宮先輩は、どこか思いつめたような表情で僕の顔を見つめてから――。

「少し、二人でお散歩しませんか？」

「………」

　彼女の綺き麗れいなソプラノボイス。どこかいつもよりも緊張感と真剣さを帯びたその声に――僕は頷うなずくしかなかった。

　空には満天の星と、赤みのかかった月。

　先週の日曜日。僕が彼女の秘密を知ってしまった夜に浮かんでいたのと同じ色の月が、ただ静かに輝いていた。



    

  
    
      


第５話　ヴァンパイアガール





　深夜のキャンプ場。

　月明かりの下で、僕と姫ひめ宮みや先輩は人気のない河原を歩いていた。

　聞こえてくるのは川のせせらぎの音だけ。昼間に僕たちが遊んでいた川。でも、もう十分近く歩いているせいか、昼間遊んでいたポイントからは離れてしまっている。

　その間、姫宮先輩はずっと無言。

　彼女の様子がおかしいことぐらい僕にだってわかった。何より――彼女はその手にキャンプには似つかわしくないアイテムを持っているんだから。

　――ヴァイオリン。

　姫宮先輩が自分の部屋で僕に見せてくれた黒いヴァイオリンケースである。今朝集合したときには気づかなかったからずっと車に積んであったのかもしれない。

「あの、姫宮先輩？」

　さすがに空気に耐えられなくなったので、話しかけてみることにした。

「……なんですの？」

「いや……どうして、こんな時間に僕のロッジを訪たずねてきたんですか？」

　そう、あのとき鉢合わせしたということは、姫宮先輩が僕に会いに来たとしか思えない。

　しかも、こんな深夜に。

　もしかしたらあるみを探しに来たのかとも思ったけど、彼女の口から妹の名前が出ることはなかったから違うっぽい。まあ、あるみが僕のベッドでＹシャツとハイソックス姿になって眠っている現場を押さえられたらシャレにならなかったけど……。

「―――」

　しかし。

　どうしてか姫宮先輩は僕の質問に答えてくれなかった。

　まるで、何か答えづらいことがあるみたいに……。

「………」

　まさか……これは、アレだろうか？

　もしかして――僕は姫宮先輩に誘い出されてしまったんじゃないか。

　夜のキャンプ場に二人きり。

　このシチュエーションは、アレをするにはピッタリである。

　――吸血鬼ごっこ。

　そう……姫宮先輩が僕の高校デビューを手伝うための契約。

　きっとまた僕のことを襲う気なのだ。

　いや、それだとヴァイオリンを持っているのは不自然な気もするけど、もしかしたら吸血鬼ごっこをしながら弾くのかもしれない。きっとレクイエムでも奏かなでるつもりだろう。

　……ああ、そんなことを考えてたらまた不安になってきた。

　こうなったらルームランナーで培った足を活かしてこの場から逃走することも――。

「この辺りでいいかしら」

「!?」

　姫ひめ宮みや先輩の言葉にビクリと身体が震ふるえる。

　僕の前を歩いていた彼女は、きらびやかな髪を揺らしながらこちらを振り向いた。

「―――っ」

　綺き麗れいだ。一瞬でもそんな風に思ってしまった自分が情けない。姫宮先輩は僕を襲う気なのに。でも、月と星の明かりに照らされた彼女はどこか幻想的で美しくて――。

「では、そろそろ始めましょうか」

　そう言って、彼女は僕の方に近づいてきた。

　……終わった。

　ああ、さよなら、青春。そして高校デビュー。きっと僕はこのまま吸血鬼に襲われてキャンプ場に遺い棄きされるのだ。怪奇小説にありそうな猟奇的展開である。

「………」

　こうなったら――やるしかない。

　生き残るために精一杯の抵抗をしよう。そうだ、チャンスはある。姫宮先輩は僕の首筋に噛かみつくときに無防備になる。そのときを狙ねらうしか……！

「……え？」

　しかし、そこで僕の咽のどから出たのは間の抜けた声だった。なんてことはない。近づいてきた姫宮先輩は正面から僕の肩を掴つかむと、近くにある岩に座らせたのだ。

　そして、そのまま僕の傍そばから離れてしまう。……あれ？　どういうことだ？　姫宮先輩の目的は僕と吸血鬼ごっこをすることじゃ……。

「さあ、これで準備ができましたわね」

「……準備？」

「ええ。わたくしがヴァイオリンを持っている時点で気づいたでしょう？　今夜は鉄てつ之の介すけさんにわたくしの演奏を聴いて欲しくて、二人だけのコンサートに招待したのですわ」

「じゃあ、ここまで来たのは……」

「もちろん、ロッジから離れるためですわよ？　あんまり近いとヴァイオリンの音でみなさんを起こしてしまいますからね」

「………」

　ドッと僕を疲労感が襲う。なんだかフルラウンドで戦ったボクサーの気分。「燃え尽きちまったぜ、真っ白によぉ」って感じである。

「でも、どうして急にヴァイオリンの演奏を？」

「それは……わたくしたちは表向き恋人ですからね。鉄之介さんは今までわたくしの演奏を聴いたことがなかったでしょう？　恋人なら、聴いておかないと不自然ですわ」

「それはそうかもしれないですが……」

　僕は聴いたことがないけれど、姫ひめ宮みや先輩はヴァイオリンが得意だって話だった。中学校のときに賞も獲ったらしいし、今も音大の先生に教おそわっているって話だし……。

　けど――どうしてだろう？

　恋人だから聴いておかないと不自然というのは、若干強引な理屈にも思える。

「…………」

　もしかしてだけど――姫宮先輩は、誰かに自分のヴァイオリンを聴いて欲しかったんじゃないだろうか……？

「では、演奏を始めますわね」

　言って、姫宮先輩はケースからヴァイオリンと弓を取り出した。そして、それを慣れた動作で構える。お姫様っぽい雰囲気とも合わさってか、その姿は優雅で様になっていた。

「ちょ、ちょっと待ってください。いきなり演奏を始めるって言われても……僕はクラシックなんか全然わかりませんよ？」

　せいぜい音楽の授業でベートーヴェンやバッハの名前を習ったぐらいである。普段聴く音楽といったらマニアックなアニソンぐらい。

「心配ありませんわ。まずは、あなたも知っている曲から弾きますから」

「え？」

　僕の知っている曲？　まさかヴァイオリンでマニアックなアニソンを？　それはクラシックへの冒ぼう涜とくというか、ベートーヴェンさんやバッハさんに祟たたられそうな気が……。

「―――あ、」

　だけど。

　姫宮先輩がヴァイオリンを弾き始めたら、そんな思考は一瞬で吹き飛んだ。

　夜の闇やみに溶け込むような透き通った旋律。包み込むような優しいメロディ。確かに、この曲を僕は知っている。というか、むしろ知らない人間はいないだろう。

　――『星に願いを』。

　人間になりたい操り人形――ピノキオが出てくる、有名な海外アニメ映画の主題歌だった曲だ。

「………」

　……すごい。

　動揺しているのか、そんなありきたりな感想を浮かべるのが精一杯だった。ヴァイオリンやクラシックはまったく聴かない僕だけど、ただ単純に彼女の演奏を綺き麗れいだと感じた。

　目の前には、優雅な仕草でただ一心不乱にヴァイオリンを弾く姫宮先輩。

『星に願いを』。

　この選曲は、今のシチュエーションにも合っていると思う。

　夜空には満天の星。深夜、星空の下で二人きりの演奏会コンサート。まるでおとぎ話の絵本のワンシーンみたい。ロマンチストの姉さんならうっとりしそうな状況である。

「―――」

　僕は、いつのまにか姫ひめ宮みや先輩の演奏に聴きき惚ほれていた。

　優しくてどこかせつないメロディ。まるで絵画の中から抜け出してきたみたいな姫宮先輩の優美な姿。そのどれもが、僕の心臓の鼓動を速くする。

　そして――演奏は続く。

　夜空の下で、僕はただ彼女のヴァイオリンの旋律に耳を澄ませた。



「――ご清聴、ありがとうございました」

　どれくらい時間が経っただろうか。

　演奏が一通り終わると、姫宮先輩はヴァイオリンを持ったまま本当のコンサートみたいに優雅にお辞儀をした。

「いえ……こちらこそ、ありがとうございました」

　お礼を言ってから、ただ拍手をする。

『星に願いを』の後も姫宮先輩は何曲か演奏してくれた。クラシックに詳しくない僕に配慮してなのか有名な曲ばかり。そのどれもが、耳に残って離れなかった。

「すごいですね。ヴァイオリンとかクラシックは全然わかりませんけど……今の演奏はとてもよかったと思います」

「ふふ。ありがとうございます。少しはわたくしのことを見直していただけたかしら」

　ちょっとだけ悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ姫宮先輩。

　その自然な笑顔に、ドキッとしてしまう。つまりはギャップなのだ。ほんの数秒前まであんなに綺き麗れいなヴァイオリン演奏をしていた人が、突然女の子らしい可愛かわいい仕草をするのは……なんていうか、反則だよなぁ。

「でも、本当にすごいですよ。かなり練習したんじゃないんですか？」

「まあ、ヴァイオリンは子供の頃ころからずっとやっていますからね。それに、先生が……」

「先生？」

　ああ、前に言ってた音大にいるヴァイオリンの先生か。姫宮先輩が昔からお世話になっていたっていう。

「先生のご指導のおかげで、ヴァイオリンを好きになることができましたの。最初は弾くのが嫌で堪たまりませんでしたから」

「え？」

　意外な言葉に驚いてしまう。嫌々始めたって……それはどういう意味なんだ？

「わたくしがヴァイオリンを始めた理由はお父様に習うように言われたからなんです。いわゆる教養のための習い事でした」

「………」

「だから、最初は嫌で嫌で仕方がありませんでしたわ。ヴァイオリンを始めたのは四歳の頃ころでしたが、きっと子供ながらに無理やり弾かされるのが嫌だったのでしょうね。でも、先生に出会って、変わりました。いえ、変われました」

「………」

「先生は、わたくしにヴァイオリンの楽しさを教えてくれました。だから、わたくしは今でもヴァイオリンを弾いているのでしょうね」

　姫ひめ宮みや先輩からの意外な告白。こんなにヴァイオリンが上う手まいのに、最初は父親の命令で嫌々始めていたなんて。

　でも、その気持ちも今は変えることができた。

　自分以外の誰だれかのおかげで――。

「大学、受かるといいですね。前も言ってましたけど、姫宮先輩の希望する進路はその先生のいる音大なんですよね？」

「――ええ。そうですわね。あの音大に進むのが、わたくしの夢ですから」

　それこそお姫様みたいに優雅に、姫宮先輩は微笑ほほえんだ。

　その屈託のない笑顔にドクンッと胸が震ふるえる。うわー、またギャップが。ヴァンプ姫宮なんて呼ばれてたこの人にこんな顔をされると可愛かわいく見えて仕方がない……。

「そ、そう言えば、実家に帰る件は大丈夫なんですか？」

　ついつい恥ずかしくて、話題をずらした。思えば、姫宮先輩はこの一週間ちょっと元気がなかったし、そっちの件も上手く進んでいればいいんだけど……。

「もちろんですわ。それに――わたくしは絶対に実家に帰るわけにはいきませんの」

「絶対に？」

「……実は、お父様はわたくしが音大に進みたいということを、あまり良く思ってくれていませんから」

「なっ……」

　なんだそれ。

　えらく身勝手な理屈じゃないか。元はと言えば、自分が無理やり姫宮先輩にヴァイオリンを始めさせたんじゃないのかよ。

「でも、お父様のおっしゃることもわかるのですわ。元々ヴァイオリンは教養の一環として習っていたもの。将来を考えたらリスクの少ない安全な道に進んで欲しいでしょうからね。きっと、親としてわたくしのことを気き遣づかってくれているのでしょう」

「確かにそうかもしれませんけど……姫宮先輩はヴァイオリンを弾きたいんですよね？」

「もちろんですわ。だから、実家に帰るわけにはいきません。それに、あなたたちのこともありますし」

「僕たちのこと？」

「はい。わたくしはロボ研の部長ですから。先に高校デビューをした先輩として、あなた方をサポートしなくてはいけませんわ。まあ、問題児ばかりですから大変ですけどね。生意気な後輩もいますし」

　そう言って、姫ひめ宮みや先輩は苦笑していた。

　生意気な後輩っていうのは十中八九あるみのことを言ってるんだろうけど……その割には、そこまで嫌味なニュアンスはなかった。

　たぶんこの人も、姫宮先輩もあるみのことを心底嫌ってるってわけじゃないんだろう。あいつの兄として、ちょっと安心。

　それに――姫宮先輩がロボ研にいてくれるのはありがたい。

　ヴァンプ姫宮なんて呼ばれるぐらい性格に問題がある人だけど、すでに高校デビューを成功させた人がいると心強い。

『完かん璧ぺきな優等生としての高校デビュー』。

　それが姫宮先輩の目標。

「―――」

　そう言えば、今まで深く考えたことはなかったけど――どうして姫宮先輩はそんな夢を持つようになったんだろう……？　一年間も高校デビューをがんばったということは、よっぽど強い理わ由けがあったのかな。

「鉄てつ之の介すけさん」

　――と。

　突然、姫宮先輩はキスでもするみたいに僕の方に顔を寄せてきた。

　そして、いつもの綺き麗れいなソプラノボイスで――。

「今日は、わたくしの演奏を聴いてくれて本当にありがとうございました」

「……姫宮先輩？」

　反射的に問い返すけど、姫宮先輩は「さあ、そろそろロッジへ帰りましょう」といつもの声で言って、来た道を戻り始めてしまった。

「………」

　なぜか。

　僕には、彼女の背中がやけに遠くにあるように見えて仕方がなかった。



    

  
    
      


第６話　ランニングハイ





　五月二十一日。

　キャンプ最終日。泣いても笑っても本日が合宿最終日。今日で楽しかった時間は終わり、明日から僕たちは高校という名の戦場へと再び向かうことになる。

「ふあぁっ……」

　早朝。そんな憂ゆう鬱うつに浸ひたりながらも、僕は寝ぼけた頭を覚ますためにロッジの外にある洗面所で歯磨きをしていた。

　結局、昨日の夜は一睡もできなかった。五月病のせいもあったんだろうけど、それよりも姫ひめ宮みや先輩のことが気になって仕方がなかった。

　そう、あのとき見た寂しそうな背中が――。

「会ったら、ちょっと話を聞いてみようかな」

　昨日はなんだか話しかけづらくて、何も言えないまま僕たちはお互いのロッジへ帰った。今考えればあのときに話しかけていればよかったんだ。ロッジに帰った後、案の定僕は眠れなかったし。おまけにどうしてかベッドにいたはずのあるみがいなくなってて……。

「おや。寝不足ですか、マスター」

　ウワサをすれば何とやら。隣に来たのはあるみだった。歯ブラシを持ってるところを見ると、コイツも歯磨きにきたのかな？

　ちょうどいい、昨日はちゃんとロッジに帰ったのか聞いておくか……なんて、僕が思った瞬間だった。

「ところで、どうしてマスターは昨日の夜に姫宮さんと逢あい引びきしていたのですか？」

　ぷふぉはっ!?　と僕は口に含んだ歯ブラシを歯磨き粉ごと盛大に吐き出していた。今の発言は完かん璧ぺきに不意打ちだった。

「あ、あるみ、もしかして……」

「はい。昨日はうっかりマスターとの話の途中で眠ってしまったようですが……その後、ロッジのドアが開く音で目が覚めました。そうしたらマスターが外に出て行ったので、気になってこっそり追いかけたわけです。けれど、まさか深夜に逢引しているとは……」

「ち、違う！　僕たちはちょっと二人で河原に行っただけで……」

「なるほど。夜のアウトドアライフを満喫したわけですね」

「頼むから兄の無実を信用してくれ！」

　深夜に女の子と二人きりで会っていたら疑われても仕方がないかもしれないけどさ。しかも、僕たちは恋人ごっこをしてるってことになってるし。

「ノープロブレムです」

　しかし、あるみはいつもの無表情で言ってから、

「マスターが潔白なのは知っています。この目で確認しましたから」

「え？　確認って、まさか……」

「全部見ていましたよ？　姫ひめ宮みやさんがヴァイオリンを演奏するのも」

「じゃあさっきの質問はなんだよ!?」

「妹として寝不足な兄の頭をスッキリさせてあげようと思って。ほら、ちゃんと目が覚めたでしょう？」

「だからって趣味の悪い起こし方をするのはやめろ！」

　スッキリどころか心臓がドキドキである。というか僕たちを尾行してたってことは、コイツもあのコンサートのことを知ってるわけで……。

「……ん？」

　待てよ。今の話、良く考えたら……ちょっと都合が良すぎやしないか？

　あんなにぐっすり熟睡していたあるみが、ドアの音くらいで起きるなんて。それに、今考えればあのときコイツが眠ってしまったのもタイミングが良すぎたというか……。

「……なあ、あるみ」

「？　なんですか、マスター」

　ちょこんと小動物チックに首を傾げる妹。そんな彼女に――僕はちょっとした質問をしてみることにした。



「おまえ――もしかして、あのときずっと眠ったふりをしてたのか？」



「………っ!?」

　あるみは、微かに息を飲んでから。

「そ、そんなわけないでしょう？　私はドアを開く音で目が覚めたんですからっ」

「ホントか？」

「ほほほほ本当ですっ！　私は嘘はつきませんっ！」

　今すぐオーバーヒートしそうなくらい顔を真っ赤にしながら頷くあるみ。

　……まあ、そうだよな。

　もしあれがタヌキ寝入りだとしたら、あるみは寝ぼけたフリをして、わざわざ僕に抱きついてきたことになる。いやいや、いくらなんでも甘えたがりの子猫じゃないんだから。それに、コイツがそんなブラコンみたいなことをするわけが……。



「…………もぅ。おにぃちゃんは、変なところで勘がいいんですから」



「……え？　今、何か言ったか？」

「―――っ。い、いえっ、何もっ。そんなことより、話を戻しましょうっ」

　言って、あるみはふぅっと大げさに息を整えた。

「私だって、昨日の姫宮さんの演奏には驚かされました」

「ホントだよな。進路希望も音大なんだってさ。そこに、子供の頃からずっとお世話になってた先生がいるとか」

「……なるほど。乳ちち姫ひめのくせにしっかりとした進路希望を持っているのですね。ちょっとだけ見直しました。……そういえば、姫ひめ宮みやさんはどこにいるのですか？」

「あれ？　おまえ、一緒のロッジだったろ？」

　現在の時刻は朝の七時。

　この時間だったらまだ寝ててもおかしくないと思うのに……。

「私が目を覚ましたときには、もう姫宮さんはいませんでした。それに、黒くろ医い先生も」

「……黒医先生も？」

「はい。カレンさんはまだ寝ていましたが」

「まあ、それはわかる気もするけど……」

　昨日は結構遊んだし、カレンがまだ寝てるのは納得できる。だって、あいつって子供っぽいしなぁ。

　けど――どうして姫宮先輩と黒医先生がいないんだろう？

　もしかして、二人でどこかに行っているのか。

「あら。もう起きたのね、二人とも」

　と、ウワサをすれば何とやら。話し合う僕たちの方にとことこやってきたのは黒医先生だった。なぜかやけに可愛かわいらしい猫柄のエプロンをつけている。はっきり言って、殺人的に似合わない。これならまだ白衣を着ていた方がマシだ。

「今日は先生が朝食をご馳ち走そうするわ。材料は昨日買っておいたから」

「準備がいいですね。別にコンビニのおにぎりとかでも良かったのに」

「そうね。でも、今朝は用事があったからコンビニまで行ってるヒマがなくて」

「……用事？」

　なんだろう。こんな朝っぱらにどんな用事があったんだろうか。

「黒医先生。一つ質問してもいいですか？」

　と、そこで口を開いたのはあるみだった。

　彼女は、ちょっとだけ真剣な口調で――。

「姫宮さんがどこにいるか、知りませんか？」

「………」

　沈黙。

　なぜか、その場を満たしたのは沈黙だった。あるみの質問に、いつもはクール＆ビューティーな黒医先生も固い顔で黙ってしまっている。

「……黒医先生？」

　思わず僕は彼女の名を呼んでいた。

　……嫌な予感。

　なんだか、ひどく嫌な予感がする。いつものネガティブシンキングとは違うはっきりとした確信。そう、まるで取り返しのつかないことをしてしまったような……。

「――そうね。みんなにはちゃんと報告しないといけないわね」

　重い沈黙を切り裂くように、黒くろ医い先生はやけに真剣な口調で告げた。

　――次の瞬間。

　僕たちは、自分たちの置かれた状況を知る。

「姫ひめ乃のちゃんとは――もう会うことができないわ」



「それは、どういう意味ですか？」

　黒医先生の言葉に真っ先に口を開いたのはあるみ。情けないことに、僕は驚いて声も出せなかった。

　……姫ひめ宮みや先輩ともう会うことができない？

　最悪のネガティブシンキングが頭の中で回り出す。

　つまり、黒医先生が言いたいのは――。

「急な話だけど――姫乃ちゃんは実家に帰ることになったの。詳しい事情は、ニセモノの恋人だった鉄てつ之の介すけくんは知ってると思うけどね」

「！」

　ドクンッと心臓を鷲わし掴づかみにされたかのような感触。――気づいてる。黒医先生は僕が姫宮先輩の恋人じゃないってことに気づいているんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「ど、どうして黒くろ医い先生がそれを？」

「姫ひめ乃のちゃんが教えてくれたの。もう、隠かくしてても意味がないからって」

「………っ」

　その言葉に、鷲わし掴づかみにされた心臓がそのまま握りつぶされそうになる。

　……なんだよ、それ。隠してても意味がない？　それじゃまるで実家に帰るって姫ひめ宮みや先輩が決めたみたいじゃないか。

「せっかくだから、ちゃんと教えてあげるわ。姫乃ちゃんが実家に帰る理由。それは、先生の叔父様――つまりはあの子の父親が関係してるの」

「家出をしてた娘を……強引に連れ戻したってことですか？」

「まあ、そうなるんだけどね。でも、叔父様にも姫乃ちゃんを連れ戻したい理由があったの」

「……理由？」

「実は――叔父様は仕事の都合で海外に移住するの。もちろん、自分の家族と一緒に。だから、なんとしても姫乃ちゃんを連れ戻したかったのよ」

「なっ――」

　言葉に詰まりながらも、必死に頭を働かす。

　要は、こういうことか？　姫宮先輩の父親は、自分と家族が海外に移住するから――娘をこっちで一人ぼっちにさせないために、あの人を連れ戻したかった……。

「前々から叔父様と姫乃ちゃんは揉もめてたけど……今回ばっかりは叔父様に従うしかなかったみたいね。叔父様も、娘のことを思っての行動なわけだし」

「で、でも……姫宮先輩には希望する進路が……あの人は、音大に入りたかったはずじゃ……」

「冷静に考えてみて、鉄てつ之の介すけくん。姫乃ちゃんにもちょっとはお金の蓄たくわえがあったみたいだけど、それでも大学の高額な入学費までは支払えないわ」

「………っ」

「もちろん、それはあの子だって気づいてた。だから、あの子は最終的に叔父様を説得するつもりでいたのよ。大学に入るまでの時間を使ってね。けど、その前に海外に行くことが決まってしまった」

　だから――先生があの子を連れ戻しに来たの。

　神妙な顔で、黒医先生は告げた。

「……けど、どうしてすぐに実家に帰らなかったんですか？　それに、どうして僕なんかと恋人ごっこを……」

「それは……きっと、姫乃ちゃんもこっちでの残り少ない時間を楽しみたかったんじゃないかしら。ほら、姫乃ちゃんはあなたたちと一緒に遊ぶのが好きだったみたいだし」

「……じゃあ、あれは全部僕たちと遊ぶためだったんですか？」

「たぶんね。それに恋人ごっこなんて普段と違うことをすれば記憶にも残るでしょ？　さっきも言ったけど、姫ひめ乃のちゃんはロボ研での活動を少しでも楽しみたかったのよ。私もそう思ったから、せめて最後の思い出づくりにと思って今回のキャンプを提案したの」

「最後の思い出？」

　……待ってくれ。

　それじゃ、姫ひめ宮みや先輩は――。

「そう、今日がロボ研での最後の思い出。姫乃ちゃんは今いま頃ごろ駅に向かってるわ。そこから電車で実家まで行って叔父様たちと合流して、そのまま海外へ向かうそうよ」

「………っ」

「ごめんね。本当はもうちょっとこっちで過ごす時間があったはずだけど、叔父様の仕事の都合で海外へ行く日程が早まって……」

　申し訳なさそうな口調で、黒くろ医い先生は言葉を濁にごした。

　……なんだよ、それ。

　じゃあ何か。黒医先生が姫宮先輩の部屋を訪ねてきた時点で、あの人が実家に帰るのは決定事項になってたってことか？　なのに、あの人はあえて普段通り振る舞っていた。

　僕たちとの最後の時間を、ただ楽しみたくて――。

「―――っ」

　もしかしたら、昨日ヴァイオリンの演奏を聴かせてくれた時点で異変に気付くべきだったのかもしれない。たぶん、あれは姫宮先輩なりの僕への謝罪だったのだ。恋人ごっこなんかに付き合わせてしまったことへの。

　そして、僕たちに別れの挨あい拶さつをするのが辛くて、一人でキャンプ場から去って行った……。

「姫乃ちゃんの気持ちもわかってあげて。あの子も辛かったの。だって、あの子は部長としてあなたたちの高校デビューのことをとっても気にしてたから」

「……僕たちのことを？」

「ええ。先生と別れるときだって、『わたくしの代わりに、後輩たちをよろしくお願いします』って真剣に頭を下げていたわ。そして……『身勝手な先輩ですいません』って、あなたたちに伝えてくれって」

「………っ」

　やめてくれよ。

　そんなセリフ、あの高飛車でわがままなお姫様に似合わないじゃないか。

　――間違ってる。

　こんなの絶対間違ってるだろ？　姫宮先輩の父親の言いたいこともわかる。きっと、悪い人ではないんだ。娘を心配する父親として、一緒に暮らしたいのが本心なんだろう。

　けど――。

「――黒医先生」

　静かに、僕は言葉を紡つむいでいた。

「姫ひめ宮みや先輩が向かった駅っていうのは、来るときに車で通った道の途中にありましたよね」

「え？　まあ、そうね。キャンプ場ここまで来た道を戻れば駅にたどりつけるけど――まさか、あなた……」

「はい。今から、姫宮先輩を追いかけます」

「………。やめた方がいいわ。今から追いかけてもたぶん間に合わない。それに、姫ひめ乃のちゃんだってきっと追いかけて欲しくは――」

「だからって、納得できるかっ！」

　自分でもビックリするくらいの大きな声で僕は叫んでいた。

　――そうだ。納得なんかできやしない。だって……姫宮先輩は僕たちに何も相談しなかった。一人で全部抱え込んでたんだ。ずっと――一人で悩んで苦しんでたんだぞ？

　ロボ研。

　僕たちの部活。その活動内容は高校デビューを成功させること。僕たちは、一緒に高校デビューを目指す仲間だった。仲間だったんだ。なのに……このまま、ただ大人しくさよならできるかよっ！

「――ダメよ。鉄てつ之の介すけくん」

　走り出そうとした瞬間、黒くろ医い先生が引き留とめるみたいに僕の腕を掴つかんでいた。

「あなたを行かせることはできないわ。姫乃ちゃんの気持ちも考えてあげて？　あの子だって、辛いの」

「………っ」

「それに、あなたじゃ追いかけるのは無理よ。姫乃ちゃんから聞いたわ。あなた――一人じゃマトモに街を歩けないんでしょ？　前に貧血を起こして倒れたことがあるのよね。だから、あなたを行かせるわけにはいかないわ」

　それは保健の先生としての立場や、部活の顧問としての意見だったのだろう。

　確かに黒医先生の言う通りだ。

　深夜の街ならまだしも、昼間の街を一人で歩くのは拷ごう問もんに近い。毎朝学校に行くのだって、あるみに付き添ってもらってるぐらいだし。

　けど――。



「ノープロブレムです、マスター」



　瞬間――滑らかだが無感情な声と共に、僕の腕を掴んでいた黒医先生の手が離れた。

　桜さくらあるみ。

　僕の妹である彼女が、強引に黒医先生の手を掴んで引き剥はがしていた。

「……あるみちゃん？　あなた、まさか……」

「すみません、先生。この手を離すわけにはいきません」

　断固とした口調で彼女は告げた。

　そして、その透き通った瞳ひとみで僕を見つめてから――。

「マスター。黒くろ医い先生は私が引き留とめています。だから――姫ひめ宮みやさんのことを、よろしくお願いします」

「あるみ……」

「話を聞く限り、私にはまだこの状況がよく飲み込めませんが……ただ一つ、ここでマスターが行かなかったらもう姫宮さんが帰ってこないということは理解できました」

「………」

「はっきり言って、私は姫宮さんとはあまり相性がよくありません。ですが、あの人はロボ研の部長で……一緒に高校デビューを目指す大切な仲間です。だから――」



　早く、迎えに行ってあげてください。



「…………ありがとう、あるみ」

　たった一言だけ妹にお礼を言って――僕は真まっ直すぐに駆け出していた。

　ただひたすらに、靴底をすり減らしながら。



　キャンプ場から駅までは約一キロ。普通の高校生ならどうって距離じゃない。せいぜい徒歩でも十五分ほど。走ったらもっと早いだろう。

　しかし――僕の場合は違う。

「ぐっ……」

　キャンプ場を出てから、駅までの道を三百メートルほど走ったところで、ひどい吐き気が襲ってきて思わず立ち止まった。

　気持ちが悪い。

　視界に広がるのは都会とは違う田舎の街並み。しかし、田舎だからって人口がゼロなわけはなくて、さっきから何人か地元の人間やキャンプ場に来た観光客とすれ違う。

　こっちが全力疾走しているせいか、誰だれもが僕をおかしな目で見てきた。

　――やめてくれ。

　僕に注目しないでくれ。人に注目されるのは苦手なんだ。なんだか誰かに見られていると昔を――姉さんと比べられていた時期を嫌でも思い出してしまう。

　姉と弟。

　子供の頃ころの僕たちを見る周囲の目は、いつだって比較していた。天才と凡人。姉さんと僕ではわかりやすいくらいに差があったから。

　比較対象。

　まるで僕は、姉さんの天才としての優秀さを際立たせるためだけの比較対象そんざいみたいだった。僕は――周りからそんな目で見られるのがたまらなく嫌だった。

　だから、引きこもりになったんだ……。

「……くそっ」

　過去の嫌な思い出を振り切るように、また走り出す。

　やめろ。ネガティブシンキングはやめろ。今はそんなことを考えてる場合じゃない。早く、姫ひめ宮みや先輩に追いつかないと――。



　――もう、無理だよ。



　なのに。

　必死に走っている僕の頭の中に、突然不快な雑音が浮かんできた。



　――間に合うわけないって。わかってるんだろ？　明らかに走るペースが落ちてる。このままじゃまた貧血を起こして倒れるかもしれないぞ。



　うるさい。

　ネガティブシンキングは黙ってろ。



　――きっと、姫宮先輩だって僕が来ることを望んでないよ。第一、追いついたとして僕に何ができるんだよ？　引きこもりでダメ人間な僕なんかに……。



　そんなこと知るか！　とにかく、僕は姫宮先輩に会わなくちゃいけないんだ。どうにかして、あの人を引き留とめないと……。



　――どうしてそんなに必死になるのさ？　あきらめれば楽になれるのに。それとも、そんなに高校デビューを目指す仲間がいなくなるのは寂しい？



「――うるさいっ！」

　頭の中で響くネガティブシンキングを打ち消そうと叫ぶ。

　……わからないよ。

　僕にだって、どうしてこんなに必死に姫宮先輩を追いかけてるのかわからない。確かに、一緒に高校デビューを目指す仲間がいなくなるのは嫌だ。

　でも――それ以外に、僕には彼女のことを放っておけない理わ由けがあった。

　この感覚は――あのときに似てる。

　四月に銭湯でカレンのことを説得したとき。あのとき、僕は自分と似たような境遇だったカレンをただ助けたかった。今の気持ちは、あのときと似てるんだ。

　そう――なぜかはわからないけど、姫宮先輩と僕はどこか似ている気がして――。

「!?」

　息を切らしながら走っていると、突然ポケットのケータイが鳴った。

　今の雰囲気にまるで合わない軽やかな着信メロディ。反射的にケータイを取り出して、ディスプレイに映った電話の相手を確認すると……。

「………っ」

　瞬間――僕は息を飲んだ。

　そして、ゆっくりと立ち止まってから、疲労で震ふるえる指でケータイの通話ボタンを押す。

『……もしもし？　鉄てつ之の介すけさんですか？』

　響いたのは、聞きなれたソプラノボイス。

　姫ひめ宮みや姫ひめ乃の。

　今まさに、僕が追いかけている女の子だった。

「ど、どうして僕に電話を？」

『黒くろ医い先生から電話で連絡をもらいました。あなたがわたくしのことを追いかけているって。だから、心配になって。あなたは一人では昼間の街を歩けないんでしょう？』

「……僕なら大丈夫です。それより、姫宮先輩は今どこにいるんですか？」

『たった今駅に着いたところですわ。ですから――鉄之介さん』



　もう、追いかけて来なくても大丈夫ですよ？



　後輩を気き遣づかうような優しい口調で、姫宮先輩は告げた。

「………っ」

　その言葉に、どうしようもなく、心が折れそうになった。

「――嫌です」

　絞り出すように返答。そして、折れかけた心を立て直そうと必死にアスファルトを踏みしめる。そう――僕は、再び走り出していた。

「まだ、間に合わないって決まったわけじゃありませんっ」

『……そうですわね。まだ電車が来るまでちょっとだけ時間がありますわ。田舎のせいか、本数も少なくて』

「だったら待っててください！　今すぐそっちに行きますからっ！」

　体力と精神力をガリガリ削りながら、必死に走るペースを上げる。たぶん、もう半分くらいは過ぎたはずだ。これなら、なんとか間に合うかもしれない……！

『どうしてあなたがそんなに必死になるのですか？　あなたにとって昼間の街を走るのは辛いはずなのに……』

「それは……姫宮先輩に会わなくちゃいけないからです」

『……ごめんなさい。何も言わずに去ってしまったことは、謝ります。ただあなた方の顔を見ると……海外に行くのが辛くて仕方がなくなってしまって……』

「そもそもどうして海外に行くことを決めたんですか！」

　悲痛な声で語る姫ひめ宮みや先輩に思わず叫んでいた。

　この人には叶かなえたい夢があったはずなのだ。憧あこがれの先生がいる音大でヴァイオリンを習いたいって。けど――。

『――もういいんです』

　それは、どこかあきらめにも似た響きだった。

『もう……わたくしが先生にヴァイオリンを教おそわることはできませんもの』

「………」

　その言葉に僕は、ただ沈黙するしかなかった。

　そして……姫宮先輩は、ずっと僕に隠かくしてきた真実を告げる。

『だって、先生は半年前に亡くなっていますから』



『二年ほど前から重い病やまいを患わずらっていたのです。先生は仕事熱心な方でしたから、病を押してヴァイオリンの演奏や指導をなさっていましたが……去年の十二月に……』

「………っ」

　その言葉に思わず息を飲んでしまう。

　半年前に、姫宮先輩のヴァイオリンの先生は亡なくなっていた――。

『実は――わたくしが高校デビューを目指していたのも、その先生が病を患ってらっしゃったからなのですよ』

「……え？」

『わたくしは、中学校のときに周りからヴァンプ姫宮って呼ばれるくらい、高飛車でわがままでした。きっと家のこともあって色々とストレスが溜たまっていたんでしょうね。それを学校で自由に振る舞うことで発散していたのです』

「………」

『でも、先生が病気になってからは考え方が変わりましたの。だって、わたくしには幼い子供みたいに祈ることしかできませんでしたから。――ああ、神様。どうか先生の病気を治してください。わたくしは、今までと違ういい子になりますから……って』

「………」

『……今思うと、当時のわたくしもかなり必死で形なり振ふり構っていられなかったんでしょうね。まさかそんな子供みたいなことをしてしまうなんて。そんなことをしても――先生の病気が良くなるわけじゃありませんのに』

　ケータイから聞こえてくる姫宮先輩の声は、涙で潤うるんでいるように聞こえた。

『完かん璧ぺきな優等生としての高校デビュー』

　一年前、姫宮先輩が春原すのはら高校に転入してきたときに実行した高校デビュー。

　……そうか。

　それが、彼女が高校デビューを夢見た理由だったのか。

　この人は、自分の大切な人を助けるためにただ何かがしたくて……たとえ、どんな荒こう唐とう無む稽けいで子供じみた祈りでも、ただただすがるしかなくて――。

『けど、結果は何も変わりませんでしたわ。必死に高校デビューを頑張りましたが……先生は亡なくなってしまいました。……当たり前ですよね。わたくしが祈ったところで……現実は何も変わりません』

「でも……姫ひめ宮みや先輩は無事に高校デビューをやり遂げたじゃないですか」

　高校デビューを成功させるには一年の時間が必要。それが姫宮先輩の理論だった。だったら、この人は先生が亡くなってからも高校デビューを頑張っていたことに……。

『そうですわね。きっと……無駄にしたくなかったんだと思います』

「……無駄？」

『ええ。たとえどんなに意味のない祈りでも、わたくしが先生のために何かをしていたという事実を……忘れたくなかったんですわ。これで高校デビューまで失敗してしまったら……わたくしは、本当に無駄なことをしていたみたいに思えてしまって』

「………」

『ふふ。今考えると本当におかしな理屈です。わたくしがしていたことなんて意味がなかったのに……全部、無駄だったのに……』

「………」

　タッタッタッと、アスファルトを踏みしめる僕の重い足音だけが響いていた。

　……限界だ。

　いや、限界なんかとっくに通り越している。全身の骨と筋肉が軋きしんでいるみたいな感覚。できることなら、今すぐ道路にへたり込んで休みたくて仕方がない。

　でも――。



「――無駄なんかじゃ、ないですよ」



　一いつ所しよ懸けん命めい声を絞り出して、僕は電波の向こうに――姫宮先輩に言葉を届けた。

「姫宮先輩の高校デビューは、無駄なんかじゃありませんでした。少なくとも――僕たちにとっては」

『……鉄てつ之の介すけさん』

「だって、あなたが高校デビューを成功させた先輩として部活を作ってくれたおかげで、僕たちは仲間になれました。僕やあるみやカレンも――一緒に高校デビューをする仲間になれたんです。だから――」

　姫宮先輩がしてきたことは、無駄なんかじゃありませんっ。

　ただ強く、僕はそう告げた。

　――そうだ。

　この人がロボ研を作るって言ってくれたおかげで、僕たちは仲間に――一緒に高校デビューを頑張る仲間になれたんだ。

　それは、高校生活を戦う僕たちにとってはすごく頼もしいことで……。

『……ありがとうございます。そう言っていただけると、ちょっとだけ救われた気持ちになれました』

　姫ひめ宮みや先輩は、僕の言葉に安心したみたいにお礼を言ってくれた。

　……やめてくれ。頼むからこのタイミングでお礼なんか言うのはやめてくれ。それじゃまるで……これが僕たちの最後の会話みたいじゃないか。

「……姫宮先輩」

　必死に僕は語りかける。もう心臓が爆発しそうだ。それでも、走るペースは緩ゆるめない。まるで命を燃やすみたいな感覚で、徐々に速度を上げていく。

「もう一度聞かせてください。どうして――海外に行くんですか？」

『………。それは……先生がいなくなってしまって、もうこちらの音大に進学しても意味がないから――』

「本当にそうなんですか？」

　突然話に割り込まれて、姫宮先輩が『えっ……』と息を飲んでいた。

「だって、姫宮先輩は言ってたじゃないですか。『音大に行くのが夢だ』って。あの言葉も、全部嘘うそだったんですか？」

『それは……』

「それに、姫宮先輩は今も音大で練習をしてるんですよね？　先生がいなくなってしまった後もずっと。だから……もしかして――その音大は、姫宮先輩にとって特別な場所なんじゃないですか？」

『―――』

　沈黙。

　全力疾走のせいで掠かすれきった声を振り絞って伝えた僕の言葉に、姫宮先輩は黙ってしまった。

　そして、再び僕の走る音だけが響いた後で――。

『――そうですわね』

　姫宮先輩は小さなソプラノボイスで応こたえた。

『確かに、あの音大はわたくしにとって特別な場所です。先生が亡なくなる直前までお勤めなさっていた場所ですし……わたくしが行くと、先生のお弟子さんたちが快くわたくしの練習を見てくださいます。だから……』

　そこで、また姫宮先輩は黙ってしまった。

　だから、僕は彼女の代わりに告げた。



「――姫宮先輩は、今もその音大に進学したいんですよね？」



『………っ』

　僕の鼓膜に、微かすかに息を飲む音が届いた。

　それはたぶん、本音を言い当てられたから。

　――やっぱり姫ひめ宮みや先輩にとってその音大は特別な場所だったんだ。

　自分が憧あこがれていた先生が亡くなる直前までいた場所。そして、そこには先生のお弟子さんたちがいて自分を指導してくれる場所。なのに――。

「どうして、海外に行くことを決めたんですか？」

『………っ。そ、それは……』

「それに、姫宮先輩は言ってましたよね？　僕たちの高校デビューを先輩としてサポートするって。あの言葉も……嘘うそだったんですか？」

『ちっ……違いますわっ！　わたくしだって……わたくしだって、あなたたちと一緒にいたかった！　けど……けど……っ』



　…………お父様がっ。



　姫宮先輩は消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「………」

　……ああ。

　やっとわかった。

　僕と姫宮先輩が似てると思った理由。そして――どうして僕の五月病がここまで長引いてしまったかが。それはきっと――。

「……すいません。姫宮先輩」

『え？』

　突然、謝られて彼女は困惑しているようだった。

「僕は、きっと姫宮先輩に嘘をついていたんだと思います。それに、あるみやカレンや黒くろ医い先生……そして、自分自身にも」

『……どういう意味ですの？』

「今から説明します。僕は自分がずっと五月病に罹かかってるって思ってました。だから学校に行きたくないんだって思い込んでました。けど、今気づきました。きっと、本当は――」



　都合のいい言い訳を作って、逃げたかっただけなんです。



『………』

　僕の言葉を。

　姫ひめ宮みや先輩はただ黙って聞いていた。

「僕が発症した五月病。きっとそれはもうとっくに治っていたんです。でも僕はずっと、五月病に罹っているフリをしていた。すべては――学校に行きたくなかったから」

『………』

「引きこもりの僕にとって学校は辛い場所でした。だから――きっと五月病っていう都合のいい言い訳ができてしまったから……それにすがって、自分でも気づかないうちに学校に行くことから逃げていただけなんです」

　そう――きっと、僕は無意識のうちに逃げていたんだ。

　引きこもりにとって他人とコミュニケーションしなければいけない学校へ行くのは辛いことだ。だから自分でも気づかないうちに逃げ出していた。戦うことを、やめていた。

　逃避。

　本当は、戦わなくちゃいけないのに。高校デビューを……自分を変えるためには立ち向かわなくちゃいけないのに。色々な初体験を乗り越えなくちゃいけないのに。

　僕はただ戦うのが嫌で無意識のうちに逃げていた。

　最初は自分に言い訳をして……そして、途中から自分に都合のいい言い訳を作って、ただただ逃げ出していただけなんだ――。

「でも、今の姫宮先輩も……僕と似ている気がします」

『……似ている？　わたくしとあなたがですか？』

「そうです。今、姫宮先輩は実家を離れて一人暮らしをしてますよね？　そもそも――どうして姫宮先輩は家出なんかしたんですか？」

『それは……お父様の言いなりになるのが嫌になったからで……』

「……違います。たぶん、姫宮先輩は……」



　自分の父親と戦うのが嫌で、実家から逃げ出しただけなんじゃないですか？



『………っ』

　確かに、姫宮先輩は声を詰まらせた。

「きっと姫宮先輩も、自分の父親と戦うのが――嫌なことに立ち向かうのが怖かったんです。だから、逃げ出した。言いなりになるのが嫌だっていう都合のいい言い訳を作って――戦うことを放棄した。今の僕と――同じように」

『そ、そんなことはありませんっ！　わたくしは……お父様から逃げてなんか……』

　しかし、彼女の言葉はそこで止まってしまった。

　たぶん――自分でも自覚していたんだと思う。

　例たとえばこの人は中学時代、姉さんに父親との親子関係を相談していた。

　思えば、その時点で気づくべきだったんだ。

　あのプライドの高い高飛車お姫様が誰だれかに悩みを相談するということの――深刻さを。

　この人が、どれだけ悩んで……追い詰められていたかを……。

「だから、姫ひめ宮みや先輩は僕と似てるんだと思います。進みたい道が――音大に行きたいっていう想いがあるのに、海外に行こうとしてる。父親と戦うのが怖いから、今度は言いなりになろうとしてる。言いなりになれば済むっていう言い訳を作って――結局は、戦うことから逃げてるんじゃないですか？」

『………っ！　し、知った風なことを言わないでください！　あなたに何がわかるのですか！　引きこもりのあなたなんかに、わたくしの気持ちなんかわかりませんわっ！』

「―――っ」

　容赦のない言葉に、胸をナイフで貫かれたような痛みが襲う。一気に襲い来る疲労感に身体中が悲鳴を上げる。足だって、いつの間にかブルブル震ふるえていた。

　でも――あきらめない。

　引きこもり。

　そう、そんなどうしようもない僕だからこそ――伝えられることもあるはずなんだ。

「……そうですね」

　ただひたすらアスファルトの上を走りながら、僕は言葉を紡つむぎ続ける。

「引きこもりの僕なんかに、姫宮先輩の気持ちはわかりません。あなたの置かれている環境の辛さも、きっと理解できないと思います」

『そ、そうでしょう？　だったら、これ以上勝手なことを言うのは――』

「けど――そんな僕でも、一つだけわかることがあります」

『えっ……』

　いつもは弱気な僕に反論されて驚いたのか、姫宮先輩は困惑していた。

　そんな彼女に――僕は、ある言葉を言おうと思う。

　きっと――情けなくてふがいない自分自身に向けたものでも、一つの言葉を――。



「――戦うしか、ないんです」



『…………戦う？』

「そうです。きっと……人間誰だれしも、今までに経験したことのないような厳しい現実を初体験することもあります。都合のいい言い訳を作ったり、問題に立ち向かうのをやめて、その現実から逃げ出したくなるときもあります。でも……結局は戦うしかないんですっ」

『………』

「そのことに気づけたから……僕も精一杯戦いますっ。だから……姫宮先輩も戦ってください！　僕たちと一緒に！　一人じゃ戦えなくても、誰かと支え合えば嫌な現実とも戦える！　そのためにあなたは僕たちの部活を作ったんじゃないんですか!?」

　――そうだ。

　僕たちの部活――ロボ研。

　その活動内容は高校デビューを目指すこと。一人じゃ戦えなくても仲間と一緒なら戦うことができる。現実から逃げ出さずに、立ち向かうことができる……！

「だから……海外になんか行かないでくださいっ」

『………』

「憧あこがれだった先生がいた音大に入りたいって夢があるんなら、僕たちと一緒に高校デビューを成功させたいなら……誰かの言いなりになんかならないで、戦ってくださいっ。それに、僕も……きっとあるみやカレンも……」



　同じ部活の仲間として、姫ひめ宮みや先輩と一緒に戦いたいんです！



　そこまで僕が叫んだところで。

　唐突に――電話は切れてしまった。

　ディスプレイを見ると、そこには『電池切れ』の表示。ああ、そうか。昨日の夜は色々あったせいで充電するのを忘れていたっけ。

　けど、もういい。

　だって――もう目的の場所には着いたから。

「ぐっ……！」

　必死に呼吸を整えながら、ふらつく身体でまるで倒れ込むように目的の建物の中に走り込む。

　駅。

　姫宮先輩がいるはずの小さな駅である。

　入り口を抜けるとすぐ前に改札があって、ちょうど電車が停車していた。

　――よし、なんとか間に合った。

　あとは改札を突破して電車に乗っているはずの姫宮先輩のところに行けば――。

「―――っ」

　しかし――現実は残酷だ。

　やっとたどり着いた僕の目の前で――無情にも、電車が動き出す。

　時間切れタイムオーバー。

　僕の視線の先で、姫宮先輩の乗っているはずの電車は、ゆっくりと走り去ってしまった。

「……くそっ」

　その光景に、僕は駅の改札の前で膝ひざをついて倒れ込んでしまう。

　張り詰めていた緊張の糸が切れたみたいな、強烈な疲労感。当然だ。引きこもりの僕が日中の街を全力疾走すればこうなるのはわかってたじゃないか。

　けど――そんなことよりも、一番辛いのは……。

「くっ……」

　あまりの悔しさに涙で瞼まぶたが焼けるように熱くなった。

　そう、僕はただただ悔しかった。自分が不ふ甲が斐いないせいで間に合わなかったことが……あの人を、引き留とめられなかったことが――。



「大丈夫ですか、鉄てつ之の介すけさん？」



　響いたのは、歌い上げるようなソプラノボイスだった。

　思わず膝を付いたままで目を向けると、そこにいたのはまるでホラー映画に出てくる吸血鬼のお姫様みたいに綺き麗れいな女の子。

　姫ひめ宮みや姫ひめ乃の。

　彼女は膝ひざを付いている僕の横に静かに佇たたずんでいた。

「ど、どうして……」

　もう電車は行ってしまったのに、姫宮先輩は改札を越えてすらいなかった。……いや、もしくは一度改札を越えたけど再び戻ってきてくれたとか。じゃあ、彼女は……。

「まったく、あなたには驚かされましたわ」

　ゆっくりと。

　彼女は倒れている僕に手を差し出してきた。

「ほら、早く立ち上がってください。こんなところで倒れていては他の方の迷惑になりますから。それに――」



    

  
    
      



    

  
    
      　あなたは、戦うって決めたのでしょう？



「――――はい」

　掠かすれた声を振り絞るように、僕はその言葉に応こたえた。そして、ゆっくりと姫宮先輩の手を握りしめた。

　――ああ。

　ヴァンプ姫ひめ宮みや。彼女のそのあだ名の通り、僕の通かよっていた中学校では姫宮先輩は吸血鬼みたいに恐ろしいってウワサがあった。

　でも……きっとそれは間違いだ。

　本当の彼女は……優しくて、人間味に溢あふれた、普通の女の子なんだと思う。

　だって、そうだろう？

　冷血な吸血鬼の手は、こんなに温かくはないのだから――。

「本当に、あなたは手のかかる後輩ですわね。仕方がありませんから、高校デビューを成功させた先輩として――わたくしが支えて差し上げますわ」

「……はい。よろしくお願いします」

　少し潤うるんだソプラノボイスに応こたえるように、僕は立ち上がった。

　彼女の手を――しっかりと握りながら。



    

  
    
      


第７話　ノープロブレム





「おかえりなさい、マスター。それに、姫宮さんも」

　キャンプ場。

　僕と姫宮先輩がロッジの前に戻ってくると、あるみがいつも通りの無感情な声で出迎えてくれた。どうしてか、黒くろ医い先生の姿はなかった。

「帰ってきたのですね、姫宮さん」

「ええ。あなたたちは手のかかる後輩ですからね、やはり、わたくしがいないとダメだと思いまして」

「………。失礼かと思いましたが、マスターがあなたを迎えに行っている間にあなたの事情は黒医先生から聞かせてもらいました。それで、ご実家の件は大丈夫なのですか？」

「問題ありません……と、言いたいところですが。まだわかりませんわね。とりあえず、わたくしはさきほど電話で海外に行かないことをお父様に伝えました」

　ちょっと苦笑気味に姫宮先輩は笑った。

　そう――あの駅での会話の後。

　姫宮先輩はすぐに自分の父親に電話をしていた。『カンカンに怒っていたので、またわたくしを連れ戻しにくるかもしれませんわ』と言っていたけど……そうなったら戦うしかないと思う。

　大学進学。

　子供にとっても、親にとっても大事な問題だろう。それはお互いの意志の疎そ通つうがないと成り立たない。

　近い将来、姫ひめ宮みや先輩は自分の父親に立ち向かうときがくると思う。

　その結果がどうなるかはわからないけど――せめて、精一杯のサポートはしてあげたい。

　だって、僕たちは同じ部活の仲間なのだから。きっと黒くろ医い先生だってちゃんと説明すれば姫宮先輩の気持ちをわかってくれると思う。

　――あとは。

「……あるみ」

　静かに、僕は小さな声であるみに話しかけた。

　そして――。

「――ごめん」

　僕の口から自然に出たのは、謝罪の言葉だった。

「姫宮先輩の件で……その、騙だましててごめん。僕たちは付き合ってなかったのにさ。おまえには余計な心配をさせたり、色々迷惑をかけたよ。ホントに……悪かったと思ってる。だから……ごめん」

「………」

　素直に――誠意を尽くして謝ると、あるみは黙ってしまった。

　そして、どれくらい時間が経っただろうか。

　長い静せい寂じやくを破るように、あるみは「……大丈夫です」と小さな声で口にした。

「私も黒医先生から姫宮先輩の抱えている事情は聞きましたから。だから……そんなに謝らなくても大丈夫です」

「あるみ……」

　ああ、よかった……と僕は内心ホッとしていた。ちゃんと事情を理解して、あるみも僕のことを許してくれたらしい。

　一週間。

　僕たち桜さくら兄妹はずっと冷戦状態だったわけだけど、これでやっと……。

「それに……私からも、マスターに謝らなくちゃいけないことがあります」

「………？」

　妹の言葉にきょとんとしてしまう。

　そう言えば、昨日はうやむやになってしまっていたけど、僕に話したいことがあるって言ってたような……。

「……すいません。マスターが私に隠かくし事をしていたように――私も、マスターに隠し事をしていたんです」

「……隠し事？」

　僕が訊たずねると、あるみは黙り込んでしまった。

　静せい寂じやく。

　再び静寂が満たしてから、彼女は僕にしか聞こえないような小声で――。



「マスターは気付いていなかったでしょうが――黒くろ医い先生は、私が生体アンドロイドであるということを知っています」



「……え？」

　黒医先生があるみの正体を知っている？

　それは、どういうことなんだ？

「今まで隠かくしていましたが――黒医先生は、サーカスインダストリアルの元社員です」

「サーカスインダストリアルって……つまりは、姉さんの同どう僚りようってこと？」

「はい。黒医先生も私の開発プロジェクトに関わっていたメンバーの一人です。なので、最初は私もビックリしました。突然あの人が春原すのはら高校の教師になったので……」

「………」

　妹の話に、僕は沈黙するしかなかった。

　黒医先生がサーカスインダストリアルの元社員で、姉さんの同僚だって？　初耳すぎる。もしかしたらこの情報は姫ひめ宮みや先輩も知らなかったのかもしれない。知ってたら話してくれていてもおかしくなさそうだし。

「けど、どうしておまえはそのことを僕に黙っていたんだ？」

「それは……黒医先生に喋しやべらないように口止めされていたので」

「口止めって……でも、今普通に喋っちゃったじゃん」

「うっ……だって、私もマスターに隠し事をするのは嫌だったというか……。マスターは私が生体アンドロイドだと黒医先生にバレないように、気を遣ってくれていたみたいですし……」

「………」

　なるほど。だから僕にずっと黙っていたわけか。

　あるみと黒医先生が初めて会ったときにしていたあのリアクションとかはすべて僕たちを欺あざむくための演技だったわけだ。

　しかし――どうしてだ？

　どうして黒医先生は自分の素性を僕に隠したかったんだろう？

　サーカスインダストリアル。

　姉さんの会社が行おこなったあるみの開発プロジェクト……Ｅプロジェクトだっけ？　それに関わってたんだとしたら姉さんと知り合いでもおかしくないのに……。

「あの……マスター？」

　と。

　僕が黙って考え込んでいると、あるみが小さな声で話しかけてきた。

　そして、どこか不安げな口調で――。



「…………怒ってませんか？」



「……怒る？」

　どうして、僕があるみに怒らなくちゃならないんだよ？

「だって……私はマスターに隠かくし事をしていました。私の役目はマスターの高校デビューを妹としてサポートすることなのに……」

「………」

　……ああ。

　もしかしたら、コイツはコイツなりに罪悪感を感じていたんだろうか。僕に――兄妹にずっと隠し事をすることに――。

「……ぷっ」

「なっ……なぜそこでちょっと笑うのですかっ」

「……い、いや、悪い。でも、なんだかおかしくなって……」

「………？　何がです？」

「だって、おまえって普段は生意気で毒舌ばっかりなのに――ホントはすっごい素直なんだなって思ってさ」

「っ。ち、違いますっ。私は別に素直なんかじゃありませんっ。私はただ、兄妹で隠し事をするのが嫌だったというか……っ」

　口にするのも恥ずかしかったのか、あるみはごにょごにょと語尾を濁にごしながら黙ってしまった。

　相変わらず不器用な妹だ。

　生体アンドロイドのくせに人間くさい。本音を出すことが苦手でいつも強がっている女の子。けれど――。

「……あるみ」

　身体の向きを変えてから、壊れ物でも扱うみたいにあるみの腕を優しく握る。すると、彼女は「マスター？」と不思議そうに訊たずね返してきた。

　そんな妹に、僕は静かに口を開く。

「心配するなよ。僕は全然怒ってないから。ていうか、おまえも僕に気を遣いすぎだぞ？僕たちは兄妹だ。そんな些さ細さいなことで怒るわけないだろ？」

「………」

　あるみは少し黙った後で、「…………ありがとうございます」と頬ほおを桃色に染めながらお礼を言った。

　まあ、隠し事をしてたのは僕も同じだしね。

　むしろこれでおあいこ。黒くろ医い先生がなぜ僕に自分の素性を隠かくしていたかは気になるけど……何はともあれ。ようやく、僕たちの兄妹ゲンカは終息した。

　けれど――僕たちのもう一つの戦いは終わらない。

　高校デビュー。

　そう、誰だれもがいつかは戦わなくちゃいけないときが来る。僕たちにとって、今がそのときだ。だとしたら――。

「ふにぁあっ……もうそろそろ朝ゴハンか……」

　と、眠そうな声とともにロッジからカレンが出てきた。

　ていうか、まだ寝てたのかよ。僕たちがあんな状況に陥おちいってたのに。相変わらず羨うらやましいくらいの緊張感ゼロである。

「……なんだ？　みんな揃そろってるけど、何かあったのか？」

「いえ、特に何もありませんでしたわ」

「むっ。その割にはやけに上機嫌そうだな、ひめのん。……あっ。もしかして、カレンに秘密で朝ゴハンを食べちゃったとか……」

「そんなことはありませんよ。その証拠に、これからみなさんで朝食を食べましょう」

　何事もなかったように明るく言う姫ひめ宮みや先輩。

　さすがはヴァンプ姫宮。今日あった事件はカレンには悟らせないつもりらしい。まあ、教えても必要以上に心配をかけるだけな気もするしな。

　それに――本当に助けが必要なときは、遠慮なく求めてくるだろう。

　だって、僕たちはそういう関係なのだから。

　ロボ研。

　その活動内容はみんなでがんばって高校デビューを目指すこと。

　誰だって目標を叶かなえるためには、辛いことや嫌なことと戦わなくちゃいけないし、立ち向かわなくちゃいけない。ときには挫くじけそうになることだってあるだろう。

　でも――僕たちは一人じゃない。

　そうさ、互いに支え合っていけばきっと――。

「あ。鉄てつ之の介すけさん。食事の前にちょっといいですか？　ロッジから持ってきたい物があったので」

　と。

　突然、姫宮先輩が朝食を食べに行こうとした僕の腕を引っ張った。こっちの「え？」という困惑の声を無視して、彼女は近くのロッジのドアを開けてそこに入る。

「姫宮先輩？　急にどうしたんですか？　それに……ここって僕のロッジですよね？」

　訳が分からずに尋たずねる。

　ロッジから持ってきたい物があるって言うんなら、自分のロッジに行くべきだったんじゃないか？

「ああ。ご心配なく。持ってきたい物があったというのは嘘うそですから」

　シレッと言って、彼女はロッジのドアをバタンッと閉めやがった。

　……マズい。

　僕のネガティブシンキングが警告している。

　この人と二人きりになるのは危険なのだ。

　なぜなら姫ひめ宮みや先輩が僕の高校デビューをサポートするための契約というのが――。

「――動いてはダメですよ？」

　反射的に逃げようとしたが、正面から肩を掴つかまれて動きを封じられてしまった。ちょうど、真まっ直すぐに向き合うような形である。

　……ああ、やっぱりこの展開はあれか。

　吸血鬼ごっこ。

　きっとまたあの心臓に悪い遊びが始まるのだ。さすがはヴァンプ姫宮。駅ではあんなに優しくしてくれたのに容赦なしである。いくらなんでもアメとムチすぎるよ。

「……さあ、目を瞑つぶってください」

「は、はい……」

　お姫様に命令された家来みたいに、僕は大人しく目を閉じる。

　視界を埋め尽くす暗くら闇やみ。

　そして、徐々に近くなる姫宮先輩の吐息。

　うわー、また噛かみつかれるのか。でも、どうして目を閉じさせたんだろう？　まさかこれも新しい趣向なのだろうか。いや、そんなＳＭプレイじゃあるまいし。けど、姫宮先輩ならあるいは……。

「……んっ」

　なんて。

　僕がお得意のネガティブシンキングを展開させていたときだった。



　――チュッ。



　そんな、やけに可愛かわいくてちょっとだけ艶なまめかしい音が響いた。

「……え？」

　思わず目を開けるが、そこには顔を真まっ赤かにして僕から距離を取る姫宮先輩。

　あれ？　僕は今何をされたんだ？

　なんだかやけに柔らかい何かが頬ほおに当てられた気がするけど……。

「かっ、勘違いしないでくださいねっ。これはさきほどの借りを返しただけですからっ。わたくしが……さっきあなたにちょっとだけ助けられたのは事実ですし……っ」

　何やら姫宮先輩は真っ赤になったままで必死に弁解していた。

　借りを返したって……何を？

　目を瞑っていたせいで全然わからなかったんだけど……。



「――姫ひめ宮みやさん」



　そこで響いたのはどこか強張った無感情な声。

　名前を呼ばれた姫宮先輩が「………っ!?」と後ろを振り向くと、そこにはちょっとだけ開いたドアからこちらを見つめる人影。

　桜さくらあるみ。

　僕の妹は、ドアの隙すき間まから姫宮先輩をジトーッと見つめていた。

「あ、あるみさん！　いつから見ていたのですか！」

「もちろん最初から見ていましたが？　それより姫宮さん。ちゃんと説明してください」

「せ、説明って何をかしら？」

「決まってるじゃないですか。あなたが今マスターにした行為についてです。マスターとあなたが付き合っているというのは嘘うそだったはずですが？」

「あ、あら。恋人じゃなくてもあれくらいは普通でしょう？　ちょっとしたスキンシップですわ」

「…………ふぅん」

「なぜそこで悟りきったような顔をするのかしら!?　わ、わわわたくしは別に鉄てつ之の介すけさんのことを意識しているわけでは……っ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうですか。では、行きましょうマスター。せっかくの朝食が冷めてしまいます」

「え？　ちょっと、あるみ？」

　近づいてきたあるみは僕の手を強引に引っ張って、ロッジから連れ出した。

　瞬間、「あっ、お待ちなさい！」という声とともに姫ひめ宮みや先輩が追いかけてきて……うわっ、なんでこの人まで僕の手を引っ張るんだ!?

「ひ、姫宮先輩？」

「落ち着いてください、鉄てつ之の介すけさん。わたくしは高校デビューの先輩としてあなたをサポートしなくてはなりません」

「けど、だからって手を引っ張らなくても……」

「そうですよ、姫宮さん。それに、妹としてダメ人間で引きこもりな兄の世話を他の方にしていただくわけにはいきません。マスターのサポートは私一人で十分ですから」

「うわっ、あるみもそんなに引っ張るなって！」

　まるで競い合うみたいに、あるみと姫宮先輩は僕を引っ張る強さを増していく。

　……なんだこれ？

　ていうか、相変わらずこの二人はケンカばっかりだな。何もどっちが僕をサポートするかで張り合わなくても。それとも僕はそんなに頼りないヤツに見えるんだろうか？

「……はは」

　しかし――どうしてか、僕はこの状況がどこか楽しくて笑っていた。

　なんだろう。こんなに清々しい気分は久しぶりだ。もしかしたら、さっきの姫宮先輩との電話でのやり取りで胸の奥に溜たまっていた何かが消えてくれたのかもしれない。

　五月病。今までの僕は、きっと五月病を言い訳にして現実と戦うことから――そして、向き合うことから逃げていた。そのせいで、いつも以上にネガティブになっていた。

　でも――今は違う。

　なぜなら……。

「……マスター？　何を笑っているのですか？」

　僕が笑っているのが気になったのか、姫宮先輩と張り合いながらもあるみが話しかけてきた。そんな妹に「なんでもないよ」と僕は応こたえた。

「―――」

　そうさ。

　誰だれもがいつかは戦わなくちゃいけないときが来る。

　それは他人だったり、自分だったり、現実だったり……本当に様々だ。すべてが初体験で初遭そう遇ぐう。たとえ敵がどんな怪物でも、僕たちは立ち向かうしかないんだろう。

　けど、たぶん大丈夫さ。

　だって――僕たちは、決して一人ではないのだから。

　そう、ちょっと生意気で不器用な僕の妹の言葉を借りて言わせてもらえば、きっと僕たちは――。



　――ノープロブレム。
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　Ｅプロジェクトレポート　♯２



    

  
    
      

　西暦××××年五月二十二日

　レポート作成者　Ｅプロジェクトサブリーダー　黒くろ医い猫ねこ子こ



　どうもどうも。みなさんこんにちは、黒医猫子です。え？　前回のレポートと空気が違いすぎだろって？　まあ、前回のレポート作成者は鈴すず音ねだったから仕方ないわね。

　何はともあれ。私が転職したフリをして春原すのはら高校に潜入……いえ、配属されてから一週間が経過したわ。可愛かわいい従妹いとこの面倒も見なくちゃいけなかったから色々と大変だったけど、ちゃんと仕事はしているからご心配なく。

　まあ、あるみちゃんはああ見えてかなりのブラコ……いえ、素直だから、鉄てつ之の介すけくんに私の正体をバラしちゃってるかもしれないかしら。

　でも――私の仕事が観察であることに変わりはない。

　それに、私たちが進めてきたＥプロジェクトの第二段階――『あの兄妹を仲良くさせること』は順調に進んでるみたい。引き続き、がんばってお仕事しましょう♪

　ではでは、ここで次回予告を。いえ、次回予告と言ってもこれはあくまで私の予想だからなんとも言えないけどね。たぶん、次に事件が起きるのは――。



　――夏。



    

  
    
      
あとがき





　お久しぶりです。以前よりちょっと家から出るようになりました。あさのハジメです。

　まあ、そんなことを言いつつも外出先で一番多いのがアパートから十分くらい歩いたところにある中華料理屋なんですが。

　でもこの中華料理屋、テーブルに置いてあるラー油の賞味期限が五年前とかすごいロックな感じです。ロック過ぎて餃子ぎようざを注文できません。しかも中華料理屋なのに一番おいしいのはカツ丼どん。どういうことだよ!?

　しかし、この中華料理屋のおばあちゃんがすごく優しい。前にカツ丼の代金を十円多く払ってそのまま店を出てしまったとき、一時間後にわざわざ届けてくれました。なんと、アパートの部屋まで。……うん。優しいけど、なんか怖いよ！　なんでアパートの部屋番号がわかったんだよ!?　今まで出前とか全然頼んだことないのに！　このおばあちゃんタダもんじゃねえぞ！　そんなことを予感させる中華料理屋、オススメです。

　さて、そんなわけでこの『初体験にオススメな彼女』も二巻目に突入です！

　今回は猫属性な新キャラ・黒医さんが登場したり、姫宮先輩のツンデレパワーがフルスロットルなお話になっておりますので、まだお買い上げでない方はこの本を抱えたままぜひぜひレジの方にド派手なキングコング・ニードロップを決めていただけるとありがたいです！

　それでは、そろそろ謝辞の方を。

　まずは担当の庄しよう司じ様。今回はいつも以上にお世話になりました。打ち合わせで「近所の中華料理屋のおばあちゃんが怖すぎて眠れません！」みたいな至極どうでもいい愚痴を聞かせてしまい申し訳ありませんでした……。今後とも、よろしくお願いします。

　あのポ×キーになりてえ！　そんなセリフを誰もが叫ぶこと間違いなしの素晴らしい表紙を描いてくださった高たか苗なえ京きよう鈴りん様。イラストのクオリティに少しでも文章が追いつけるよう、修行する日々が続いております。お忙しい中、誠にありがとうございました。

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、出版や販売に関わって下さったすべての方々……そして、もちろん読者の皆様。気が付けば自分の作家生活ももうすぐ三年目に突入です。ここまで来られたのも皆様方のお力添えがあったからでしょう。心からお礼申し上げます。少しでも長くこの世界で生き残っていくために、引き続き精進していきます。

　さてさて、ここで次回予告のコーナーを。もし無事に三巻が出せるのであれば、次巻は初夏のお話になる予定です。紆余曲折ありつつもなんとか進み始めた主人公たちの高校デビュー計画……しかし、そこで彼女に異変が!?　そんな物語になるのではないかと。

　ではでは。また皆様とお会いできることを願いつつ、引き続きアクセル全開ノンブレーキでギリギリまで突っ走って行こうと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

あさのハジメ



    

  









    
      　著者

　あさのハジメ（あさの・はじめ）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。東京在住。

　　執筆中によくすることは、『ヘッドフォンで音楽を聴く』『歌う』『叫ぶ』『がなる』『ヘッドバンギング』……などなど。以上の理由から、家の中でしか仕事ができない引きこもり作家。

　　デビュー作は『まよチキ！』（ＭＦ文庫Ｊ刊）。



　イラスト

　高苗京鈴（たかなえ・きょうりん）

　　好物は某カード作品。あと他人に物を薦めること。

　　最近では担当さんに青汁（冷凍もの）と

　　デコポンジュース（ストレート１００％）を薦めました。

　　セクシーなツンキャラが好物です



　　ＨＰ「苗床育成観察記録」

　　http://takanae.chu.jp
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